
令和7年4月

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

設計図面



図面番号

A0-01

A0-02

A0-03

A0-04

A0-05

A0-06

A0-07

A0-08

A0-09

D1-01

D1-02

D1-03

D1-04

D1-05

D1-06

D1-07

D2-01

D2-02

D2-03

D2-04

D2-05

D3-01

D3-02

D3-03

図面名称

位置図

消防救急デジタル無線 機器一覧表

高機能消防指令システム 機器一覧表（1）

高機能消防指令システム 機器一覧表（2）

撤去機器一覧表

消防救急デジタル無線システム構成図

高機能消防指令システム構成図

高機能消防指令システム署所配線系統図

構内電話機交換設備 機器構成図

スカイタワー基地局 １階平面図

スカイタワー基地局 立面図

スカイタワー基地局 断面図・屋上平面図（既設）

スカイタワー基地局 断面図・屋上平面図（新設）

消防無線通信機械室 既設機器配置図

消防無線通信機械室 機器配置図

旧ＥＶ機械室機器配置図

北分署基地局 １階平面図（既設）

北分署基地局 断面図（既設）

北分署基地局 １階平面図（新設）

北分署基地局 断面図（新設）

北分署基地局 配線図（新設）

消防本部基地局 平面図（既設）

消防本部基地局 局舎内既設機器配置図

消防本部基地局 平面図（新設）

図面番号

D3-04

D3-05

D4-01

D4-02

D4-03

D5-01

D6-01

D7-01

D8-01

D9-01

D10-01

D11-01

D11-02

D11-03

D11-04

S1-01

S1-02

S1-03

S1-04

S1-05

S2-01

S2-02

S2-03

S2-04

図面名称

消防本部基地局 局舎内機器配置図

消防本部基地局 立面図（新設）

消防本部 屋上既設機器配置図

消防本部 屋上機器配置図

消防本部 発電設備鉄骨架台参考図

北分署 機器配置図

東分署 機器配置図

若美分署 機器配置図

天王分署 機器配置図

天王南分署 機器配置図

大潟分署 機器配置図

車載型無線装置取付参考図（1）

車載型無線装置取付参考図（2）

車載型無線装置取付参考図（3）

車載型無線装置取付参考図（4）

消防本部増設棟 機器配置図

消防本部増設棟 配線系統図（電源）

消防本部増設棟 配線系統図（通信）

消防本部増設棟 無線分電盤改造図

消防本部増設棟 UPS分電盤図

消防本部・消防署 １階機器配置図

消防本部・消防署 ２階機器配置図

消防本部・消防署 １階配線図

消防本部・消防署 ２階配線図

図面番号

S3-01

S3-02

S3-03

S3-04

S4-01

S4-02

S4-03

S5-01

S5-01

S5-02

S5-03

S6-01

S6-02

S6-03

S7-01

S7-02

S7-03

S7-04

S8-01

S8-02

S8-03

S8-04

図面名称

北分署 機器撤去図

北分署 機器配置図

北分署 配線図（1）

北分署 配線図（2）

東分署 機器撤去図

東分署 機器配置図

東分署 配線図（1）

東分署 配線図（2）

若美分署 機器撤去図

若美分署 機器配置図

若美分署 配線図（1）

天王分署 機器撤去図

天王分署 機器配置図

天王分署 配線図（1）

天王南分署 機器撤去図

天王南分署 機器配置図

天王南分署 配線図（1）

天王南分署 配線図（2）

大潟分署 機器撤去図

大潟分署 機器配置図

大潟分署 配線図（1）

大潟分署 配線図（2）

設計図面一覧表



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

A0 - 0 1N o s c a l e

令和７年３月

位置図

-

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

位置図

２ 高機能消防指令システム
（１）男鹿地区消防本部 （男鹿市船川港船川字海岸通り２号１２－７）
（２）男鹿地区消防署 （男鹿市船川港船川字海岸通り２号１２－７）
（３）北分署 （男鹿市北浦北浦字種田６９－３）
（４）東分署 （男鹿市脇本脇本字上谷地１３０－１）
（５）若美分署 （男鹿市鵜木字下潟端２１２）
（６）天王分署 （潟上市天王字蒲沼９９－５）
（７）天王南分署（潟上市天王字北野１－１８）
（８）大潟分署 （南秋田郡大潟村字東二丁目２－２）

１ 消防救急デジタル無線
（１）消防本部基地局 （男鹿市船川港金川字姫ヶ沢１６２－１８）
（２）スカイタワー基地局 （潟上市天王字江川上谷地１０９-２）
（３）北分署基地局 （男鹿市北浦北浦字種田６９－３）
※無線回線制御装置は消防本部機械室に設置

北分署

東分署

天王南分署

天王分署

若美分署

大潟分署

男鹿地区消防本部
男鹿地区消防署

北分署基地局

消防本部基地局

スカイタワー基地局



施設名

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

工事名

図面番号

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

A0 - 0 2N o s c a l e

令和７年３月

消防救急デジタル無線 機器一覧表

-

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

項

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

項

1

2

項

1

項

1

2

機 器 名

無線回線制御装置

管理監視制御卓

(1)管理監視制御装置

高機能遠隔制御装置

遠隔制御装置

基地局無線装置 基本架

基地局無線装置 増設架

空中線共用器

(1)空中線共用器（6ch）

空中線

(1)反射素子付コーリニア型

(2)2素子八木型

(3)3素子八木型

同軸避雷器

ネットワーク装置

(1) 基地局

ＤＣ／ＡＣインバータ

(1) 基地局

エアコン（局舎用）

機 器 名

署活系無線機（シングル）

署活系無線機（デュアル）

機 器 名

ＩＰ無線機（トランシーバ）

機 器 名

トランシーバ型

車載型

数 量

1台

１式

２台

２台

３台

３台

３台

２基

２基

２基

６式

３式

３式

４式

数 量

31台

18台

数 量

30台

数 量

3台

1台

備 考

32ch

プリンタ含む

統制波３ｃｈ切替

４ＴＲＸ実装

基地局用

スカイタワー基地局は２台

備 考

備 考

備 考

項

1

2

3

4

機 器 名

車載型無線装置

(1)車載型無線機

(2)車載型空中線

(3)空中線共用器（車載型）

(4)ハンドセット

(5)外部スピーカ（箱型）

(6)外部スピーカ

（トランペット型）

(7)副制御器

卓上型無線機

(1)卓上型半固定無線機

(2)無線受令機

(2)空中線共用器（車載型）

(3)同軸避雷器

(4)空中線（スリーブアンテナ）

(5)空中線（ホイップアンテナ）

可搬型無線機

携帯型無線機

数 量

33式

66式

33式

33式

34式

36式

８式

７式

13式

７式

14台

14基

13基

２式

22式

備 考

２６０ＭＨｚ

同軸ケーブルは付属とする。

２６０ＭＨｚ

車両用

ポンプ車用

２６０ＭＨｚ

２６０ＭＨｚ

無線受令機用含む

無線受令機用含む

２６０ＭＨｚ、付属品・充電器含む

２６０ＭＨｚ 充電器、予備BATT、付属品含む

１ 統制局・基地局

２ 移動局

３ 署活系無線機

４ ＩＰ無線機

５ 衛星無線機

項

1

機 器 名

消防救急デジタル無線システム

(1) 直流電源装置

パワーユニット交換

(2)蓄電池 交換

(3)非常用発動発電機

(4)油庫

(5)変圧トランス

(6)非常用発動発電機

(7)可搬型非常用発電機

数 量

４式

４式

１式

１式

１式

1式

６台

備 考

48V 50A 消防本部、３基地局

長寿命型MSE

必要量（既設70KVA）消防本部

72時間稼働容量（既設重油1300L）

消防本部

３相200V→単相100V-200V

5.0KVA 北分署基地局用

2.8KVA（既設容量）分署用

６ 電源設備



施設名

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

工事名

図面番号

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

A0 - 0 3N o s c a l e

令和７年３月

高機能消防指令システム機器一覧表（１）

-

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

項

1

2

3

4

5

項

1

2

3

4

5

6

7

項

1

2

3

4

5

6

7

8

項

1

2

3

4

5

6

7

8

機 器 名

(1)指令台

(2)自動出動指定装置

ア 制御処理装置

イ ディスプレイ

(3)地図等検索装置

ア 地図等検索装置

イ 地図用ディスプレイ

ウ 地図データ

(4)支援情報表示装置

ア 制御処理装置

イ 支援情報ディスプレイ

※(5)受付補助装置

(6)手書きメモ入力装置

(7)長時間録音装置

(8)非常用指令設備

(9)指令制御装置

(10)携帯電話・ＩＰ電話受信転送装置

(11)プリンタ

(12)カラープリンタ

(13)スキャナ

(14)拡張台

(15)データメンテナンス

ア 制御処理装置

イ ディスプレイ

表示盤

(1)支援情報表示盤

(2)車両運用表示盤

(3)多目的情報表示盤

(4)情報収集用表示盤

(5)映像制御装置

(6)表示盤端末

指揮台

指令電送装置

(1) 指令情報送信装置

気象情報収集装置

(1)気象情報収集装置

(2)気象情報収集端末

機 器 名

指令装置

(1)署所端末装置

指令電送装置

(1)指令情報出力装置

機器収容ラック

情報表示設備

(1)モニタ（車庫）

(2)モニタ（消防本部・消防署）

(3)表示盤端末

放送設備

アンプ・スピーカセレクター

ミラーリング設備

その他備品

機 器 名

指令装置

(1)署所端末装置

指令電送装置

(1)指令情報出力装置

無停電電源装置

機器収容ラック

情報表示モニタ

(1)モニタ

(2)表示盤端末

駆け付け通報装置

放送設備

アンプ・スピーカセレクター

その他備品

機 器 名

指令装置

(1)署所端末装置

指令電送装置

(1)指令情報出力装置

無停電電源装置

機器収容ラック

情報表示モニタ

(1)モニタ

(2)表示盤端末

駆け付け通報装置

放送設備

アンプ・スピーカセレクター

その他備品

数 量

２台

１式

２面

２台

２面

１式

２台

２面

２台

２台

１台

１式

１式

１式

１台

１台

１台

１台

１式

１台

１台

１面

１面

１面

1面

１式

１式

１式

１式

１式

１式

数 量

１式

１式

１式

１面

３面

３式

１式

１式

数 量

１式

１式

１式

１式

１面

１式

１式

１式

１式

数 量

１式

１式

１式

１式

1面

1式

１式

１式

１式

備 考

１席４画面構成

(自動出動、地図装置)

通常時：指令台１席４画面×２

輻輳時：指令台１席２画面×３

サーバ２台による二重化構成

タッチディスプレイ

タッチディスプレイ

タッチディスプレイ

タッチディスプレイ ※メーカによる

光ＩＰ回線対応

光ＩＰ回線対応、拡張装置含む

Ａ３対応、モノクロレーザー

Ａ３対応レーザー

Ａ３対応

指揮台分含む

設置キャビネット含む

65インチ以上 24時間連続使用

マルチ画面分割対応品

65インチ以上 24時間連続使用

マルチ画面分割対応品

65インチ以上 24時間連続使用

マルチ画面分割対応品

43インチ以上 24時間連続使用

制御装置・操作部・録画再生装置等含む

マルチ画面分割制御

1-(1)(2)(3)(4)※(5)と同等品

風向、気温、湿度、雨量

備 考

ＯＡラック 幅900mm

50型以上、スタンド・金具含む

43型以上、天吊りまたは壁掛用金具含む

２階指令情報出力装置とミラーリング

備 考

2000VA程度

ＯＡラック 幅900mm

50型以上、天吊りまたは壁掛用金具含む

備 考

2000VA程度

ＯＡラック 幅900mm

50型以上、天吊りまたは壁掛用金具含む

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

災害状況等自動案内

順次指令装置

音声合成装置

出動車両運用管理装置

(1)出動車両管理装置

(2)車両運用端末装置（Ⅱ型）

(2)車両運用端末装置（Ⅲ型）

(3)車外設定端末装置（２箇所）

システム監視装置

統合型位置情報通知装置

Ｅメール指令装置

ネットワーク／セキュリティ

(1)ネットワーク装置

(2)ウィルス対策サーバ

(3)ウィルスソフト

(4)検閲ＰＣ

高速避雷器（通信用）

ＮＥＴ１１９等用ＰＣ

収容架

19インチラック

情報共有システム

(1)サーバ

(2)情報共有端末

リモート指令台

付属品及び予備品

１式

１式

１式

１式

２式

32台

24式

１式

１式

１式

１式

１式

１式

１式

１式

１式

３式

３台

１式

７台

１式

１式

電話回線対応型

分署用Wi-Fiアクセスポイント含む

ファイアウォール等含む

ソフト含む

ＮＥＴ１１９等用の多目的ＰＣ

制震ラック

１ 消防本部 １ 消防本部

２ 消防署

３ 北分署

４ 東分署

設置想定：天王南分署

車庫内デスク等含む



施設名

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

工事名

図面番号

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

A0 - 0 4N o s c a l e

令和７年３月

高機能消防指令システム機器一覧表（２）

-

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

項

1

2

3

4

5

6

7

8

項

1

2

3

4

5

6

7

8

項

1

2

3

4

5

6

7

8

項

1

2

3

4

5

6

7

8

9

機 器 名

指令装置

(1)署所端末装置

指令電送装置

(1)指令情報出力装置

無停電電源装置

機器収容ラック

情報表示モニタ

(1)モニタ

(2)表示盤端末

駆け付け通報装置

放送設備

アンプ・スピーカセレクター

その他備品

機 器 名

指令装置

(1)署所端末装置

指令電送装置

(1) 指令情報出力装置

無停電電源装置

機器収容ラック

情報表示モニタ

(1)モニタ

(2)表示盤端末

駆け付け通報装置

放送設備

(1)アンプ・スピーカセレクター

その他備品

機 器 名

指令装置

(1)署所端末装置

指令電送装置

(1) 指令情報出力装置

無停電電源装置

機器収容ラック

情報表示モニタ

(1)モニタ

(2)表示盤端末

駆け付け通報装置

放送設備

(1)アンプ・スピーカセレクター

その他備品

機 器 名

指令装置

(1)署所端末装置

指令電送装置

(1) 指令情報出力装置

無停電電源装置

機器収容ラック

情報表示モニタ

(1)モニタ

(2)表示盤端末

駆け付け通報装置

放送設備

(1)アンプ・スピーカセレクター

19インチラック（20U程度）

その他備品

数 量

１式

１式

１式

１式

１面

１式

１式

１式

１式

数 量

１式

１式

１式

１式

１面

１式

１式

１式

１式

数 量

１式

１式

１式

１式

１面

１式

１式

１式

１式

数 量

１式

１式

１式

１式

１面

１式

１式

１式

１台

１式

備 考

2000VA程度

ＯＡラック 幅900mm

43型以上、壁掛け金具含む

備 考

2000VA程度

ＯＡラック 幅900mm

50型以上、天吊りまたは壁掛用金具含む

備 考

2000VA程度

ＯＡラック 幅900mm

43型以上、スタンド含む

備 考

2000ＶＡ程度

ＯＡラック 幅900mm

50型以上、天吊りまたは壁掛用金具含む

指令情報出力装置を収容

５ 天王分署 ８ 大潟分署 12 電源設備

６ 天王南分署

７ 若美分署

項

1

項

1

項

1

2

3

4

5

機 器 名

消防ＯＡ設備

(1) サーバ

(2) 端末

(3) 立入検査用タブレット

(4) プリンタ

(5) パッケージ

機 器 名

電話交換設備

(1) 交換機（消防本部用）

(2) 多機能電話機

(3) 一般電話機

(4) 親子電話機

機 器 名

監視カメラ

(1) 屋外ハウジング一体型

(2) 屋外ドームカメラ

(3) 屋外ドームカメラ（３眼）

PoEユニット

ネットワークレコーダ

(1) 消防本部用

映像監視ソフトウェア

監視カメラ操作用PC

数 量

１式

11式

10式

７台

１式

数 量

１式

20台

40台

６式

数 量

18式

9式

１式

28式

１式

１式

１式

備 考

備 考

分署 外線用

備 考

ディスプレイ含む

項

１

機 器 名

指令システム

(1)無停電電源装置

数 量

１式

備 考

消防本部用 必要容量（10KVA程度）

９ 消防ＯＡ

10 電話交換設備

11 監視カメラ設備



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

A0 - 0 5N o s c a l e

令和７年３月

撤去機器一覧表

-

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

項

1

2

3

4

品名

基地局無線設備（消防本部）

(1)無線回線制御装置（CH32）

(2)管理監視制御卓

(3) 遠隔制御装置

(4) ネットワーク機器

基地局無線設備（4基地局）

(1) 基地局無線装置 基本架

(2) 基地局無線装置 増設架

(3)空中線共用器 6ch

(4) 空中線 反射素子付コーリニア

(5) 空中線 2素子八木型

(6) 空中線 3素子八木型

(7)同軸避雷器 ショートスタブ型

(8)ネットワーク機器

(9)DC/ACインバータ

(10) エアコン（局舎用）

移動局無線設備

(1)車載無線機

(2)車載用空中線

(3)車載用空中線共用器

(4)ハンドセット

(5)可搬型無線機

(6)携帯型無線機

(7)IP無線機

電源設備

(1) 非常用発動発電機

非常用発動発電機

油庫

変圧トランス

非常用発動発電機架台

単位

台

式

台

式

台

台

台

式

式

式

台

式

台

台

式

基

台

式

台

台

台

台

台

台

式

数量

1

1

2

1

6

2

3

2

4

2

6

1

3

3

33

66

33

33

2

22

10

1

1

1

1

項

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

機器名

指令装置

(1) 指令台

(2) 自動出動指定装置

(3) 地図等検索装置

(4) 長時間録音装置

(5) 非常用指令装置

(6) 指令制御装置

(7) 携帯電話・ＩＰ電話受信転送装置

(8) プリンタ

(9) カラープリンタ

(10) スキャナ

(11)A1プロッタ

(12) 署所端末装置

(13) データメンテナンス

拡張台

表示盤

(1)表示盤

無線統制台

指令情報伝送装置

(1) 指令情報送信装置

(2) 指令情報出力装置

気象情報収集装置

(1)気象情報収集装置

(2)気象情報収集端末

災害状況等自動案内装置

順次指令装置

音声合成装置

システム監視装置

統合型位置情報通知装置

制御処理装置

ディスプレイ

地図等検索装置

地図用ディスプレイ

制御処理装置

ディスプレイ

車両運用表示盤

支援情報表示盤

多目的情報表示盤

映像制御装置

単位

台

式

台

式

台

台

式

式

式

台

台

台

台

台

式

台

台

面

面

面

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

数量

2

1

2

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

5

1

1

2

1

1

1

1

1

1

7

1

1

1

1

1

1

1

11

12

13

14

15

16

17

18

19

(1) サーバー

(2) 端末

(3) プリンタ

Ｅメール指令装置

ネットワーク／セキュリティ

(1) 消防本部（通信指令室・機械室）

(2) 署所

(3) ウイルス対策サーバ

(4)検疫PC

ＦＡＸ１１９受信装置

電話交換機

(1)交換機（消防本部用）

(2) 多機能電話機

(3) 一般電話

MDF（端子台のみ）枠は残置

高速避雷器（通信用）

監視カメラ

(1)監視カメラ

(2)操作装置・モニタ

電源設備

(1) 無停電電源装置(CVCF)

(2) 直流電源装置

無停電電源装置（消防本部）10KVA

無停電電源装置（署所）

直流電源装置（DC48Ｖ）消防本部

式

台

台

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

式

台

式

台

台

台

1

10

7

1

1

6

1

1

1

1

16

36

1

1

8

1

1

6

1

１ 消防救急デジタル無線設備 撤去機器 ２ 高機能消防指令システム設備 撤去機器 ２ 高機能消防指令システム設備 撤去機器



施設名

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

工事名

無 線 回 線 制 御 装 置

非 常 用 発 動 発 電 機

消防本部基地局

※ＳＷについては切替方式
の冗長化構成とする

直 流 電 源 装 置

ト ラ ン ス

商 用 電 源

北分署基地局

通 信 業 者 専 用 線

消 防 本 部 、 ５ 分 署

車載型無線装置

（ ３ ３ 台 ）

※ 空 中 線 及 び 空 中 線 共 用 器 を 含 む

卓 上 型 半 固 定

移 動 局 無 線 装 置

空 中 線 共 用 器

消防本部

※ＳＷについては切替方式
の冗長化構成とする

※ＳＷについては切替方式
の冗長化構成とする

可搬型移動局

無線装置

（ ２ 台 ）

携 帯 型 移 動 局

無 線 装 置

（ ２ ２ 台 ）

署 所 端 末

※ 署 所 端 末 の 無 線 バ ッ ク ア ッ プ

と し て 使 用 す る

分 電 盤

スカイタワー基地局

※ＳＷについては切替方式
の冗長化構成とする

消防救急デジタル無線システム構成図

移動局

※パワーユニット
蓄電池交換

※パワーユニット
蓄電池交換

※ デ ュ ア ル ア ク セ ス に 更 新

無 線 受 令 機

指 令 シ ス テ ム 設 備

切 替 盤 キ ュ ー ビ ク ル

※屋外自立型

機器室

高 機 能 遠 隔 制 御 装 置 × ２

管 理 監 視 制 御 卓

3階EV機械室

既設局舎

I P 無 線 機

（ ３ ０ 台 ）

衛星通信

トランシーバ

ハンディ
（ ３ 台 ）

衛星通信

トランシーバ

車載機
（ １ 台 ）

※ 油 庫 含 む

※ 一 部 既 設 分 電 盤 使 用

無線

受令機

（ ６ 台 ）

※ 空 中 線 含 む

署 活 系
無 線 装 置

シ ン グ ル
（ ３ １ 台 ）
デ ュ ア ル
（ １ ８ 台 ）

※ １ 台 は リ モ ー ト 指 令 台 設 置 分 署 に 設 置 す る

に 電源供 給
※上 記装置

インバータ
ＤＣ／ＡＣ

ＯＮＵ

ルータ×３

Ｌ２／ＳＷ

商 用 電 源

Ｈ
Ｃ
４
架
設
増

置
装
線
無
局
地
基

架
本
基

置
装
線
無
局
地
基

発動発電機

置
装
源
電
流
直 空

中
線
共
用
器

６
Ｃ
Ｈ

空中線

（２素子・３素子八木型）×２

分波器有

器
雷

避
軸
同

器
雷

避
軸
同

器
雷
避
軸
同

空中線

スリーブ型

Ｌ３／ＳＷ

Ｌ３／ＳＷ

に 電源供 給

※上 記３装 置

インバータ
ＤＣ／ＡＣ

ＯＮＵ

ルータ

Ｌ２／ＳＷ

に電 源供給
※上記 ３装置

インバータ
ＤＣ／ＡＣ

ＯＮＵ

ルータ

Ｌ２／ＳＷ

Ｈ
Ｃ
４
架
設
増

置
装
線
無
局
地
基

架
本
基

置
装
線
無
局
地
基

式
方

替
切

Ｈ

Ｃ
３
※

波
用
運
主

波
制
統

活
動
波
１

活
動
波
２

共
通
予
備 式

方

替
切

Ｈ

Ｃ
３
※

波
用
運
主

波
制
統

活
動
波
１

活
動
波
２

共
通
予
備

空
中
線
共
用
器

６
Ｃ
Ｈ

空中線

反射素子付
コーリニア型

器
雷
避

軸
同

器
雷
避

軸
同

に電 源供給

※上記 ３装置

インバータ
ＤＣ／ＡＣ

ＯＮＵ

ルータ

Ｌ２／ＳＷ

Ｈ
Ｃ
４
架
設
増

置
装
線
無
局
地
基

架
本
基

置
装
線
無
局
地
基

式
方

替
切

Ｈ

Ｃ
３
※

波
用
運
主

波
制
統

活
動
波
１

活
動
波
２

共
通
予
備

商 用 電 源
発動発電機

置
装
源
電
流
直

商 用 電 源
発動発電機

置
装
源
電
流
直

空
中
線
共
用
器

６
Ｃ
Ｈ

空中線

2素子八木型

器
雷

避
軸
同

器
雷

避
軸
同

空中線

ホイップ型

器
雷
避
軸
同

空中線

スリーブ型

共
通
予
備

共
通
予
備

共
通
予
備

エアコン

端子盤

エアコン

端子盤

エアコン

端子盤

プリンタ
ビル間ユニット

ビル間ユニット

5G Hz帯無線空中線 空中線

エアコン

新設

既設

凡例

図面番号

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

A0 - 0 6N o s c a l e

令和７年３月

消防救急デジタル無線システム構成図

－

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

A0 - 0 7N o s c a l e

令和７年３月

高機能消防指令システム構成図

-

消防本部・通信指令室

自動出動指定装置
（指令台1～2、指揮台）

地図等検索装置
（指令台1～2、指揮台）

多目的情報端末装置
（指令台1～2、指揮台）

受付補助装置
（指令台1～2、指揮台）

指揮台

タッチパネル通信操作部等

ハードキー盤面

長時間録音装置
自動出動指定装置
（制御処理サーバ）

FAX119番
受信装置

指令台1～2、指揮台

ﾃﾞｰﾀﾒﾝﾃﾅﾝｽ装置

プリンタ
（自動出動用）

車両運用表示盤 多目的情報表示盤 支援情報表示盤

経路探索装置

ファイアウォールEメール指令装置

プリンタ

統合型位置情報
通知装置

NW基幹装置

IP伝送装置

出動車両運用管理装置

システム監視装置

気象情報収集装置

音声合成装置

非常用指令設備

指令制御装置

無線回線

119回線

局線

転送回線

指令回線

内線

電話交換機

災害状況等
自動案内装置

加入回線

MDF

無
停
電
電
源
装
置

直
流
電
源
装
置

非常用発動発電機

機器
100V系
交流

機器
48V系
直流

ルータ

インターネット

IP-VPN

VoIPネットワーク

携帯回線網

各分署

L3/SW

L3/SW

L3/SW

指令情報出力装置ネットワークSW

駆付通報装置

署所端末

アンプ
スピーカセレクター

非常用電源設備

無停電電源装置車両

車両運用端末装置
(Ⅲ型)32台

高
速
イ
ー
サ
ー
ネ
ッ
ト
網

携帯回線

NTT回線等

ＮＥＴ１１９

※消防救急デジタル

無線設備使用車外設定端末装置
24台

消防署

大型表示盤ネットワークSW

署所端末

アンプ
スピーカセレクター

指令書
出力プリンタ

指令書出力
プリンタ

情報収集用表示盤
（43型）

順次指令装置

指令情報出力装置

モニタ
ミラーリング装置

1F
車庫ミラーリング

PoEユニット
監視カメラ用

監視カメラ

カラ－プリンタ

指令情報送信装置

映像制御装置

現場映像伝送装置

※ASP

監視カメラシステム

秋田県総合防災情報
受信装置のみ延長

大型表示盤

PoEユニット
監視カメラ用

監視カメラ

高機能消防指令システム構成図

新設

既設

凡例

A3スキャナ

消防ＯＡシステム

情報共有
システム

消防ＯＡ端末

情報共有
システム

外線電話機

車両運用端末装置
(Ⅱ型)2台

（65型）（65型）（65型）

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

内線IP電話機

消防ＯＡ端末

内線IP電話機

ＡＶＭ用

無線ＬＡＮ親機

ＡＶＭ用

無線ＬＡＮ親機

※非常用発動発電機、直流電源装置は

消防救急デジタル無線設備を使用。

消防救急
デジタル無線

VoIPネットワーク含む

外線親子電話機



ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｓ
Ｗ

Ｏ
Ａ
タ
ッ
プ×

２
台

電源系

付属ケーブル

通信系

コ
ン
セ
ン
ト

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
用
Ｐ
ｏ
Ｅ
電
源

指
令
情
報
出
力
装
置

指
令
情
報
出
力
プ
リ
ン
タ

署
所
端
末
装
置

付属ケーブル

付属ケーブル

付属ケーブル

付属ケーブル

付属ケーブル

付属ケーブル

UTP-0.5-4P

UTP-0.5-4P

UTP-0.5-4P

UTP-0.5-4P

UTP-0.5-4P

ス
ピ
ー
カ
ア
ン
プ

各
所
ス
ピ
ー
カ
（
分
署
に
よ
る
）

既設ケーブル+新設ケーブル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｓ
Ｗ

既設光回線

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
親
機

UTP-0.5-4P

分
電
盤

監
視
カ
メ
ラ

Ｐ
ｏ
Ｅ
電
源

監
視
カ
メ
ラ
（
分
署
に
よ
る
）

Ｏ
Ａ
タ
ッ
プ

UTP-0.5-4P

UTP-0.5-4P×必要数

無
停
電
電
源
装
置

付属ケーブル

表
示
盤
端
末

モ
ニ
タ
（
入
力
変
換
装
置
含
む
）

付属ケーブル

付属ケーブル

付属ケーブル

付属ケーブル

付属ケーブル

UTP-0.5-4P

UTP-0.5-4P

付属ケーブル

付属ケーブル

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

A0 - 0 8N o s c a l e

令和７年３月

高機能消防指令システム署所配線系統図

-

消
防
Ｏ
Ａ
端
末
※

付属ケーブル
近接コンセントより

UTP-0.5-4P

新設

既設

凡例

２ 新設スピーカは各署所の機器設置平面図を参照すること。
３ 無線ＬＡＮ装置は署所端末装置の付属品とする。

【特記事項】

１ 署所のスピーカアンプ新設だがスピーカは既設を使用する。

４ 監視カメラの台数は署所により異なる。機器配置図を参照すること。

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

A0 - 0 9N o s c a l e

令和７年３月

構内電話機交換設備 機器構成図

-

Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線

消防本部・消防署

電話交換機

多機能電話機

一般電話機

指令台接続外線

局線・専用線

６分署

親子電話
局線

１ 消防本部・消防署は新設配線とする。配線工事は本工事で行う。なお、新設配線は電話機の付属ケーブルとする。

２ ６分署の配線工事は本工事で行う。なお、新設配線は電話機の付属ケーブルとする。

３ 消防署所に設置する電話設備の台数は設計書を参照すること。

４ 必要回線数については別途協議とする。

５ 交換機と各電話機の設置位置については監督職員ならびに各署所担当者と協議を行い決定すること。

【特記事項】

構内電話機交換設備 機器構成図

構内電話機交換設備（IP電話） 機器構成図

高
速
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ー
サ
網

消防本部・消防署

ネットワークＳＷ
VoIPゲートウェイ

多機能電話機

指令台接続内線 ＯＮＵ

６分署

多機能電話機

ＯＮＵ

保守ＰＣ

ネットワークＳＷ
VoIPゲートウェイ

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



消防救急デジタル無線編

設計図面



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D1 - 0 11：2 0 0

令和７年３月

スカイタワー基地局 １階平面図

スカイタワー基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

休憩室

風除室

EV

ホール

カウンター

食 堂

廊下

検収室 食品庫

トイレ
男子

トイレ
女子

休憩室

270 4,500 4,500 17,460 4,500 4,500 270

トイレ

27
0

6
,0

0
0

4
,
00

0
2
,
00

0
6
,0

0
0

27
0

3
,
00

0

1
8,

0
00

13,770 8,460 13,770

36,000

1
8,

0
00

27
0

27
0

7,760

3
,
00

0
1
5,

7
50

上ﾙ

2,700 1,500 8,460

4
,
20

0
1
,
80

0
9,

7
50

2,0001,600500

1
,
45

0
8
0
0

3,
7
50

９８７１ ２ ３

５

Ｄ

Ａ

Ｂ

９８７１ ２ ３ ５ ６４

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｎ

厨 房

１ 既設局舎は既設流用すること。

２ 1次側電源は既設流用すること。

３ 非常用発動発電機は既設流用すること。

４ 旧エレベータ室・屋上空中線までの配線ルートは既設と同様とする。

５ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

消防無線通信機械室



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D1 - 0 11：2 0 0

令和７年３月

スカイタワー基地局 １階平面図

スカイタワー基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

休憩室

風除室

EV

ホール

カウンター

食 堂

廊下

検収室 食品庫

トイレ
男子

トイレ
女子

休憩室

270 4,500 4,500 17,460 4,500 4,500 270

トイレ

27
0

6
,0

0
0

4
,
00

0
2
,
00

0
6
,0

0
0

27
0

3
,
00

0

1
8,

0
00

13,770 8,460 13,770

36,000

1
8,

0
00

27
0

27
0

7,760

3
,
00

0
1
5,

7
50

上ﾙ

2,700 1,500 8,460

4
,
20

0
1
,
80

0
9,

7
50

2,0001,600500

1
,
45

0
8
0
0

3,
7
50

９８７１ ２ ３

５

Ｄ

Ａ

Ｂ

９８７１ ２ ３ ５ ６４

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｎ

厨 房

１ 既設局舎は既設流用すること。

２ 1次側電源は既設流用すること。

３ 非常用発動発電機は既設流用すること。

４ 旧エレベータ室・屋上空中線までの配線ルートは既設と同様とする。

５ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

消防無線通信機械室



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D1 - 0 21：4 0 0

令和７年３月

スカイタワー基地局 立面図

スカイタワー基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

西面 立面図北面 立面図

反射素子付コーリニアアンテナ
撤去・新設

反射素子付コーリニアアンテナ
撤去・新設

反射素子付コーリニアアンテナ
撤去・新設

反射素子付コーリニアアンテナ
撤去・新設

１ 空中線ポールは既設流用すること。

２ 空中線取付金具は既設同等品を新設すること。

３ 旧エレベータ室から屋上空中線までの配線ルートは既設と同様とする。

４ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D1 - 0 3図示

令和７年３月

断面図・屋上平面図（既設）

スカイタワー基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

１ 空中線ポールは既設流用すること。

２ 空中線取付金具は既設同等品を新設すること。

３ 旧エレベータ室から屋上空中線までの配線ルートは既設と同様とする。

４ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

既設同軸ケーブル
既設配管

反射素子付コーリニアアンテナ
撤去

反射素子付コーリニアアンテナ
撤去

13
,5
00

13,510

既設配線口

1階へ

既設同軸ケーブル×2

30
0

4
,3

0
0

3
,9

8
0

3
,8

2
0

3,
9
87

3,
8
13

3
,9

8
3

3
,8

1
7

3,
9
84

3,
8
21

3
,
97

6
3
,
90

0
4
,0

3
5

3
,8

7
9

4
,5

3
5

3,
6
70

5
9
,8

0
0

3,220 3,000 18,000

6,220 6,000 11,460 270

12,150 4,350

16,500

A0 Ａ Ｂ Ｄ

▼2FL

▼3FL

SD

SD

SD

SD

SD

5
9
,8

0
0

▼最高の高さ

▼ＧＬ▼1FL

基礎（F0）

EV機械室

南－北 断面図 1/400

屋上平面図 1/100

消防無線通信機械室

既設同軸ケーブル
（撤去）

反射素子付コーリニアアンテナ
撤去

反射素子付コーリニアアンテナ
撤去



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D1 - 0 4図示

令和７年３月

断面図・屋上平面図（新設）

スカイタワー基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

１ 基地局無線装置・空中線共用器は旧EV機械室に設置する

２ 旧EV機械室に基地局無線装置・空中線共用器の電源ケーブルを配線すること。

３ 旧EV機械室まで配線ルートは既設同軸ケーブルと同様とする。

４ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

同軸ケーブル
既設配管

反射素子付コーリニアアンテナ
新設

反射素子付コーリニアアンテナ
新設

13
,5
00

13,510

既設配線口

旧EV機械室へ

既設同軸ケーブル×2

30
0

4
,3

0
0

3
,9

8
0

3
,8

2
0

3,
9
87

3,
8
13

3
,9

8
3

3
,8

1
7

3,
9
84

3,
8
21

3
,
97

6
3
,
90

0
4
,0

3
5

3
,8

7
9

4
,5

3
5

3,
6
70

5
9
,8

0
0

3,220 3,000 18,000

6,220 6,000 11,460 270

12,150 4,350

16,500

A0 Ａ Ｂ Ｄ

▼2FL

▼3FL

SD

SD

SD

SD

SD

5
9
,8

0
0

▼最高の高さ

▼ＧＬ▼1FL

基礎（F0）

旧EV機械室

南－北 断面図 1/400

屋上平面図 1/100

消防無線通信機械室

新設電源ケーブル
CV38sq-2C×5

基地局無線装置
空中線共用器
19インチラック

同軸ケーブル×2
10D-FB

新設UTPケーブル

反射素子付コーリニアアンテナ
新設

反射素子付コーリニアアンテナ
新設



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D1 - 0 51：2 0

令和７年３月

消防無線通信機械室 既設機器配置図

スカイタワー基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

１ SPD盤は既設使用すること。

２ 耐雷トランスは既設流用すること。

３ 分電盤からの配線を天井裏への配線は既設空き配管を使用すること。

４ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

１

天王スカイタワー基地局既設設備

１ 直流電源装置（整流器） W600×D600×H1950

２ 直流電源装置（蓄電池） W700×D600×H1950

３ 機器収容ラック W600×D600×H2200

MDF

同軸避雷器×２ W104×D34×H135

有線接続装置

L2-SW

インバータ（1500W） W191×D413×H88

UPS W478×D298×H87

４ 空中線共用装置 W260×D298×H1800

５ 基地局無線装置-基本架 W258×D298×H1798

６ 基地局無線装置-増設架 W258×D298×H1798

２

３

SPD盤
耐雷トランス
既設流用

６５４

分電盤

パワーユニット交換

蓄電池交換

既設流用

既設流用

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

エアコン 撤去

７

７

消防無線通信機械室 既設機器配置図



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D1 - 0 61：2 0

令和７年３月

消防無線通信機械室 機器配置図

スカイタワー基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

１ SPD盤は既設使用すること。

２ 耐雷トランスは既設流用すること。

３ 基地局無線装置とのアプローチ回線の接続については最適な方法を提案すること。

４ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

１

天王スカイタワー基地局既設設備

１ 直流電源装置（整流器） W600×D600×H1950

２ 直流電源装置（蓄電池） W700×D600×H1950

３ 機器収容ラック W600×D600×H2200

MDF

有線接続装置

L2-SW

２

３

SPD盤
耐雷トランス
既設流用

分電盤

パワーユニット交換

蓄電池交換

既設流用

既設流用

新設

新設

エアコン 新設４ ４

消防無線通信機械室 機器配置図



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D1 - 0 7図示

令和７年３月

旧ＥＶ機械室機器配置図

スカイタワー基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

１ 機器は架台を使用し、あと施工アンカーに固定すること。

２ 配線に必要なモール等を設置すること。

３ エココンの配管は屋上向けに設置すること

４ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

旧ＥＶ機械室

3階天井平面図 1/100

踊場

垂直梯子
屋上へ

写真②

写真①

既設ケーブルラック

①

④

②

③
6
0
0

5
0 2
6
02
6
0 2
6
0

1
.
4
3
0

600

300

⑤

①②③④

⑤

770 400 600 50 260 260 260

2,600

1
,
8
0
0

旧ＥＶ機械室立面図 1/30

既設ケーブルラック

あと施工アンカーにて固定あと施工アンカーにて固定

番号
①
②
③
④
⑤

名称
基地局無線装置 基本架
基地局無線装置 増設架
空中線共用器 6ch共用

19インチラック
エアコン（壁付け）

幅(mm）
260
260
260
600
770

奥行(mm）
300
300
300
600
220

高さ（mm）
1800
1800
1800
1800
300

重量（kg）
75
90
75
120
7.5

新設無線設備諸元表（参考）

モール（壁付）弱電用
L＝1500

モール（壁付）電源用

旧ＥＶ機械室 機器配置図
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0

1
,
80

0
2,

00
0

7,
0
00

3
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00
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,
50
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3,
0
00

2,500

10,400 1,600 3,000

Ａ ＣＢ Ｄ Ｅ Ｆ

１

２

2’

３

４

５

６

７

８

９

洗面室

ﾎﾞｲﾗｰ室浴室

脱衣室

ＷＣ

書庫

事務室

風除室

倉庫

ポーチ

UP

廊 下

食堂・待機室

勝手口

更衣室

仮眠室

押入

UP

上部タナ

油庫
9,000

平面図 S=1:100

車 庫

北分署基地局既設設備

１ 直流電源装置（整流器） W600×D600×H1950

２ 直流電源装置（蓄電池） W700×D600×H1950

３ 分電盤 W600×D600×H2200

MDF

同軸避雷器×２ W104×D34×H135

有線接続装置

L2-SW

UPS W478×D298×H87

６ 空中線共用装置 W260×D298×H1800

７ 基地局無線装置-基本架 W258×D298×H1798

８ 基地局無線装置-増設架 W258×D298×H1798

パワーユニット交換

蓄電池交換

既設流用

既設流用

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

エアコン 撤去９

４

５

⑤

④

①②

③ ⑥

⑦

⑧

⑨

１ ケーブルラックは既設流用すること。

２ 1次側電源は既設流用すること。

３ 分電盤は既設流用すること。

４ 訓練棟までの配線ルートは既設と同様とする。

５ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D2 - 0 11：1 0 0

令和７年３月

１階平面図（既設）

北分署基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



1
2,

0
00

事務室
書庫
基地局設備

同軸避雷器×2
同軸ケーブル
10 D - 2 V×2

① ①

空中線指向性 方角

3素子八木型 Ｎ－３０５°

訓練塔断面図 S=1/100

2素子八木型 Ｎ－６０°

3素子八木型 Ｎ－３０５°

2素子八木型 Ｎ－６０°

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D2 - 0 21：1 0 0

令和７年３月

断面図（既設）

北分署基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

北分署基地局既設設備

空中線

2素子八木型

3素子八木型

撤去

撤去

撤去

１

１ 空中線ポールは既設流用とすること。

２ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

2基

2基
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0

1
,
80
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00
0

7,
0
00

3
,
00

0

12
,
50

0

3,
0
00

2,500

10,400 1,600 3,000

Ａ ＣＢ Ｄ Ｅ Ｆ

１

２

2’

３

４

５

６

７

８

９

洗面室

ﾎﾞｲﾗｰ室浴室

脱衣室

ＷＣ

書庫

事務室

風除室

倉庫

ポーチ

UP

廊 下

食堂・待機室

勝手口

更衣室

仮眠室

押入

UP

上部タナ

油庫
9,000

平面図 S=1:100

車 庫

北分署基地局新設設備

１ 直流電源装置（整流器） W600×D600×H1950

２ 直流電源装置（蓄電池） W700×D600×H1950

３ 分電盤 W600×D600×H2200

MDF

同軸避雷器×２ W104×D34×H135

有線接続装置

L2-SW

UPS W478×D298×H87

６ 空中線共用装置 W260×D298×H1800

７ 基地局無線装置-基本架 W258×D298×H1798

８ 基地局無線装置-増設架 W258×D298×H1798

パワーユニット交換

蓄電池交換

既設流用

既設流用

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

エアコン 新設９

４

５

⑤

④

①②

③ ⑥

⑦

⑧

⑨

１ ケーブルラックは既設流用すること。

２ 1次側電源は既設流用すること。

３ 分電盤は既設流用すること。

４ 訓練棟までの配線ルートは既設と同様とする。

５ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

非常用発動発電機 新設10 W900×D680×H2066

⑩

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D2 - 0 31：1 0 0

令和７年３月

１階平面図（新設）

北分署基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



1
2,

0
00

事務室
書庫
基地局設備

同軸避雷器×2
同軸ケーブル
10 D - F B×2

① ①

空中線指向性 方角

3素子八木型 Ｎ－３０５°

訓練塔断面図 S=1/100

2素子八木型 Ｎ－６０°

3素子八木型 Ｎ－３０５°

2素子八木型 Ｎ－６０°

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D2 - 0 41：1 0 0

令和７年３月

断面図（新設）

北分署基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

北分署基地局既設設備

空中線

2素子八木型

3素子八木型

新設

新設

１

１ 空中線ポールは既設流用とすること。

２ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

2基

2基



平面図 S=1:100
1,

70
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,
80

0
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0
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7,
0
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3,
00
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,
50

0

3
,0

00

2,500

洗面室

ﾎﾞｲﾗｰ室浴室

脱衣室

ＷＣ

書庫

事務室

風除室

倉庫

ポーチ

UP

廊 下

・待機室

油庫
9,000

1
,0

10D-FB×2
UTPケーブル×4

UTPケーブル×４
ネットワーク装置へ

10D-FB×2

10D-FB×2
空中線へ

新規貫通孔φ50

CV22sq-2C×2

P.BOX 200×200×200

北分署基地局新設設備

１ 直流電源装置（整流器） W600×D600×H1950

２ 直流電源装置（蓄電池） W700×D600×H1950

３ 分電盤 W600×D600×H2200

MDF

同軸避雷器×２ W104×D34×H135

有線接続装置

L2-SW

UPS W478×D298×H87

６ 空中線共用装置 W260×D298×H1800

７ 基地局無線装置-基本架 W258×D298×H1798

８ 基地局無線装置-増設架 W258×D298×H1798

パワーユニット交換

蓄電池交換

既設流用

既設流用

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

エアコン 新設９

４

５

非常用発動発電機 新設10 W900×D680×H2066

⑤

④

①②

③ ⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

１ ケーブルラックは既設流用すること。

２ 訓練棟までの配線ルートは既設と同様とする。

７ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

３ 訓練棟の配管は既設流用とすること。

４ 非常用発動発電機からの屋内への配線にはG管を使用すること。

５ 既設分電盤内のA・B端子台を使用し非常用発動発電機と接続させること。

６ 既設分電盤内に接続されている可搬型発電機用ケーブルは撤去すること。

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D2 - 0 51：1 0 0

令和７年３月

配線図（新設）

北分署基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D3 - 0 11：5 0

令和７年３月

平面図（既設）

消防本部基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

平面図 S=1/50
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既存柱

耐雷Ｔｒ

発電装置

Ｗh

光ケーブル（CC - E B 1 G - 0 4 - L A P）

消防本部へ

局 舎

Ｄ

ＰＢ

ＰＢ

Ａ種

1,
0
00

2,
0
00

2
,0

0
0

10D-2V 撤去
CC-EB1G-04-LAP（消防本部-基地局間）撤去
350E-LAP-FR（BWA無線）撤去
※FEP埋設配管内

10D-2V
※FEP埋設配管内

２素子八木型アンテナ
撤去

２素子八木型アンテナ
撤去

ＢＷＡ無線アンテナ
撤去

既設パンザマスト

既設パンザマスト

１ 既設配管は既設流用すること。

２ 光ケーブルの撤去はJR東日本と協議を実施し、撤去すること。

【特記事項】



パワーユニット交換

蓄電池交換

既設流用

既設流用

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D3 - 0 21：2 0

令和７年３月

局舎内既設機器配置図

消防本部基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

④ ③ ②
①

⑤ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥
分電盤

5 600 595 900 600 160.8

8
0

6
00

8
01

.
8

2
9
9

8
0

300 260 258 258 258 258

W258ｘD298ｘH1798

W258ｘD298ｘH1798

W258ｘD298ｘH1798

W258ｘD298ｘH1798

W260ｘD298ｘH1800

W428ｘD414ｘH87

W191ｘD413ｘH88

W600ｘD600ｘH1950

W104ｘD34ｘH135

W600ｘD600ｘH2200

W900ｘD600ｘH1950

⑨

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

消防本部中継塔

直流電源装置（整流器）

基地局無線装置-基本架4

基地局無線装置-基本架3

基地局無線装置-基本架2

基地局無線装置-基本架1

空中線共用装置

UPS

インバーター（1500Ｗ）

Ｌ２ＳＷ*2

有線接続装置×2

ＢＷＡ装置（電源）

同軸避雷器×2

収納ラック

ＭＤＦ

直流電源装置（蓄電池）

局舎内既設機器配置図 S=1/20

排気口

排気口

⑩ エアコン

⑩

１ ケーブルラックは既設流用すること。

２ 分電盤は既設流用すること。

４ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

３ 機器の既設ケーブルは撤去すること。再利用可能な場合は発注者と協議をすること。



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D3 - 0 31：5 0

令和７年３月

平面図（新設）

消防本部基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

平面図 S=1/50
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局 舎
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ＰＢ

Ａ種

1,
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2
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0
0

10D-FB 新設
350E-LAP-FR（BWA無線）新設
※FEP埋設配管内

10D-FB
※FEP埋設配管内

２素子八木型アンテナ
新設

２素子八木型アンテナ
新設

ＢＷＡ無線アンテナ
新設

既設パンザマスト

既設パンザマスト

１ 既設配管を使用して配線すること。

２ 新設する光回線（民間）ケーブルの配線はサービス提供業者と協議を実施すること。

【特記事項】



パワーユニット交換

蓄電池交換

既設流用

既設流用

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D3 - 0 41：2 0

令和７年３月

局舎内新設機器配置図

消防本部基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

④ ③ ②
①

⑤ ⑦ ⑥
分電盤

5 600 595 900 600 160.8

8
0

6
00

8
01

.
8

2
9
9

8
0

300 260 258 258

W258ｘD298ｘH1798

W258ｘD298ｘH1798

W260ｘD298ｘH1800

W428ｘD414ｘH87

W191ｘD413ｘH88

W600ｘD600ｘH1950

W104ｘD34ｘH135

W600ｘD600ｘH2200

W900ｘD600ｘH1950

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

消防本部中継塔

直流電源装置（整流器）

基地局無線装置-増設架

基地局無線装置-基本架

空中線共用装置

UPS

インバーター（1500Ｗ）

Ｌ２ＳＷ*2

有線接続装置×2

ＢＷＡ装置（電源）

同軸避雷器×2

収納ラック

ＭＤＦ

直流電源装置（蓄電池）

局舎内新設機器配置図 S=1/20

排気口

排気口
エアコン

⑧

１ ケーブルラックは既設流用すること。

２ 分電盤は既設流用すること。

４ 運用切替時は出来るだけ停波を短時間で行う計画を立案すること。

【特記事項】

３ 機器のケーブルは新設すること。再利用する場合は発注者と協議をすること。



２素子八木型アンテナ
新設

２素子八木型アンテナ
新設

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D3 - 0 51：2 0

令和７年３月

立面図（新設）

消防本部基地局

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

ＢＷＡ無線アンテナ

（５ＧＨz帯）

引込柱

既存柱

局舎

耐雷Ｔｒ

発電機

既設パンザマスト
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立面図 S=1/200
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既設パンザマスト

１ 既設配管を使用して配線すること。

２ 新設する光回線（民間）ケーブルの配線はサービス提供業者と協議を実施すること。

【特記事項】
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スリーブアンテナ×２
同軸ケーブル×２
撤去

既設発電設備
撤去

P.BOX
既設流用

電線管
既設流用ケーブルラック

既設流用

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D4 - 0 11：2 0 0

令和７年３月

屋上既設機器配置図

消防本部

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

１ 既設発電設備は架台も含めて撤去すること。

２ 既設発電設備撤去は防水処理施工を実施すること。

３ 空中線と同軸ケーブルは撤去すること。

４ 既設電線は撤去すること。

５ P.BOXと一部電線管は既設流用すること。

【特記事項】

６ 通信機械室へのケーブルラックは既設流用すること。
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既設流用
電線管
既設流用ケーブルラック

既設流用

P.BOX □600
新設流用

電線管G70
新設

電線管G70
新設

【発電設備】
①非常用発動発電機
②油庫
③変圧トランス
④鉄骨架台

①

②

③

④

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D4 - 0 21：2 0 0

令和７年３月

屋上新設機器配置図

消防本部

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

１ 新設発電設備は架台も含めて設置すること。

２ 新設発電設備は防水処理施工も実施すること。

３ 電線管の敷設にはコンクリートブロックを使用すること。

４ 新設電線は既設と同等すること。

５ P.BOXと一部電線管は既設流用すること。

【特記事項】

６ 通信機械室へのケーブルラックは既設流用すること。

７ 新設発電設備の設置に伴い、屋上の強度検討を実施すること。



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D4 - 0 31：6 0

令和７年３月

発電設備鉄骨架台参考図

消防本部

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

１ 新設発電設備は参考図である。

２ 指令システムメーカーの機器消費電力から発電機出力を算出し、発電機を選定すること。

３ 油庫は発電機が72時間以上稼働可能な容量を選定すること。

【特記事項】

４ 新設発電設備の設置に伴い、屋上の強度検討を実施すること。
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施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D5 - 0 11：1 0 0

令和７年３月

機器配置図

北分署
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脱衣室

ＷＣ

デジタル無線機械室

事務室

風除室

倉庫

ポーチ

UP

廊 下

食堂・待機室

勝手口

更衣室

仮眠室

押入

UP

上部タナ

油庫
9,000

平面図 S=1:100

車 庫

撤去：卓上型半固定無線装置×２台
新設：卓上型半固定無線装置×１台

【特記事項】

１.配管・同軸ケーブル配線は既設流用すること。
２.空中線２本は既設撤去し、取付金具も含めて新設すること。
３.２本ある空中線の1本は無線受令機に接続させること。
４.同軸避雷器２台は既設撤去し、新設すること。

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事
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撤去：卓上型半固定無線装置×２台
新設：卓上型半固定無線装置×１台

撤去：空中線
新設：空中線

撤去：空中線
新設：空中線

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D6 - 0 11：1 5 0

令和７年３月

機器配置図

東分署

1階平面図 S=1:150

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

【特記事項】

１.配管・同軸ケーブル配線は既設流用すること。
２.空中線２本は既設撤去し、取付金具も含めて新設すること。
３.２本ある空中線の1本は無線受令機に接続させること。
４.同軸避雷器２台は既設撤去し、新設すること。



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D7 - 0 11：1 0 0

令和７年３月

機器配置図
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撤去：空中線
新設：空中線

撤去：空中線
新設：空中線

撤去：卓上型半固定無線装置×２台
新設：卓上型半固定無線装置×１台

①

【特記事項】

１.配管・同軸ケーブル配線は既設流用すること。
２.空中線２本は既設撤去し、取付金具も含めて新設すること。
３.２本ある空中線の1本は無線受令機に接続させること。
４.同軸避雷器２台は既設撤去し、新設すること。

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



（54.12㎡）

会議室

物入

物入

6,500 100

8,300

8
,2

0
0

X0 X1

Y0

Y1

２階平面図 S=1:100

D N

5
,4

0
0

1,
40

0
1,

4
00

1,700

事務室
物入 （52.45㎡）

2,700100 5,300

X1

１階平面図 S=1:100

U P

X0

ｴ ﾝ ﾄ ﾗ ﾝ ｽ ﾎ ｰ ﾙ

廊下

X2

1
00

1
00

3,
90

0
4,

00
0

Y1

ＳＳＳＳ

Y0

8,000

19,600

11,500 100

7
,9

00

8
,2

0
0

1,
80

0
2,

90
0

Y2

4,
8
00

湯沸室

8,100100

脱衣室

便所

2,000 1,350 1,850 3,000

浴室

12
,9

00

19,800

11,600

10011,500

仮眠室

1
2,

7
00

10
0

4,
6
00

車 庫

撤去：卓上型半固定無線装置×２台
新設：卓上型半固定無線装置×１台

撤去：空中線
新設：空中線

撤去：空中線
新設：空中線

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D8 - 0 11：1 0 0

令和７年３月

機器配置図

天王分署

【特記事項】

１.配管・同軸ケーブル配線は既設流用すること。
２.空中線２本は既設撤去し、取付金具も含めて新設すること。
３.２本ある空中線の1本は無線受令機に接続させること。
４.同軸避雷器２台は既設撤去し、新設すること。

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D9 - 0 11：1 0 0

令和７年３月

機器配置図
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撤去：卓上型半固定無線装置×２台
新設：卓上型半固定無線装置×１台

撤去：空中線
新設：空中線

撤去：空中線
新設：空中線

平面図 S=1/100

【特記事項】

１.配管・同軸ケーブル配線は既設流用すること。
２.空中線２本は既設撤去し、取付金具も含めて新設すること。
３.２本ある空中線の1本は無線受令機に接続させること。
４.同軸避雷器２台は既設撤去し、新設すること。

天王南分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名
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男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D1 0 - 0 11：1 0 0

令和７年３月

機器配置図
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仮眠室

撤去：卓上型半固定無線装置×２台
新設：卓上型半固定無線装置×１台

撤去：空中線
新設：空中線

撤去：空中線
新設：空中線

【特記事項】

１.配管・同軸ケーブル配線は既設流用すること。
２.空中線２本は既設撤去し、取付金具も含めて新設すること。
３.２本ある空中線の1本は無線受令機に接続させること。
４.同軸避雷器２台は既設撤去し、新設すること。
５.屋上に設置されているホイップアンテナは既設撤去すること。

大潟分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D1 1 - 0 1N o s c a l e

令和７年３月

車載型無線装置取付参考図(1 )

－

番号

A

B

C

D

E

F

G

H

I

機器名

アンテナ１

アンテナ２

車載無線機

操作部

制御部

同軸ケーブル

制御ケーブル

バッテリー

電源ケーブル

新設機器

指揮車 指令・広報車
消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D1 1 - 0 2N o s c a l e

令和７年３月

車載型無線装置取付参考図(2 )

－

番号

A

B

C

D

E

F

G

H

I

機器名

アンテナ１

アンテナ２

車載無線機

操作部

制御部

同軸ケーブル

制御ケーブル

バッテリー

電源ケーブル

新設機器

タンク・ポンプ・水槽車
消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D1 1 - 0 3N o s c a l e

令和７年３月

車載型無線装置取付参考図(3 )

－

番号

A

B

C

D

E

F

G

H

I

機器名

アンテナ１

アンテナ２

車載無線機

操作部

制御部

同軸ケーブル

制御ケーブル

バッテリー

電源ケーブル

新設機器

救助工作車

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

D1 1 - 0 4N o s c a l e

令和７年３月

車載型無線装置取付参考図(4 )

－

番号

A

B

C

D

E

F

G

H

I

機器名

アンテナ１

アンテナ２

車載無線機

操作部

制御部

同軸ケーブル

制御ケーブル

バッテリー

電源ケーブル

新設機器

救急車

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



高機能消防指令システム編

設計図面



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S1 - 0 1図示

令和７年３月

機器配置図

消防本部増設棟

【特記事項】

１．機器配置位置は参考とする。各指令メーカの最適な機器配置計画を提案
すること。

２．電話交換機ならびに電話機の設置位置は工事の際に別途協議し決定する。
３．通信指令課事務室内の什器レイアウトも別途協議とする。
４．無線回線制御装置は消防救急デジタル無線設備の機器である。

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

渡り廊下

洋式トイレ

手洗い

男子便所

5,
4
00

6
,7

30
2
,
40

0

UP

▲床段差

▼FL±0

▼FL+150

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

7,960

7,
85

0
7
,
85

0
1
,7

30

Ｙ４

8,500

270270 5,580 2,380

Ｘ１ Ｘ２

仮 眠 室

電源室兼書庫

通信機械室

通信指令室

事務室

流
し

台
W
=1

05
0

1,700

男
鹿

市
防

災

表示盤（65インチ）×3面

指令台１ 指令台２
指揮台

拡
張
台

映像制御装置収容架

カラープリンタ

※大型プロッタは表示盤下に設置

O
A
ラ

ッ
ク

（
2
段

）

プリンタ

新設UPS分電盤

▼FL+150

8
0

6
0
0

5
0

PWユニット交換
蓄電池交換

直
流

電
源

装
置

無線分電盤（既設）
上：SPD盤（新設）

大潟村防災

非常指令設備

指令制御装置

増設架

無線回線
制御装置

潟上市防災

19吋ラック

19吋ラック

19吋ラック

UPS
10KVA程度

5
6
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

3
0

1
,
3
0
0

4
7
0

5
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

3
0

7
0
0

800

700

700

ルームエアコン

引き戸上壁面設置

650

男
鹿

市
防

災

通信指令室 機器配置平面図 1/100

通信機械室 機器配置平面図 1/50

既設MDFを使用

既設弱電盤を使用

既設分電盤を使用

1,800 600 1,800 1,200

5,400

1
,
8
0
0

1,000

情報収集用表示盤
（43型）

1
,
2
0
0

MAT

スチールパーテーション

UPS分電盤（新設）



通信機械室

無
線
分
電
盤
（
直
流
）

旧機械室

直
流
電
源
装
置

Ｕ
Ｐ
Ｓ
盤

Ｓ
Ｐ
Ｄ
盤

Ｕ
Ｐ
Ｓ

電
源
切
替
盤

無
線
分
電
盤
（
交
流
）

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S1 - 0 2N o s c a l e

令和７年３月

配線系統図（電源）

消防本部増設棟

Ｓ
Ｐ
Ｄ
盤

（ 凡 例 ）

既設

接続

既設ケーブル

新設／引替ケーブル

新設

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

既設アース線

各AC100V系装置へ

各DC48V系装置へ

VCT22sq

VCT22sq

VCT22sq

VCT22sq

VCT22sq

VCT22sq

VCT22sq

【特記】

１．配線は原則分電盤内ならびにフリーアクセスフロア内で行うこと。
２．立ち上がり等でモール等の配線材が必要な場合は受注者負担で設置すること。
３．図中の配線種別は参考し、最適な配線を選定すること。



通信指令室

2台

指
令
台

１
～
２

指
揮
台

映
像
制
御
装
置

車
両
運
用
表
示
盤

支
援
情
報
表
示
盤

情
報
収
集
用
表
示
盤

長
時
間
録
音
装
置

Ｅ
メ
ー
ル
指
令
装
置

指
令
系
サ
ー
バ
ラ
ッ
ク

１
～
２

指
令
制
御
装
置

非
常
用
指
令
制
御
装
置

通信機械室

2台

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
１
１
９

デ
ー
タ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
Ｐ
Ｃ

表
示
盤
用
端
末

警
報
盤

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ×２

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ×３

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ×３

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

指
令
系
機
器
収
容
架

Ｍ
Ｄ
Ｆ
（
既
設
）

付属ケーブル

付属ケーブル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
装
置

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
装
置

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

気
象
観
測
装
置

屋上

付属ケーブル

ＣＶＶ-Ｓ １．２５ｓｑ－４Ｃ×３

ＣＶＶ-Ｓ １．２５ｓｑ－６Ｃ×３

多
目
的
情
報
表
示
盤

ＵＴＰ－０．５－４Ｐ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S1 - 0 3N o s c a l e

令和７年３月

配線系統図（通信）

消防本部増設棟

旧機械室

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

【特記】

１．配線は天井内、機器内、ラック内ならびにフリーアクセスフロア内で行うこと。
２．立ち上がり等でモール等の配線材が必要な場合は受注者負担で設置すること。
３．図中の配線種別は参考し、最適な配線を選定すること。



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S1 - 0 4N o S c a l e

令和７年３月

無線分電盤改造図

消防本部増設棟

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

無線分電盤（改造前）

2P 50AF/20AT

2P 50AF/20AT

サーバラック１

予備

2P 50AF/20AT

2P 50AF/20AT

No.1

No.3

防災潟上工法No.2

No.4 予備

2P 100AF/100AT

MCCB

ケーブル：既設ケーブル EM-CE38sq-2C

入力： 電源切替盤 ③無線分電盤（交流）より

2P2E 50AF/20AT

2P2E 50AF/20AT

無線回線制御装置0系

予備

2P2E 50AF/20AT

2P2E 50AF/20AT

No.1

No.3

無線回線制御装置1系No.2

No.4 予備

2P 100AF/100AT

MCCB

2P2E 50AF/20AT

予備

2P2E 50AF/20AT

No.5 No.6 予備

ブランクカバー ブランクカバー

無線分電盤（改造後）

2P 50AF/20AT

2P 50AF/20AT

サーバラック１

予備

2P 50AF/20AT

2P 50AF/20AT

No.1

No.3

防災潟上工法No.2

No.4 予備

2P 100AF/100AT

MCCB

2P2E 50AF/20AT

2P2E 50AF/20AT

無線回線制御装置（既設）0系

指令制御装置

2P2E 50AF/20AT

2P2E 50AF/20AT

No.1

No.3

無線回線制御装置（既設）1系No.2

No.4 非常用指令設備

2P 100AF/100AT

MCCB

2P2E 50AF/20AT

指令台１

2P2E 50AF/20AT

No.5 No.6 指令台２

ＵＰＳ分電盤へ配線 ＥＭ－ＣＥ38sq-2C

（既設指令システム停止後予備）

ケーブル：既設ケーブル EM-CE38sq-2C

入力： 電源切替盤 ③無線分電盤（交流）より

交流分電盤

直流分電盤

交流分電盤

直流分電盤

No.7 No.8

2P2E 50AF/20AT

指揮台

2P2E 50AF/20AT

無線回線制御装置（新設）0系

No.9 No.10

2P2E 50AF/20AT

無線回線制御装置（新設）1系

2P2E 50AF/20AT

予備

（既設デジタル無線停止後予備） （既設デジタル無線停止後予備）

※NO.7～10はブレーカ新設

【特記】
1.既設分電盤に新設ケーブル配線用の配線口を加工すること。
2.中蓋に新設ブレーカ用の開口部を加工すること。
3.改造する際の手順は発注者と協議し、承認を得て作業すること。



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S1 - 0 5N o S c a l e

令和７年３月

UP S分電盤図

消防本部増設棟

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

UPS分電盤

2P50AF/20AT

2P50AF/20AT
MCCB1

MCCB3
2P50AF/20AT

2P50AF/20AT
No.1

No.3

No.2 MCCB2

No.4 MCCB4

2P100AF/100AT
MCCB

ｹｰﾌﾞﾙ：EM-CE38sq-2C

入力：単相2線100V

No.5 No.6 MCCB6
2P50AF/20AT

MCCB5
2P50AF/20AT

2P50AF/20AT

MCCB7

2P50AF/20AT

No.7 No.8 MCCB8

2P50AF/20AT
MCCB9

2P50AF/20AT
No.9 No.10 MCCB10

2P50AF/20AT

MCCB11

2P50AF/20AT

No.11 No.12 MCCB12

2P50AF/20AT

MCCB13

2P50AF/20AT

No.13 No.14 MCCB14

2P50AF/20AT
MCCB15

2P50AF/20AT
No.15 No.16 MCCB16

2P50AF/20AT

MCCB17

2P50AF/20AT

No.17 No.18 MCCB18

2P50AF/20AT
MCCB19

2P50AF/20AT
No.19 No.20 MCCB20

2P50AF/20AT

MCCB21

2P50AF/20AT

No.21 No.22 MCCB22

ｱｰｽﾊﾞｰ

M6×4

※鋼製壁掛型分電盤
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(B)

洗面所通用口
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ホール

風除室
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仮眠室

中2階位置

ポーチ

廊 下

車 庫

１階平面図 S=1/200

食堂・待機室
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浴室

Ａ階段

仮眠室
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施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S2 - 0 1N o S c a l e

令和７年３月

1階機器配置図

消防本部・消防署

多目的表示盤（50吋）
スタンド取付仕様

OAデスク
W1400

指令出力用プリンタ
第１候補位置

※2階事務室設置の指令出力装置とミラーリング

指令出力用プリンタ
※既設位置

指令出力用プリンタ
第２候補位置

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

監視カメラ×2台
屋外ハウジング一体型

監視カメラ
ドーム型

既設コンクリート柱

監視カメラ
3眼式

SP

新設スピーカ

SP
新設スピーカ

多目的表示盤（43吋）
壁面取付

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

【特記】

１．指令出力用プリンタ設置位置は参考とする。指令システムメーカの最適な配置計画を提案すること。
２．Wi-Fiアクセスポイントの設置位置は参考する。指令システムメーカの最適な配置計画を提案すること。
３．通信指令課事務室内の什器レイアウトも別途協議とする。

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



厚生室 印刷室消防長室・応接室 消防署事務室通信指令課

DN

UP

B階段

湯沸室

ホール

押入踏込

廊下

講堂

DN

吹抜

男子
更衣室

A階段

物入ホール

女子WC

男子WC

書庫

トップライト

屋 上

屋 上

4,000 3,000 12,000 7,500 3,500 4,425

34,425

1,400 1,600

5
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0
0

2
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25
2,

80
0

2,
2
00

7
,5

00

2
0,

0
25

9,500 5,000 4,075 1,950 13,900

34,425

5,400 4,100

２階平面図 S=1/200

１ ２ ３
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４ ５

Ｄ

4
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Ｃ

Ａ

8,500 6,700

渡り廊下

2
,
0
0
0

1
,
7
3
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7
,
8
5
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7
,
8
5
0

上る 上る

Ｘ１ Ｘ２

270 7,960 270

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

1
7
0

消防本部事務室

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S2 - 0 2N o S c a l e

令和７年３月

2階機器配置図

消防本部・消防署

①

※ＯＡラックは新設

新設屋外スピーカ
壁面取付

多目的表示盤（43吋）
壁面取付

多目的表示盤（43吋）
壁面取付

①
署所端末
指令出力装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



UP

UP

倉庫
(B)

洗面所通用口

男子ＷＣ

ホール

風除室

ﾏｯﾄ入

仮眠室

中2階位置

ポーチ

廊 下

車 庫

１階平面図 S=1/200

食堂・待機室

予防課・警防課

倉庫（Ａ）

浴室

Ａ階段

仮眠室

5,500 4,000 1,400600 11,000 2,000

6,150 4,425 13,925

１ ２ ３ ４

UP

機械室

ﾋﾟｯﾄ

倉庫（C）

電気室

油庫

修理車庫

B階段
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,6
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2
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0
00

2
,
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0
1
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52
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2
,
00
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00
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7
,4
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1
0
,0
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2,

00
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4,100
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Ｄ

Ｂ

Ａ

45,000

45,000

5,400

５

15,425 5,075

Ｃ

7
,5

2
5

脱衣室

Ｘ１

8,500

ピロティー

W3.3×L11.0ｍ

既存浄化槽

1
7
,
7
0
0

1
,
7
3
0

2
7
0

7
,
8
5
0

7
,
8
5
0

Ｘ２

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

1
7
0

2 70 7,960 270

既設配線口

既設ケーブルラック

貫通孔φ50

通信機械室へ

既設埋設配管にて
機械室へ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S2 - 0 31：2 0 0

令和７年３月

1階配線図

消防本部・消防署

多目的表示盤（50吋）
スタンド取付仕様

OAデスク
W1400

指令出力用プリンタ
第１候補位置

※2階事務室設置の指令出力装置とミラーリング

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

監視カメラ×2台
屋外ハウジング一体型

監視カメラ
ドーム型

既設コンクリート柱

監視カメラ
3眼式

SP

SP

多目的表示盤（43吋）
壁面取付

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

【特記】

１．指令出力用プリンタへの配線はＵＴＰケーブル。
２．Wi-Fiアクセスポイントへの配線はＵＴＰケーブル。
３．新規スピーカへの配線はVCT1.25sq-2C。
４．多目的表示盤への配線はＵＴＰケーブル
５．監視カメラへの配線はＵＴＰケーブル

６．屋内壁面配線はプラスチックモールを使用すること。
７．屋外壁面配線はＧ管を使用すること。
８．車庫内配線は原則、金属製モールを使用すること。
９．配線ルートは調査を実施し、発注者に承諾を得ること。。
10．配管、モールは配線に最適なサイズを選定し、発注者の承諾を得ること。

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



厚生室 印刷室消防長室・応接室 消防署事務室通信指令課

DN

UP

B階段

湯沸室

ホール

押入踏込

廊下

講堂

DN

吹抜

男子
更衣室

A階段

物入ホール

女子WC

男子WC

書庫

トップライト

屋 上

屋 上
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２階平面図 S=1/200
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４ ５
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25 Ｂ
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8,500 6,700

渡り廊下

2
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,
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7
,
8
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0

上る 上る

Ｘ１ Ｘ２

270 7,960 270

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

1
7
0

消防本部事務室

既設配管×3

通信機械室へ

既設P.BOX
※穴開け加工1か所

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S2 - 0 41 / 2 0 0

令和７年３月

2階配線図

消防本部・消防署

①

※ＯＡラックは新設

新設屋外スピーカ
壁面取付

多目的表示盤（43吋）
壁面取付

多目的表示盤（43吋）
壁面取付

①
署所端末
指令出力装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

【特記】

１．新規スピーカへの配線はVCT1.25sq-2C。
２．多目的表示盤への配線はＵＴＰケーブル
３．署所端末等へ配線はＵＴＰケーブル

５．屋外壁面配線はＧ管を使用すること。
４．屋内壁面配線はプラスチックモールを使用すること。

６．配線ルートは調査を実施し、発注者に承諾を得ること。。
７．配管、モールは配線に最適なサイズを選定し、発注者の承諾を得ること。



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S3 - 0 11：1 0 0

令和７年３月

機器撤去図

北分署
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00
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10,400 1,600 3,000

Ａ ＣＢ Ｄ Ｅ Ｆ

１

２

2’

３

４

５

６

７

８

９

洗面室

ﾎﾞｲﾗｰ室浴室

脱衣室

ＷＣ

デジタル無線機械室

事務室

風除室

倉庫

ポーチ

UP

廊 下

食堂・待機室

勝手口

更衣室

仮眠室

押入

UP

上部タナ

油庫
9,000

平面図 S=1:100

車 庫

署所端末・指令出力装置等

①

①
署所端末
指令出力装置
プリンタ
情報共有装置
ＯＡ端末
ネットワーク装置
ＵＰＳ

監視カメラ

【特記】
1.配管・配線は撤去機器の付属ケーブルとし撤去処分すること。
2.固定金具は撤去機器の付属品として撤去処分すること。
3.撤去機器に付属する配管・配線・固定金具を再利用する場合は

発注者の承諾を得ること。

スピーカアンプ
風向風速計表示部

風向風速計測部
ポール残置

撤去機器

スピーカアンプ
風向風速計表示部
風向風速計計測部

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S3 - 0 21：1 0 0

令和７年３月

機器配置図

北分署

4,700 2,200 1,600 3,500 3,000 2,600 3,400 3,000

24,000

5,
50

0
2
,1

0
0

4
00

8
,5

0
0

1
6,

50
0

1
,0

00
1,

70
0

1
,
80

0
2,

00
0

7,
0
00

3
,
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,
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0

3,
0
00
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10,400 1,600 3,000

Ａ ＣＢ Ｄ Ｅ Ｆ

１

２

2’

３

４

５

６

７

８

９

洗面室

ﾎﾞｲﾗｰ室浴室

脱衣室

ＷＣ

デジタル無線機械室

事務室

風除室

倉庫

ポーチ

UP

廊 下

食堂・待機室

勝手口

更衣室

仮眠室

押入

UP

上部タナ

油庫
9,000

平面図 S=1:100

車 庫

多目的表示盤（50吋）
壁面取付

署所端末・指令出力装置等
※同一場所に設置予定

①

①
署所端末
指令出力装置
プリンタ
情報共有装置
ＯＡ端末
ネットワーク装置
ＵＰＳ

駆込通報装置

監視カメラ
ドーム型

監視カメラ
ドーム型
軒下設置

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
木製棚に固定

外部スピーカ切替ＳＷ

監視カメラ
360度

SP

新設スピーカ

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

新設点検口

凡例

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

スピーカアンプ

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S3 - 0 31：1 0 0

令和７年３月

配線図（１）

北分署

4,700 2,200 1,600 3,500 3,000 2,600 3,400 3,000

24,000

5,
50

0
2
,1

0
0

4
00

8
,5

0
0

1
6,

50
0

1
,0

00
1,

70
0

1
,
80

0
2,

00
0

7,
0
00

3
,
00

0

12
,
50

0

3,
0
00

2,500

10,400 1,600 3,000

Ａ ＣＢ Ｄ Ｅ Ｆ

１

２

2’

３

４

５

６

７

８

９

洗面室

ﾎﾞｲﾗｰ室浴室

脱衣室

ＷＣ

デジタル無線機械室

事務室

風除室

倉庫

ポーチ

UP

廊 下

食堂・待機室

勝手口

更衣室

仮眠室

押入

UP

上部タナ

油庫
9,000

平面図 S=1:100

車 庫

多目的表示盤（50吋）
壁面取付

署所端末・指令出力装置等
※同一場所に設置予定

①

駆込通報装置

監視カメラ
ドーム型

監視カメラ
ドーム型
軒下設置

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
木製棚に固定

外部スピーカ切替ＳＷ

監視カメラ
360度

SP

新設スピーカ

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

新設点検口

凡例

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

【特記】
1.①ならびに駆込通報装置のケーブルは

付属ケーブルとし配線すること。
2.固定金具・天吊器具は機器の付属品と

して支障なく設置すること。
3.表示盤の電源は最寄りコンセントより

給電すること。給電線の延長が必要な
場合は、適切に配線を延長し施工する
こと。

スピーカアンプ

貫通孔φ30

貫通孔φ30

貫通孔φ30

貫通孔φ30

天井裏へ

天井裏へ
UTPケーブル×6

プラスチックモール2号新設
UTPケーブル×2

プラスチックモール2号新設
UTPケーブル

天井ころがし
UTPケーブル×2

天井ころがし
UTPケーブル

天井ころがし
UTPケーブル

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

①
署所端末
指令出力装置
プリンタ
情報共有装置
ＯＡ端末
ネットワーク装置
ＵＰＳ



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S3 - 0 41：1 0 0

令和７年３月

配線図（２）

北分署

4,700 2,200 1,600 3,500 3,000 2,600 3,400 3,000

24,000
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Ａ ＣＢ Ｄ Ｅ Ｆ

１

２

2’

３

４

５

６

７

８

９

洗面室

ﾎﾞｲﾗｰ室浴室

脱衣室

ＷＣ

デジタル無線機械室

事務室

風除室

倉庫

ポーチ

UP

廊 下

食堂・待機室

勝手口

更衣室

仮眠室

押入

UP

上部タナ

油庫
9,000

平面図 S=1:100

車 庫

多目的表示盤（50吋）
壁面取付

①

駆込通報装置

監視カメラ
ドーム型

監視カメラ
ドーム型
軒下設置

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
木製棚に固定

外部スピーカ切替ＳＷ

監視カメラ
360度

SP

新設スピーカ

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

新設点検口

凡例

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

【特記】
1.①ならびに駆込通報装置のケーブルは

付属ケーブルとし配線すること。
2.固定金具・天吊器具は機器の付属品と

して支障なく設置すること。
3.表示盤の電源は最寄りコンセントより

給電すること。給電線の延長が必要な
場合は、適切に配線を延長し施工する
こと。

天井裏へ
HDMIケーブル

表示盤へ
HDMIケーブル

スピーカアンプ

天井裏へ
VCT1.25sq-2C×2

プラスチックモール2号新設
VCT1.25sq-2C

天井ころがし
VCT1.25sq-2C

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

①
署所端末
指令出力装置
プリンタ
情報共有装置
ＯＡ端末
ネットワーク装置
ＵＰＳ
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食堂兼待機室 事務室

風除室

ロビー
職員入口

浴室
脱衣室

車 庫

押入

油庫

物置

1階平面図 S=1:150

①

スピーカアンプ
風向風速計表示部

風向風速計計測部

監視カメラ

①
署所端末
指令出力装置
情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ

【特記】
1.配管・配線は撤去機器の付属ケーブルとし撤去処分すること。
2.固定金具は撤去機器の付属品として撤去処分すること。
3.撤去機器に付属する配管・配線・固定金具を再利用する場合は

発注者の承諾を得ること。

スピーカアンプ
風向風速計表示部
風向風速計計測部

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S4 - 0 11：1 5 0

令和７年３月

機器撤去図

東分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



1階平面図 S=1:150
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職員入口
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車 庫

押入

油庫

物置

ドーム型

①

多目的表示盤（50吋）
壁面取付仕様

駆込通報装置

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

監視カメラ

SP
新設スピーカ

屋外用新設スピーカ

監視カメラ
屋外ハウジング一体型 Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）

壁面取付

スピーカアンプ

新設点検口

凡例

①
署所端末
指令出力装置
情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S4 - 0 21：1 5 0

令和７年３月

機器配置図

東分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



1階平面図 S=1:150
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食堂兼待機室 事務室

風除室

ロビー
職員入口

浴室
脱衣室

車 庫

押入

油庫

物置

ドーム型

天井裏へ
UTPケーブル

P.BOX（樹脂）
110×110×100

天井ころがし
UTPケーブル

天井ころがし
UTPケーブル

プラスチックモール2号新設
UTPケーブル

天井ころがし
UTPケーブル

貫通孔φ50

天井ころがし
UTPケーブル

貫通孔φφ30

プラスチックモール2号新設
UTPケーブルP.BOX（樹脂）

110×110×100

①

多目的表示盤（50吋）
壁面取付仕様

駆込通報装置

監視カメラ

屋外ハウジング一体型

監視カメラ

SP
新設スピーカ

屋外用新設スピーカ

監視カメラ
屋外ハウジング一体型 Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）

壁面取付

スピーカアンプ

新設点検口

凡例

【特記】
1.①ならびに駆込通報装置のケーブルは

付属ケーブルとし配線すること。
2.固定金具・天吊器具は機器の付属品と

して支障なく設置すること。
3.表示盤の電源は最寄りコンセントより

給電すること。給電線の延長が必要な
場合は、適切に配線を延長し施工する
こと。

①
署所端末
指令出力装置
情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S4 - 0 31：1 5 0

令和７年３月

配線図（１）

東分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



1階平面図 S=1:150
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食堂兼待機室 事務室

風除室

ロビー
職員入口

浴室
脱衣室

車 庫

押入

油庫

物置

ドーム型

天井裏へ
VCT1.25sq-2C

①から表示盤へ
ＨＤＭＩケーブル

①

多目的表示盤（50吋）
壁面取付仕様

駆込通報装置

監視カメラ

屋外ハウジング一体型

監視カメラ

SP
新設スピーカ

屋外用新設スピーカ

監視カメラ
屋外ハウジング一体型 Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）

壁面取付

スピーカアンプ

新設点検口

凡例

【特記】
1.①ならびに駆込通報装置のケーブルは

付属ケーブルとし配線すること。
2.固定金具・天吊器具は機器の付属品と

して支障なく設置すること。
3.表示盤の電源は最寄りコンセントより

給電すること。給電線の延長が必要な
場合は、適切に配線を延長し施工する
こと。

①
署所端末
指令出力装置
情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S4 - 0 41：1 5 0

令和７年３月

配線図（２）

東分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事
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監視カメラ

①

①
署所端末
指令出力装置
情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ
スピーカアンプ

指令出力プリンタ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S5 - 0 11：1 0 0

令和７年３月

機器撤去図

若美分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S5 - 0 21：1 0 0

令和７年３月

機器配置図

若美分署

事務室

風除室

物入
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湯沸室

浴室
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２階平面図 S=1:100
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監視カメラ
屋外ハウジング一体型

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

①

指令出力プリンタ

多目的表示盤（43吋）
デスクスタンド仕様
第１候補位置

多目的表示盤（43吋）
壁面取付仕様
第２候補位置

駆込通報装置

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

監視カメラ
ドーム型

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

①
署所端末
指令出力装置
情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ
スピーカアンプ

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S5 - 0 31：1 0 0

令和７年３月

配線図

若美分署

事務室

風除室

物入
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宿直室
湯沸室
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監視カメラ
屋外ハウジング一体型

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

貫通孔φ30

①

指令出力プリンタ

多目的表示盤（43吋）
デスクスタンド仕様

駆込通報装置

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

監視カメラ
ドーム型

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

貫通孔φ30

貫通孔φ30

メタルモールB型新設
UTPケーブル

天井裏へ
UTPケーブル×8

貫通孔φ30 貫通孔φ30

天井ころがし
UTPケーブル

【特記】
1.①ならびに駆込通報装置のケーブルは

付属ケーブルとし配線すること。
2.固定金具・天吊器具は機器の付属品と

して支障なく設置すること。
3.表示盤の電源は最寄りコンセントより

給電すること。給電線の延長が必要な
場合は、適切に配線を延長し施工する
こと。

天井ころがし
UTPケーブル×6

貫通孔φ30

①
署所端末
指令出力装置
情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ
スピーカアンプ

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事
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①
指令出力装置
プリンタ
情報共有装置
ＯＡ端末
ネットワーク装置
ＵＰＳ

②

②
署所端末

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S6 - 0 11：1 0 0

令和７年３月

機器撤去図

天王分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

【特記】
1.配管・配線は撤去機器の付属ケーブルとし撤去処分すること。
2.固定金具は撤去機器の付属品として撤去処分すること。
3.撤去機器に付属する配管・配線・固定金具を再利用する場合は

発注者の承諾を得ること。
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監視カメラ
屋外ハウジング一体型

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

①

多目的表示盤（43吋）
壁面取付

SP

新設スピーカ

駆込通報装置

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

監視カメラ
ドーム型

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

①

指令出力装置
プリンタ
情報共有装置
ＯＡ端末
ネットワーク装置
ＵＰＳ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S6 - 0 21：1 0 0

令和７年３月

機器配置図

天王分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事
署所端末
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VCT1.25sq-2C

UTPケーブル×5
VCT1.25sq-2C

天井ころがし
VCT1.25sq-2C

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

貫通孔φ30

UTPケーブル
VF管+PF管（曲り部）

①

多目的表示盤（43吋）
壁面取付

SP

新設スピーカ

駆込通報装置

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

監視カメラ
360度

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

天井裏へ

貫通孔φ30

貫通孔φ30

貫通孔φ30

メタルモールB型新設

貫通孔φ30

天井ころがし

UTPケーブル

貫通孔φ30

①

指令出力装置
プリンタ
情報共有装置
ＯＡ端末
ネットワーク装置
ＵＰＳ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S6 - 0 31：1 0 0

令和７年３月

配線図

天王分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事
署所端末



車 庫

通 路

処理室

物 置

油 庫
UP

便 所

ホール

玄 関 事務所

廊 下

仮眠室 物入

脱衣・洗濯室ＵＢ

ロッカー室

職員玄関

食堂 兼 待機室

13,000 1,500 4,000 10,001 4,999

33,500

2
,
00

0
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1
00

1
,9

0
0

13,000 1,535 465 3,500 1,310 6,380 1,310 1,000 1,408 2,593

32,500

750 560

2
,0

0
0

14
,
00

0

風除室

ポーチ

3
,
52

7
.5

4
7
2.

5

1,000

物入

ホース

乾燥塔

監視カメラ

平面図 S=1/100

①

①
署所端末
指令出力装置

情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ

新設点検口

凡例
プリンタ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S7 - 0 11：1 0 0

令和７年３月

機器撤去図

天王南分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

【特記】
1.配管・配線は撤去機器の付属ケーブルとし撤去処分すること。
2.固定金具は撤去機器の付属品として撤去処分すること。
3.撤去機器に付属する配管・配線・固定金具を再利用する場合は発注者の承諾を得ること。
4.風向風速計を使用していない場合は、撤去について発注者と協議し、指示に従うこと。 スピーカアンプ



車 庫

通 路

処理室

物 置

油 庫
UP

便 所

ホール

玄 関 事務所

廊 下

仮眠室 物入

脱衣・洗濯室ＵＢ

ロッカー室

職員玄関

食堂 兼 待機室

13,000 1,500 4,000 10,001 4,999

33,500

2
,
00

0
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1
00

1
,9

0
0

13,000 1,535 465 3,500 1,310 6,380 1,310 1,000 1,408 2,593

32,500

750 560

2
,0

0
0

14
,
00

0

風除室

ポーチ

3
,
52

7
.5

4
7
2.

5

1,000

物入

ホース

乾燥塔

平面図 S=1/100

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

①

多目的表示盤（50吋）
壁面取付仕様

駆込通報装置

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

監視カメラ
ドーム型

SP

新設スピーカ

新設スピーカ
屋上既設ポールに設置

新設スピーカ
壁面設置

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

外部スピーカ切替ＳＷ

新設点検口

凡例

①
署所端末
指令出力装置

情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ

プリンタ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S7 - 0 21：1 0 0

令和７年３月

機器配置図

天王南分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

スピーカアンプ



車 庫

通 路

処理室

物 置

油 庫
UP

便 所

ホール

玄 関 事務所

廊 下

仮眠室 物入

脱衣・洗濯室ＵＢ

ロッカー室

職員玄関

食堂 兼 待機室

13,000 1,500 4,000 10,001 4,999

33,500

2
,
00

0
4,

1
00

1
,9

0
0

13,000 1,535 465 3,500 1,310 6,380 1,310 1,000 1,408 2,593

32,500

750 560

2
,0

0
0

14
,
00

0

風除室

ポーチ

3
,
52

7
.5

4
7
2.

5

1,000

物入

ホース

乾燥塔

VCT1.25sq-2C

UTPケーブル
VCT1.25sq-2C

UTPケーブル×2

平面図 S=1/100

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

①

多目的表示盤（50吋）
壁面取付仕様

駆込通報装置

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

監視カメラ
ドーム型

SP

新設スピーカ

新設スピーカ
屋上既設ポールに設置

新設スピーカ
壁面設置

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

外部スピーカ切替ＳＷ

既設配線口

新設点検口

凡例

【特記】
1.①ならびに駆込通報装置のケーブルは

付属ケーブルとし配線すること。
2.固定金具・天吊器具は機器の付属品と

して支障なく設置すること。
3.表示盤の電源は最寄りコンセントより

給電すること。給電線の延長が必要な
場合は、適切に配線を延長し施工する
こと。

天井裏へ
UTPケーブル×4

①
署所端末
指令出力装置

情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ

プリンタ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S7 - 0 31：1 0 0

令和７年３月

配線図（１）

天王南分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

スピーカアンプ



車 庫

通 路

処理室

物 置

油 庫
UP

便 所

ホール

玄 関 事務所

廊 下

仮眠室 物入

脱衣・洗濯室ＵＢ

ロッカー室

職員玄関

食堂 兼 待機室

13,000 1,500 4,000 10,001 4,999

33,500

2
,
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0
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1
00

1
,9

0
0

13,000 1,535 465 3,500 1,310 6,380 1,310 1,000 1,408 2,593

32,500

750 560

2
,0

0
0

14
,
00

0

風除室

ポーチ

3
,
52

7
.5

4
7
2.

5

1,000

物入

ホース
乾燥塔

平面図 S=1/100

①

多目的表示盤（50吋）
壁面取付仕様

駆込通報装置

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

監視カメラ
ドーム型

SP

新設スピーカ

新設スピーカ
屋上既設ポールに設置

新設スピーカ
壁面設置

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

外部スピーカ切替ＳＷ

弱電盤

ホース乾燥塔へ
既設配管

既設弱電盤より

天井ころがし
VCT1.25sq-2C

管内配線
VCT1.25sq-2C

屋上ポールへ

露出配線
VCT1.25sq-2C

既設配線口使用

既設配線口

プラスチックモール2号新設
VCT1.25sq-2C

天井ころがし
VCT1.25sq-2C

新設点検口

凡例

【特記】
1.①ならびに駆込通報装置のケーブルは

付属ケーブルとし配線すること。
2.固定金具・天吊器具は機器の付属品と

して支障なく設置すること。
3.表示盤の電源は最寄りコンセントより

給電すること。給電線の延長が必要な
場合は、適切に配線を延長し施工する
こと。

天井裏へ
VCT1.25sq-2C×2

①
署所端末
指令出力装置

情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ

プリンタ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S7 - 0 41：1 0 0

令和７年３月

配線図（２）

天王南分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

スピーカアンプ
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油 庫

UP

車 庫

処理室

押入

脱衣室浴室

洗面所・ロッカー室
食堂兼待機室

職員入口

物入
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玄関
風除室

トイレ

事務室
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１ ７６５４３２

2,100 11,400 1,200 2,700

13,500

上部物置

DN

訓練兼乾燥塔

物置

吹抜

平面図 S=1:100

１
２ ３

５４ ６

仮眠室

①

①
署所端末
指令出力装置
情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ

プリンタ

監視カメラ

スピーカアンプ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S8 - 0 11：1 0 0

令和７年３月

機器撤去図

大潟分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

【特記】
1.配管・配線は撤去機器の付属ケーブルとし撤去処分すること。
2.固定金具は撤去機器の付属品として撤去処分すること。
3.撤去機器に付属する配管・配線・固定金具を再利用する場合は発注者の承諾を得ること。
4.風向風速計を使用していない場合は、撤去について発注者と協議し、指示に従うこと。
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油 庫

UP

車 庫

処理室

押入

脱衣室浴室

洗面所・ロッカー室
食堂兼待機室

職員入口

物入

ロビー

玄関
風除室
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事務室
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１ ７６５４３２

2,100 11,400 1,200 2,700

13,500

上部物置

DN

訓練兼乾燥塔

物置

吹抜 平面図 S=1:100

１
２ ３

５４ ６

仮眠室

①

駆込通報装置

SP

新設スピーカ

新設スピーカ
壁面設置

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

19インチラック
指令出力プリンタ内部設置

監視カメラ
ドーム型

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

多目的表示盤（50吋）
壁面取付仕様

ラ
ジング一体型

①
署所端末
指令出力装置
情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ
スピーカアンプ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S8 - 0 21：1 0 0

令和７年３月

機器配置図

大潟分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

新設点検口

凡例



UP

油 庫

UP

車 庫

処理室

押入

脱衣室浴室

洗面所・ロッカー室
食堂兼待機室

職員入口

物入

ロビー

玄関
風除室

トイレ

事務室
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廊 下
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Ｅ
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１ ７６５４３２

2,100 11,400 1,200 2,700

13,500

上部物置

DN

訓練兼乾燥塔

物置

吹抜 平面図 S=1:100

１
２ ３

５４ ６

仮眠室

貫通孔φ30

貫通孔φ30

プラスチックモール2号
UTPケーブル×2

プラスチックモール2号
UTPケーブル

天井ころがし
UTPケーブル×3

既設貫通孔使用

天井ころがし
UTPケーブル

天井ころがし
UTPケーブル×2

①

駆込通報装置

SP

新設スピーカ

新設スピーカ
壁面設置

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

19インチラック
指令出力プリンタ内部設置

監視カメラ
ドーム型

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

多目的表示盤（50吋）
壁面取付仕様

ラ
ジング一体型

天井裏へ
UTPケーブル×6

【特記】
1.①ならびに駆込通報装置のケーブルは

付属ケーブルとし配線すること。
2.固定金具・天吊器具は機器の付属品と

して支障なく設置すること。
3.表示盤の電源は最寄りコンセントより

給電すること。給電線の延長が必要な
場合は、適切に配線を延長し施工する
こと。

①
署所端末
指令出力装置
情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ
スピーカアンプ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S8 - 0 31：1 0 0

令和７年３月

配線図（１）

大潟分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

新設点検口

凡例
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車 庫

処理室

押入

脱衣室浴室

洗面所・ロッカー室
食堂兼待機室

職員入口
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Ｄ
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１ ７６５４３２

2,100 11,400 1,200 2,700

13,500

上部物置

DN

訓練兼乾燥塔

物置

吹抜 平面図 S=1:100

１
２ ３

５４ ６

仮眠室

天井ころがし
VCT1.25sq-2C×2

天井ころがし
VCT1.25sq-2C

モール内配線
VCT1.25sq-2C

露出配線
VCT1.25sq-2C

①

駆込通報装置

SP

新設スピーカ

新設スピーカ
壁面設置

監視カメラ
屋外ハウジング一体型

19インチラック
指令出力プリンタ内部設置

監視カメラ
ドーム型

Wi-Fiアクセスポイント（AVM更新用）
壁面取付

多目的表示盤（50吋）
壁面取付仕様

ラ
ジング一体型

【特記】
1.①ならびに駆込通報装置のケーブルは

付属ケーブルとし配線すること。
2.固定金具・天吊器具は機器の付属品と

して支障なく設置すること。
3.表示盤の電源は最寄りコンセントより

給電すること。給電線の延長が必要な
場合は、適切に配線を延長し施工する
こと。

①
署所端末
指令出力装置
情報共有装置
ネットワーク装置
ＵＰＳ
スピーカアンプ

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

男鹿地区消防一部事務組合 消防本部

工事名

S8 - 0 41：1 0 0

令和７年３月

配線図（２）

大潟分署

消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム更新工事

新設点検口

凡例



通信指令室改修編

設計図面





施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

工事名

工事特記仕様書

１．工事場所

２．敷地面積

３．工事種目

４．工事内容

５．工事範囲

６．指定部分

　Ⅰ　工事概要

　Ⅱ　建築改修工事仕様

5

撤去工法

・・アルミニウム製建具

・鋼製建具

建具の種類

・内部

・外部

かぶせ工法

・鋼製軽量建具

・ステンレス製建具

・ 改修工法

・建具表による　

適用箇所

[5.1.3]章

・樹脂製建具 －

新規に建具を設ける場合

　壁部分の開口の開け方　・　　　　※図示

　新規建具周囲の補修工法及び範囲　・　　　　※図示

・ 防火戸 [5.1.4]

・指定する　適用箇所（・建具表による　・　　　　　　）

・指定しない

                    ・納まり等が分かる程度のもの

特殊な建具の仮組    ・行う（建具符号：　　　　　　　）

建具見本の製作      ・行う（建具符号：　　　　　　　）

建具見本の程度      ・工事に使用するものとして、あらか

・ 見本の製作等

・ 防犯建物部品

　　　　　　　　　　・行わない

　　　　　　　　　　・行わない

[5.1.5]

[5.1.7]

・適用する　適用箇所（・建具表による　・　　　　　　）

・適用しない

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・建具表による　

・建具表による　

・建具表による　

・建具表による　

・建具表による　

　　　　　　　　　　　じめ製作する

建具周囲のシーリングは、改修特記仕様書３章　防水改修

工事による

ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

　・連動させる（・建具表による　　・　　　　　　　）

　・連動させない

・ステンレス（SUS316）製

・ガラス繊維入り合成樹脂製

ステンレス（SUS304）線材

※合成樹脂製

・防鳥網

種類

・防虫網

材種 網目

※0.25㎜ 以上

1.5㎜

線径

※16～18 メッシュ

網目寸法　15㎜

     ・C種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

     ・B種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　）　

性能値等

外部に面する建具の種別

・アルミニウム [5.2.2～5][表5.2.2]

断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　）　

耐震ドア　　　　面内変形追随性の等級（・　　　　　）

・
・

性能値等

[5.2.2][5.3.2～5]

　製建具

Ｇ

　　 ・A種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

表面処理

外部に面する建具　　・ＢＢ－１　　・ＢＢ－２

耐風圧性の等級　　（　　　　　　　　　　）

気密性の等級　　　（　　　　　　　　　　）
水密性の等級　　　（　　　　　　　　　　）

枠見込みの寸法　　・建具表による　　

　着色　　・標準色（　　　　）　・特注色（　　　　）

屋内の建具　　　　　・ＢＣ－１　　・ＢＣ－２

　着色　　・標準色（　　　　）　・特注色（　　　　）

ステンレス鋼板　・　

結露水の処理方法　・図示　

水切り板、ぜん板　・図示　

（5.2.3、5.3.3）

断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級Ｇ

耐風圧性の等級　　（　　　　　　　　　　）

気密性の等級　　　（　　　　　　　　　　）
水密性の等級　　　（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　※SUS304、SUS430J1L、又はSUS443J1

・網戸等

・樹脂製建具

建
具
改
修
工
事

性能等級

・ 鋼製建具 [5.2.2][5.4.2～4][表5.4.2]

簡易気密型ドアセット・適用する

　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による ・   ）

　　　　　　　　　　・適用しない

外部に面する建具の耐風圧性　

　　・Ｓ－５（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　　・Ｓ－６（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　　・Ｓ－４（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

・ 鋼製軽量建具 [5.2.2][5.5.2～4]

・ ステンレス製 [5.2.2][5.4.2][5.6.2～5]

性能等級　 建具

外部に面する建具の耐風圧性　

　　・Ｓ－４　　・Ｓ－５　　・Ｓ－６　　

性能等級

簡易気密型ドアセット　　・適用する　　・適用しない

鋼板の種類　・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板

召合せ、縦小口包み板の材質

簡易気密型ドアセット・適用する　・適用しない

　　　　　　・カラー鋼板　　　・ステンレス鋼板

防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　）　

断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　）　

耐震ドア　　　　面内変形追随性の等級（・　　　　　）

Ｇ

鋼板の厚さ　・　　　mm　　※改修標準仕様書表5.4.2による

防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　）　

断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　）　

耐震ドア　　　　面内変形追随性の等級（・　　　　　）

Ｇ

鋼板の厚さ　・　　　mm　　※改修標準仕様書表5.5.1による

　　　・ステンレス鋼板　　・アルミニウム合金の押出形材

　　　※鋼板

ステンレス鋼板　・　　※SUS304、SUS430J1L、又はSUS443J1

ステンレス鋼板　・　　※SUS304、SUS430J1L、又はSUS443J1

防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　　　）　

断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　　　）　

耐震ドア　　　　面内変形追随性の等級（・　　　　　）

Ｇ

[5.7.1～3]

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置

・錠前類

【シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠】

　（品質）

　デッドボルトの出寸法は17㎜以上とする。

　鍵付きのものはマスターキー、グランドマスターキー、コ

　ンストラクションキーなどのキーシステムが構築できるも

　※改修標準仕様書表5.7.1により適用は建具表による。

樹脂製建具用丁番の枚数及び大きさ

　・建具表による　

　のとする。

金属製建具用丁番の枚数及び大きさ

　・建具表による　　※改修標準仕様書表5.7.2による

　・建具表による　　※改修標準仕様書表5.7.3による

金物の種類及び見え掛り部の材質等　

ステンレス鋼板　・　　※SUS304、SUS430J1L、又はSUS443J1

表面仕上げ　・鏡面仕上げ　・　　　　　　　※ＨＬ

ステンレス鋼板の曲げ加工　・角出し曲げ　　※普通曲げ

1

章

項　　目 特　　記　　事　　項章

一
般
共
通
事
項

・ 適用基準・ 適用基準 １）図面、本特記仕様書、標準仕様書及び改修標準仕様書に

　記載のない事項は次の基準による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

２）本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を指

  す。

（１）　図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、

よる。

図面、本特記仕様書及び改修標準仕様書に記載されていない事項は、

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び

機械設備工事はそれぞれの工事特記仕様書を適用する。なお、電気設備工事の

（３）本特記仕様書の表記

　 １）項目は、・印の付いたものを適用する。

　 ２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　 ・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　 ・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　 ５）　印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」Ｇ

　 ４）特記事項に記載の（　． ． ）内表示番号は、標準仕様書の当該項 目、

　 ３）特記事項に記載の［  .  .  ］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項

目、当該図又は当該表を示す。

当該図又は当該表を示す。

を満たすものを示す。

定調定調達品目「公共工事」におていは表１中の品目ごとの判断基準）

基本方針（平成31年2月8日変更閣議決定）」における判断の基準（特

（平成12年法律第100号）に基づく「環境物品等の調達の推進に関する

国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

・風圧力

・積雪荷重

・ 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には

次の条件を用いる。

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域

o

　 ゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　 ル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性

　 の他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒ

③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－n－ブチル及びフタ

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、そ

１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、

　要の品質及び性能を有すると共に、次の①から④までを満

　 量」の区分に応じた材料を使用する。

　 及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベン

　 衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド

　 木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩

・ 環境への配慮

２）設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分

② 建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国

 第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の

① 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、

④ 建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国

③ 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種

　 ド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

(1.4.1)［1.4.1］

　において、｢規制対象外｣とは次の①又は②に該当する材料

・ 材料の品質等 (1.4.2)［1.4.2］

５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。

②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得して

③　安定的な供給が可能であること。

⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性

　能の他、通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製

　監督職員に提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監

　督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等

　品を使用するものとし、同等品を使用する場合は監督職員

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法につい

　たすものとする。

　 単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の

　 料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散

　 の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　 材料を使用したものとする。

　を指し、同区分｢第三種｣とは次の③又は④に該当する材料

　指す。

 材料

 土交通大臣の認定を受けた材料

 土交通大臣の認定を受けた材料

 ホルムアルデヒド発散建築材料

　の承諾を受ける。

　ては、材料製造所の指定する工法とする。

　造業者等は、次の①から⑥の事項を満たすものとし、その

　証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を

　いること。

・無収縮ｸﾞﾗｳﾄ材　・乾式保護材

・ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ　・吸水調整材　・錠前類　・クローザ類　

・ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　・可動間仕切　・移動間仕切　・ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

・ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　・屋上緑化用ｼｽﾃﾑ　・ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ　

・既製調合ﾓﾙﾀﾙ(ﾀｲﾙ工事用)　・既製調合目地材　

・防水剤　・現場発泡断熱材(特定のﾌﾛﾝによるものを除く)

・煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材　・天井点検口　・床点検口

・床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ　・鉄骨柱下無収縮ﾓﾙﾀﾙ

・重量ｼｬｯﾀｰ　・軽量ｼｬｯﾀｰ　・ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

・自動扉機構　・自閉式上吊り引戸機構(手動開き式)

・ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・鋳鉄製ふた

　　地表面粗度区分（　Ⅲ　）

表面色　　　　　　・標準色　　・特注色

水切り板、ぜん板　・　　　　　※図示

ガラス　　　　　　・　　　　　※複層ガラス

外部に面する建具の種別

　　 ・A種（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

     ・B種（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

枠見込みの寸法　　・建具表による　　

     ・C種（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

国土交通省大臣官房官庁営繕部

　　　別表（　16　）

　建築改修工事　　一式

　設計図による

－ Ａ－01

建築工事　特記仕様書１

（建築工事編）（最新版）」（以下「改修標準仕様書」という。）に

（最新版）（以下「標準仕様書」という。）による。

工事特記仕様書は（E-1,2）図、機械設備工事の工事特記仕様書は（M-1,2）図に

よる。

　建築工事標準詳細図（最新版）　　　　　　　　　

令和７年度 消防救急デジタル無線
及び高機能消防指令システム更新工事

秋田県男鹿市船川港船川字海岸通り２号１２番地７

2,611.92 m2

　機械設備改修工事　　一式

　（鉄骨造　3階建　延床面積:180.85 ㎡）
内装改修

　　風速（V　=　32　　m/s）

令和７年３月

空気調和設備改修
給排水設備改修

高機能消防指令システム更新工事

男鹿地区消防本部

令和７年度 消防救急デジタル無線及び

男鹿地区消防一部事務組合

・公共建築改修工事標準仕様書（最新版）



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

工事名

章 項　　目 特　　記　　事　　項
・クローザ類

　（品質・性能）

区分

性能試験項目

5以上

効率
閉じ

（％）
ﾓｰﾒﾝﾄ

（N･m)

30以上

②ヒンジクローザ

5以上

効率閉じ

（％）ﾓｰﾒﾝﾄ

（N･m)

30以上

③フロアヒンジ

5以上

効率
閉じ

（％）
ﾓｰﾒﾝﾄ

（N･m)

30以上

①ドアクローザ

番手

１

Grade2閉じ

力及

び効

区分

（注１）

（注２）

30以上 30以上10以上 30以上２ 10以上 10以上

15以上 35以上３ 15以上 35以上 15以上 35以上

25以上 40以上４ 25以上 40以上 25以上 40以上

35以上 45以上５ 35以上 45以上 35以上 45以上

45以上 45以上６ 45以上 45以上 45以上 45以上
閉じ速度（秒） 常温（5～35℃）無風状態において、開扉（70°

）から全閉（0°）までの時間を5～8秒に調整で

バックチェック

緩衝油の流動点は、JIS K 2269（原油及び石油

製品の流動点並びに石油製品曇り点試験方法）

ストップ

率に

よる

ストッ

プ力
60N・m以下

但し、コンシー

ルド型は
100N･m以下 100N･m以下

ストップ

解除力
8N･m以上 3N･m以上 10N･m以上

性能（秒）

（バックチェッ

ク機能を有する

機種のみ適用）

ドア開扉方向に

荷重60N/㎡ を

開扉50°から

バックチェック

開始角度（70～

85°）から更に

20°まで開く間

の時間は0.8秒

ディレードアク

ション性能(秒)

ディレードアク
ション解除角度

（ディレードア

クション機能を

有する機種のみ

開扉90°の位置

からディレード

アクション解除
角度までの時間

が10秒以上確保

でき、また、そ

の時間の調整が

戸の閉鎖位置

（中心吊り込み

両自由のみに適
±3㎜以内

ー

Grade2

繰返し開

閉後の閉

（N･m）

耐久試験後も上

記初期値を満足

していること。

繰返し開

閉後の効

繰返し開閉後の

閉じ速度（秒）
耐久試験後も上記初期値を満足していること。

繰返し開閉後の

バックチェック

繰返し開閉後の

ディレードアク

ション性能　　

繰り返し開閉後

の戸閉鎖位置　 ±6㎜以内

耐久試験後

耐久性の試

Grade2
験回数

（繰り返し
20万回 10万回 30万回

温度依存性（℃）

きること。

により測定し、－15℃以下であること。

入力

200N・m以下

負荷する。

以上としている

こと。

（60～75°）

適用）
可能であるこ

と。

用）

じﾓｰﾒﾝﾄ

率（％）

Grade2

耐久試験後も上

記初期値を満足

していること。

耐久試験後も上

記初期値を満足

していること。

耐久試験後も上

記初期値を満足

していること。

耐久試験後も上

記初期値を満足

していること。

耐久試験後も上

記初期値を満足

していること。

耐久試験後も上

記初期値を満足

していること。

耐久試験後も上

記初期値を満足

していること。

性能（秒）

（秒）　　　　

（㎜）　　　　

　開閉回数）

ー

ーー

ーー

ー ー

ー ー

ーー

　注１．パラレル取付けは、右記の閉じモーメントの70％程

　注２．コンシールド型は右記の閉じモーメントの50％程度

　Grade1を選定する場合は、図示による。

　　　度までとする。

　　　までとする。

レバーハンドルのねじり強度試験（3.5KN・㎝）を行った

ねじり

強度

後、トルクを除いたとき、ハンドルが正常に作動してい

ること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠

ハンドルの引張強度試験（2KN）を行い、荷重を除いたと引張り

強度 き、ハンドルが正常に作動していること。また、施錠時

つ、施解錠操作に支障がないこと。

ハンドルの垂直荷重強度試験（2KN）を行い、荷重を除い垂直荷重

強度 たとき、ハンドルが正常に作動していること。また、施

かつ、施解錠操作に支障がないこと。

状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。

のハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、か

錠時のハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、

　（性能）

【レバーハンドル】

　試験方法は、JIS A 1541-1(建築金物ー錠ー第１部：試験

方法）による。

1)ラッチボルトの側圧強度試験（4KN）を行い、荷重を除

　いたとき、ハンドル操作及びラッチングに支障がない。

2)レバーハンドルのねじり強度試験（3.5KN・㎝）を行っ
　た後、トルクを除いたときハンドルが正常に作動して

　錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障

3)握り玉のねじり強度試験（3KN・㎝）を行った後、トル

　クを除いたとき、握り玉が正常に作動していること。

　持され、かつ、施解錠操作に支障がない。

4)ハンドルの引張強度試験（2KN）を行い、荷重を除いた

　とき、ハンドルが正常に作動していること。また、施

　錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、

5)ハンドルの垂直荷重強度試験（2KN）を行い、荷重を除

　いたとき、ハンドルが正常に作動していること。また、

　れ、かつ、施解錠操作に支障がない。

1)かぎ（鍵）数は、1.5万以上とする。ただし、異なる

　キーウェイ形状であっても、共通のキーセクションが

　ものとする。

2)同一タンブラーの使用数は、60％以下とする。また、

　6本タンブラーにおいては、キーの同一刻みは、最大

　いること。また、施錠時ハンドルが固定される

　がない。

　また、施錠時握り玉が固定される錠は、施錠状態が維

　かつ、施解錠操作に支障がない。

　施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持さ

　存在する場合は、有効かぎ（鍵）違い数とみなさない

　2連続までとしていること。

1)（シリンダ箱錠のみ）ラッチボルトの開閉繰り返し試

　験（40万回）を行った後、ハンドルでの開閉操作力及

　びラッチング力が試験前の2倍未満であり、動作に支

2)キーによるデッドボルトの施解錠繰り返し試験（10万

　回）を行った後、試験前の回転トルクの2倍未満であ

　り、施解錠操作に支障がない。（シリンダ本締り錠の

　み）シリンダ単体の施解錠繰り返しの評価は、シリン

3)キーによる施錠機構の施解錠繰り返し試験（10万回）

　を行った後、試験前の回転トルクの2倍未満であり、

4)キーの抜き差し繰り返し試験（10万回）を行った後、

　キーの抜き差しに要する荷重は10N以下である。

　1箇所1段差浅い刻みをもつ異なるキーではシリンダが

　回転しないこと。（キーに加えるトルクは、150N・㎝

1)デッドボルトの押込み強度試験（10KN）を行った後、

　荷重を除いたときのデッドボルトの出寸法は8㎜以上

2)デッドボルトの側圧強度試験（10KN）を行った際、加

　圧板がデッドボルトを通過しない。

3)デッドボルトの押込み強度（衝撃荷重）試験（58.8J）

　の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態（デッドボルトの

4)デッドボルトの側圧強度（衝撃荷重）試験（58.8J）

　の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態（加圧板がデッド

5)（シリンダ本締り錠はグレード3以上の彫込錠の場合）

　ストライクプレートの厚さ1.5㎜以上のステンレス鋼

　とする。又はストライクの強度と同等以上の強度をも

　障がない。

　ダだけの回転トルクが10N･㎝以下とする。

　施解錠操作に支障がない。

　また、未使用の合鍵でシリンダが回転でき、かつ、

　であること。

　とする）

　突出量が8㎜未満）にならないこと。

　ボルトを通過した状態）にならないこと。

　製とし、トロヨケは厚さ1.6㎜以上の鋼製の一体絞り

　つものとする。

　方法）による。

　試験方法は、JIS A 1541-1(建築金物ー錠ー第１部：試験

使用扉の

質量に対

（シリンダ

する性能

　箱錠のみ）

使用頻度

による

性能

外力に

対する

性能

　（性能）

鍵

初

期

値

耐

久

性

　（試験方法）

　１）性能試験は、JIS A 1510-3（建築用ドア金物の試験方

　　法ー第３部：フロアヒンジ、ドアクローザ及びヒンジク

　２）試験ドアの質量は、1番手は25㎏、2番手は40㎏、3番

　　手は60㎏、4番手は80㎏、5番手は100㎏、6番手は120㎏

　　ローザ）に規定する試験方法による。

　　とする。

マスターキー　  ・製作する         ・製作しない・ 鍵

[5.7.4]

　　　　　　　　・既存のマスターキーに合わせる

・  ガラス

・フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類

　・建具表による

・型板ガラスの厚さによる種類

　・建具表による

・網入り板ガラス及び線入り板ガラスの網又は線の形状、

　板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類

　・建具表による

[3.7][5.13.2～4]

・強化ガラス

・合わせガラス　 

　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びにガラスの合計

　厚さによる種類

　・建具表による

　形状による種類

　・平面合わせガラス　　　・曲面合わせガラス

　落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による

　種類

　・Ⅰ類　　・Ⅱ類－１　　・Ⅱ類ー２　　・Ⅲ類

　形状による種類及び材料板ガラスの種類による名称

　・建具表による

　破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類

　・Ⅰ類　　・Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス

　板ガラスによる種類及び厚さによる種類

　・建具表による

　性能による種類

　・１種　　・２種

・グレイジング

・ガスケット

・シーリング材

建具の種類

アルミニウム製

鋼製及び

・

ガラスの留め材及び溝の大きさ

ステンレス製

・シーリング材

・シーリング材

・熱線反射ガラス

・倍強度ガラス

・複層ガラス

　映像調整　　　・行わない　・行う

・

・

鋼製軽量

  チャンネル形

　材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラス

　・建具表による

　断熱性による区分

　・Ｔ１　 ・Ｔ２　 ・Ｔ３　 ・Ｔ４　 Ｔ５　 ・Ｔ６

　の厚さ

　日射取得性、日射遮蔽性による区分

　・Ｇ　　 ・Ｓ

　乾燥気体の種類

　・空気　　 ・アルゴン

　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

　・建具表による

　日射遮へい性による区分

　・１種　　・２種　　・３種

　耐久性による区分(日射熱遮蔽性による区分が２種の場合)

　・Ａ種　　・Ｂ種

　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

　・建具表による

ガラス溝の大きさ (㎜)

※建具製造所の仕様による

・図示

※建具製造所の仕様による

・図示

※建具製造所の仕様による

・図示

ガラス留め材

その他の性能等
記　号種　類

・日射調整フィルム

内貼り用

Ｇ

　 フィルム
外貼り用

・SC-1 ・SC-2

・低放射フィルム ・LE

・衝撃破壊対応ガラス ・GI-1 ・GI-2
　飛散防止フィルム

・層間変位破壊対応ガラス ・GD-1
　飛散防止フィルム

・ガラス貫通防止フィルム

・ ガラス用

・SF

品質　JIS A 5759による。

－

建築工事　特記仕様書２

Ａ-02

その他の鍵の製作本数　　・　　　※各室３本１組

鍵箱            ・有　　　　 　　　・無

・ 自動ドア開閉

　 装置

・種類・開閉方式　　　（　　　　　　　　　　　　）

・耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・耐久性（サイクル）　（　　　　　　　　　　　　）

・防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

※改修標準仕様書表5.8.1による

性能値

[5.8.2、3]

・引き戸用駆動装置

・温度上昇　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

性能値等　※改修標準仕様書表5.9.1による

・ 自閉式上吊り [5.9.3]

（試験方法）

（１）耐久性（開閉繰り返し）試験

　　閉については外力によらず、試験体の自閉装置及び制御

　装置のみにより戸を開端位置から閉端位置までの作動を確

　　同試験に用いる試験体は片引戸とし、開口内法有効高さ

　　適用戸総質量の区分毎に試験を行う。自閉装置、制御装

　置は10万回以上の時点で1回のみ調整を行えるものとし、

　 引戸装置

　認できる試験を行う。

　2,000㎜、幅は最大寸法とする。

・引き戸用検出装置

・放射無線周波数電磁界耐性（　　　　　　　　　　　）

・耐電圧　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・防錆　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・防滴　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

・電源　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　）

※改修標準仕様書表5.8.3による

戸の開閉方式　　　・建具表による

引き戸検出装置の種類　改修標準仕様書表5.8.4による

・建具表による

凍結防止措置

・適用する　　　・適用しない

・手動閉じ力　　　　（　　　　　　　　　　）

・閉じ速度の調整　　（　　　　　　　　　　）

・制動区間　　　　　（　　　　　　　　　　）

・開閉繰返し　　　　（　　　　　　　　　　）

・耐衝撃性　　　　　（　　　　　　　　　　）

※標準仕様書表5.9.1による

性能値

・手動開き力　　　　（ﾃﾞｭｱﾙｿﾌﾄｸﾛｰｻﾞｰ仕様　）

　また、その他の制御装置についてはメーカーの耐久

　性能試験成績書において2万回以上の耐久性能を確認

　することで、試験に代えることができるものとする。

（２）耐衝撃性試験

（３）気密性能試験

　　JIS A 1516「建具の気密性試験方法」による。

　　落下高さ17㎝にて、ドアの中央部にドアが外れる

　方向に衝撃を与える。耐衝撃性試験に用いる試験体は

　片引戸、開口内法有効寸法は高さ2,000㎜、幅900㎜と

　する。適用戸総質量の区分毎に試験を行う。

※監督職員との協議による

令和７年３月

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事

男鹿地区消防本部

男鹿地区消防一部事務組合



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

工事名
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6

既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリ

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

改修後の床の清掃範囲　　　　・　　　　※図示

合成樹脂塗床材の除去工法 ・機械的除去工法 ・目荒し工法

ビニル床シート等の撤去 

既存天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

   及び下地補修

・ 既存床の撤去

   及び下地補修

・ 既存壁の撤去

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

・ 改修範囲

※壁面より両側 600㎜ 程度とし、既存仕上げに準じた

※改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び

  ・下地モルタルとも　（・図示の範囲　・撤去範囲全て）

[6.2.2]

[6.3.2]

[6.1.3]

壁改修工事による。

・図示　　　※既存のまま

　（塗り厚 25㎜ を超える場合の処置　　※図示）

・ 木下地等の [6.5.1]

適用箇所

機械加工

　　表面仕上げの種別

・ 製材 [6.5.2]

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

樹種
寸法

（㎜）
等級

　・　　※2級

形状 含水率

・Ｂ種 ・　　※Ａ種

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

・

の適用　

間伐材等

章

床の改修範囲

・図示

範囲

　仕上げを行う

・図示

マーセメントモルタル及びエポキシ樹脂モルタルは、４章外

  ※仕上材のみ（接着剤とも）

　 表面仕上げ

Ｇ

　・　　※2級 ・

　・　　※2級 ・

・

 ・Ａ種
 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

手加工

 ・Ｈ－Ａ種
 ・Ｈ－Ｂ種

 ・Ｈ－Ｃ種

施工

箇所

保存

処理

樹種
寸法

（㎜）
等級 形状 含水率

・

の適用　
間伐材等

※上小節

・

・

・

施工

箇所

保存

処理

見え

掛り
面 ※Ａ種

・Ｂ種
・

見え

掛り
面以
外

 ・Ｂ種 ・　 ※Ａ種 

樹種
寸法

（㎜）
等級

　※１等

形状 含水率

・
の適用　
間伐材等

・

施工

箇所

保存

処理
　・

　※１０％以下
　・Ａ種 ・Ｂ種 

・Ｂ種 ・　　※Ａ種

・Ｂ種 ・　　※Ａ種

※上小節
・

※Ａ種

・Ｂ種
・

　※１等

　・

　※１０％以下
　・Ａ種 ・Ｂ種 

内
装
改
修
工
事

・「製材の日本農林規格」以外の製材

箇所
樹種

寸法

（㎜）
材面の品質

（　　　　　）

含水率

　※Ａ種

施工

造作材の場合

(※Ａ種 ・Ｂ種)

　・Ｂ種 

　・

防虫処理

・適用する

・適用しない

の適用　

間伐材等

・

（　　　　　）

造作材の場合

(※Ａ種 ・Ｂ種)

・適用する

・適用しない ・

　※Ａ種

　・Ｂ種 

　・

・ 造作用集成材

ホルムアルデヒド放散量

[6.5.2]

  ・　　　　　　※規制対象外　

Ｇ

野縁等の種類　屋外　・19形　※25形

・ 軽量鉄骨天井 [6.6.2～4]

　　工法　建築基準法に基づき定まる風圧力の

　　　　　（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重

　　野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

　　周辺部の端からの間隔　・図示　

　　野縁の間隔　・図示　

・吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合の補強方法

・天井のふところが1.5m以上3.0mの場合の補強方法

　 　

・天井のふところが3.0mを超える場合

　　補強方法　※図示

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

　　補強箇所　※図示　　補強方法　※図示

・ 軽量鉄骨壁 [6.7.3、4][表6.7.1]

スタッド、ランナーの種類

スタッドの高さが5.0mを超える場合　・　　　　※図示

既存の埋込みインサート　・使用する　・使用しない

　・行わない

　　・　　　　　　　※図示　

　※改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区

目地処理する場合の工法　　・　　　　　※溶接工法

※FS

・無地　・ﾏｰﾌﾞﾙ柄　・柄物

種類の記号

・ ・　　※ 2.0

厚さ（mm）色　柄

・ ビニル床 [6.8.2,3]

備　考

・ ビニル床 [6.8.2]

　 下地

　　　　　　　屋内　・25形　※19形

　　　　　に対応した工法

　　　　・図示　

　・行う（試験箇所数 ・　　　　箇所

　 下地

　 シートＧ

　 タイルＧ

・柄物

・無地

種類の記号

・ＴＴ

厚さ（mm）色　柄 備　考寸法（mm）

・300×300

・ＦＴ

※ＫＴ

 ・2.0

・450×450  ・2.5

・ＦＯＡ

 ・3.0・500×500

・ＦＯＢ

・

　　　　　　　　　　 ※屋内の場合、当該階において3箇所）

　　　　（確認強度 ・　　　　　Ｎ

　　　　　　　　　 ※吊りボルト受け等の間隔が900mm程度

　　　　　　　　　　 以下かつ天井面積構成部材等の単位

　　　　　　　　　　 面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天

　　　　　　　　　　 井の場合は400N程度）

　　※改修標準仕様書6.6.4(8)(ア)(イ)による

　　分に応じた種類

出入口及びこれに準じる開口部の補強

　・　　　　　　　　　　※標準仕様書6.7.4(5)による

あと施工アンカーの確認試験

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

[6.5.5]

防腐・防蟻処理を省略できる樹種による製材

　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

保存処理性能区分適用部材

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

処理の方法適用部材

 ・

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 (1)(b)②ア～エによる

 ※改修標準仕様書6.5.5

薬剤の種類

 ※JIS K 1571に適合

 　又は同等品

　 防蟻処理

・ 防腐

・ 床張り用 [6.5.2]

ホルムアルデヒド放散量

  ・　　　　　　※規制対象外　

　 合板等

・構造用合板

・普通合板

針葉樹

広葉樹・　  ・ 2類

 ※ 1類

板面の品質
樹種名

接着の厚さ 単板の
施工箇所

程度

・

の適用

間伐材等

　※ 2等以上

　・ 1等

　・

  ※ C-D以上

(㎜)

　    ※5.5　 

防虫処理

・ 適用しない

・ 適用する

 ※ C-D以上

 ・

　 以上

・ １級
・・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

（　　　　　）

・・ 特類

※ １類 ※ 12※ ２級

板面の品質
樹種名

接着の
等級

単板の
施工箇所

程度 の適用

間伐材等
強度等級防虫処理

厚さ

(㎜)

・ 特類

※ １類
 ・ ・　 ・ 適用しない

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用する

（　　　　　） ・

Ｇ

Ｇ

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

施工箇所
単板の

樹種名
接着の程度 防虫処理

間伐材等

・

の適用　

Ｇ

厚さ

（㎜）

・ １類　・特類

・パーティクルボード

施工箇所
難燃性に

・　

厚さ

(㎜)

※15

よる区分

耐水性に

よる区分

・

※Ｐ又はＭ

・

※13タイプ

表裏面の状態

等級施工箇所 厚さ(㎜)

・１級 ・２級 ・３級 ・４級

・構造用パネル

Ｇ

・１級 ・２級 ・３級 ・４級

ホルムアルデヒド放散量

  ・　　　　　※規制対象外　

  ・ 図 示 　

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

施工箇所 接着の程度
防虫処理

・適用する

の適用　

Ｇ

化粧板に使用

する単板の樹種名

・ １類　・２類

厚さ

（㎜）

（　　　）

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

施工箇所 接着の程度
化粧加工 防虫処理

の適用　

Ｇ

厚さ

（㎜）

・ １類　・２類

表面性能
の方法

・適用する

（　　　）

Ｇ・ＭＤＦ

施工

箇所

表裏上の

状態による

厚さ

（mm）

区分

・ 接着剤

・ＣＬＴ（直交集成材）

施工
品名

接着性能
（使用環境）

樹種
間伐材等

の適用　箇所

曲げ性能

（強度等級）
種別

寸法

（㎜）

Ｇ

・ 造作用単板

　 積層材 ホルムアルデヒド放散量

[6.5.2]

  ※規制対象外　

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

施工箇所 表面の化粧加工

・有

（加工：・天然木化粧加工

厚さ

(㎜)
防虫処理

・適用する

・適用しない

・無（等級：　　　　　）

　　　　・塗装加工）

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

・

施工箇所 表面の化粧加工

・有

（加工：・天然木化粧加工

防虫処理

・適用する

・適用しない

・無（　　　　　　　　）

　　　　・塗装加工）

含水率

・

※14％以下

Ｇ

間伐材等

・

・有

（加工：・天然木化粧加工・適用する

・適用しない

・無（等級：　　　　　）

　　　　・塗装加工）
・

厚さ

(㎜)

間伐材等

・

・有

（加工：・天然木化粧加工 ・適用する

・適用しない

・無（　　　　　　　　）

　　　　・塗装加工）

・

※14％以下

の適用　

の適用　

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

・

施工箇所 樹種
寸法

化粧薄板：

芯材：

(㎜)

化粧薄板の

厚さ(㎜)

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所 樹種
寸法

（㎜）

見付け材面
の品質

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

寸法

（㎜）
含水率

・

施工箇所

※15％以下

見付け材

面の品質

化粧薄板の

厚さ(㎜)

化粧薄板：

芯材：

樹種

間伐材等

・
化粧薄板：

芯材：

・化粧薄板：

芯材：

含水率

　・　　　　※15％以下

間伐材等

・

・

・

間伐材等

・

・

・

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

の適用　

の適用　

の適用　

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

寸法

（㎜）
含水率施工箇所

見付け材

面の品質

化粧薄板の

厚さ(㎜)

化粧薄板：

芯材：

樹種
間伐材等

・

・化粧薄板：

芯材：

の適用　

　・　　　　※15％以下

　・　　　　※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

・

※15％以下

見付け材面

の品質

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

見付け材面

・２等　※１等

の適用　

間伐材等
施工箇所 樹種

寸法

の品質

化粧薄板：

芯材：

(㎜)

化粧薄板の

厚さ(㎜)

・

化粧薄板：

芯材：
・・２等　※１等

見付け

材面数

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

見付け材面

・２等　※１等

の適用　

間伐材等
施工箇所 樹種 寸法 (㎜)

の品質

・

・・２等　※１等

見付け材面数

接着剤に曲げ強さに

よる区分 よる区分

難燃性

よる区分

・  

[6.5.3、4][6.8.2][6.9.3][6.11.4、5]

接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付され

ていないものとする。

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の

場合の接着剤の種別

間伐材等
の適用　

 曲げ強さ

 による区分 による区分

－

建築工事　特記仕様書３

Ａ-03

電源室兼書庫

令和７年３月

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事

男鹿地区消防本部

男鹿地区消防一部事務組合



下敷き材（グリッパー工法の場合）

　・

　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号 呼び厚さ 8㎜

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

工事名

章 項　　目 特　　記　　事　　項

高さ (㎜)　・75　  ・100　　※60

色柄　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）　

厚さ(㎜)　　・ 3.0　・ 4.5　・ 6.0　・ 9.0

寸法(㎜)　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

[6.8.2]

[6.8.2]

材質の種類　　　 ・軟質　・硬質

・ ビニル幅木

厚さ (㎜)　・　　　※1.5以上

・ 特殊機能床材

　　 種類　　（　　　　　　　　　　　　）

　　 性能　　（　　　　　　　　　　　　）
　　 厚さ　　（　　　　mm）

・ 帯電防止床タイル

　　 種類　　（　　　　　　　　　　　　）

・ 視覚障害者用の床タイル

　　 種類　　（　　　　　　　　　　　　）

　　 形状　　（　　　　　　　　　　　　）
　　 突起の形状、寸法及びその配列はJIS T 9521による

・ 耐動荷重性床シート

　　 種類　　（　　　　　　　　　　　　）

　　 厚さ　　（　　　　mm）

・防滑性床シート

　　 種類　　（　　　　　　　　　　　　）

　　 厚さ　　（　　　　mm）

種類　　　・単層品　　　　　・積層品

・防滑性床タイル

　　 種類　　（　　　　　　　　　　　　）

　　 寸法　厚さ　　（　　　×　　　　　mm）

・ ゴム床タイル

[6.9.2、3][表6.9.1]・ カーペット

・ 4～ 6  

・カット、

・ 5～ 7  ・カットパイル

・ループパイル

・

・全面接着

・グリッパー

備　考工　法
パイル長さ

・タフテッドカーペット

パイルの形状 帯電性

 　敷きＧ

(㎜)

　　ループ併用

　工法

　工法

・適用する

・適用しない

・ カット/ループ併用

織り方 パイル形状

・ カットパイル

・ ループパイル

・織じゅうたん

・ ウィルトンカーペット

・ アキスミンスターカーペット

・ ダブルフェースカーペット

     色柄（・　　　　　　　※模様の無い無地）

     パイル糸の種類等

     　

     　※無地の織じゅうたんの種別

     帯電性　　・適用する　　・適用しない

　織じゅうたんの接合方法

　　　 ・　　　※ヒートボンド工法

　下敷き材　

　  

　 ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号 呼び厚さ 8mm　

     　　　　　　（　・A種　・B種　・C種　）

・ 帯電防止床シート

             　（箇所：　　　　　　　　　）

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　・　　　　　※規制対象外

7
・ 材　料 [7.1.3]

章

ひび割れ

[7.2.1～7]

・行う

部の補修

・行う

・行う

・ 下地調整

新　規

・　　　※ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

塗替え

下地調整

木部

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

モルタル面、

コンクリート面（ＤＰ以外）、

鉄鋼面

下地面の種類

せっこうボード面及び

コンクリート面（ＤＰ）

・図示　・　　　　　※塗替え面積の 30％　

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

下地調整の種別

  ＲＣ種

  ＲＡ種

  ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

　ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

　　－

・行わない

ＡＬＣパネル面 ・行わない

押出成形セメント板面

・行わない

その他ボード面

・　　　※ＲＢ種

・　　　※ＲＢ種

・　　　※ＲＢ種

・　　　※ＲＢ種

・　　　※ＲＢ種

・　　　※ＲＢ種

（鋼製建具等）

プラスター面

　ＲＡ種

　　－

　　－

　　－

　　－

           ※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・行う

・行わない

・ＲＣ種

・ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

既存錆止め塗料の鉛含有調査　　・行う（　　　　　箇所）

　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

防火材料   ・次の箇所を除き防火材料とする

品質・性能項目

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤防水剤の種別
混合割合

曲げ及び圧縮

吸水比

透水比

セメント重量の5％以下

（凝結時間）

　始発：１時間以上

（安定性）

　収縮性、膨張性のひび割れ及びそりの有無につ

　いて確認する。

凝結及び安定性

防水剤を混入したもの、しないものの曲げ強度比

防水剤を混入したもの、しないものの吸水比

防水剤を混入したもの、しないものの透水比

　終結：１０時間以内

強度比 及び圧縮強度比　70％以上

ただし、透水試験における水圧は、3.0×10 Paとし

１時間行う

5

95%以下

80%以下

壁面の仕上げ厚又は塗り厚が25mmを超える場合の下地処理

・

　　　　　　・設けない

　　　　　　　　　　（目地割り　・　　　※２㎡程度）

・防水剤

（品質・性能）

　　　　　　　　　　　形状（・　　　※図示）

　　　　　　・設けない

床目地　　　・設ける（工法：・　　　※押し目地）

　　　　　　　　　　（最大目地間隔　・　　　※３ｍ程度）

（試験方法）JIS A 1404「建築用セメント防水剤の試験方法

　　　　　　」による

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　　　）

・無研磨板

・研磨板

・単板オーバーレイ　・塗装

IB

HB

・単板張り ・無研磨板　・研磨板

・10　・12　・15　・18　

・10（難燃）・12（難燃）

・ハードボード

・化粧

・内装用　・外装用

・2.5　・3.5　・5　・7　

・9　・12　・15　・18

・ハードボード

MDF・ミディアムデンシティ ・3　・7　・9　・12　

JIS K 6903 による・メラミン樹脂化粧板

・ポリエステル樹脂

　ファイバーボード

　パーティクルボード

　パーティクルボード

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

　（素地）

　（化粧）

　ボード

・インシュレーション

　厚さ（・　　　※1.2）

　化粧板

・プラスチックオーバーレイ

（・スタンダード・ テンパード）

（・スタンダード・ テンパード）

接着剤のホルムアルデヒド放散量

遮音シール材

・　　　　　　　※規制対象外

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド

せっこうボード等の下地　　※図示

　・適用しない

　・　　　　　　　※規制対象外

放散量

合板類の張付け　・Ａ種　　　※Ｂ種

[6.12.2]・ 畳敷き

種別　・A種　・B種　・C種　・D種

畳表及び畳床はホルムアルデヒト、アセドアルデヒド及びス

下地の種類

　　・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン　　）

　 　

チレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

　　・標準仕様書　表12.6.1による床組
Ｇ

ものとする。

（・オーバーレイ

・特殊加工化粧合板 特殊加工の方法

表面性能（　　　　　　）タイプ

接着の程度（ ・１類　・２類　）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

Ｇ

　・プリント　・塗装）

・防虫処理

備　考

・

・ 壁紙張り

ホルムアルデヒド放散量　　・　　　　※規制対象外

・ 準不燃 ・ 難燃 ※ 不燃 

防火性能
繊維

施工箇所
紙 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 無機質 その他

壁紙の種類

[6.14.2、3]

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ 準不燃 ・ 難燃 ※ 不燃 

・ 準不燃 ・ 難燃 ※ 不燃 

・ 準不燃 ・ 難燃 ※ 不燃 

・ モルタル塗り

モルタル　　・現場調合材料

せっこうボードの目地工法　・仕上げ表による　

　・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

A級（・天井仕上げ

　　 ・内装仕上げ　・　　　　 ）

　（畳床：・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N　）

・天然木化粧合板Ｇ

・グラスウール24K

・カット、

・カットパイル

※第一種 ※500×500 ※ 6.5

・第二種

・第一種 ・

※500×500 ※ 6.5

・

・第二種

・第一種 ・

※500×500 ※ 6.5

・

　　ループ併用

　　　　　・適用しない

・ニードルパンチカーペット

厚さ (㎜) （　　　　　　）

備　考　　（　　　　　　）

帯電性　  ・適用する

見切り、押え金物　

　種類　（　　　　　　　　　　　　　　）

　形状等　・　　　　　　※図示

模様（・柾目　・板目） 

  ・化粧有（トラバーチン模様）

・12.5（不燃）　・15（不燃）

12.5（不燃）　幅 440㎜ 程度

9.5

  ・化粧無（下地張り用） 

9.5（不燃） 

12.5（・不燃　・準不燃）

・化粧せっこうボード

・シージングせっこう

・強化せっこうボード

・普通合板

・せっこうラスボード

・不燃積層せっこう

GB-F

GB-L

GB-D

GB-NC

GB-S

9.5（準不燃）・化粧せっこうボード GB-D

　（トラバーチン模様）

表面の樹種

　生地、透明塗料塗り

　（・　　　　　※ラワン程度）

　不透明塗料塗り

　（・　　　　　※しな程度）

板面の品質（　　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

[6.13.2、3]

タイプ２（無石綿）

・15　・20　・25　

・12　・15　・18　・21

                  ・6　・8

・ 3 0 　

厚さ (㎜)、規格等

・15　・20　・25　

・けい酸カルシウム板

・普通木毛セメント板

・普通木片セメント板

・硬質木片セメント板

・ せっこう

種　　類
JISの

HF

NW

0.8 FK

1.0 FK

NF

HW

・15　・20　・25　・中質木毛セメント板 MW

・凹凸タイプ

・フラットタイプ

・ロックウール

・グラスウール ・25（ガラスクロス包）　

・ 2 5 　

・ロックウール

GW-B

RW-B

DR

・せっこうボード GB-R

 　ボードその他

 　ボード及び

 　合板張り 記号

　化粧吸音板

　吸音ボード1号

　吸音ボード 32Ｋ

　ボード

　ボード

　（木目）

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ・硬質木毛セメント板

（・12（不燃）・15（不燃）・  ）

（・9（不燃）・12（不燃）・ 　）

専用下地材有り

接着の程度（ ・１類　・２類　）

・防虫処理

・12.5（不燃）・9.5（準不燃）

・厚膜流しのべ工法

・樹脂モルタル工法

[6.10.2、3]

・薄膜流しのべ工法

仕上げの種類

・ 合成樹脂塗床

種　　別

・厚膜型塗床材

・厚膜型塗床材

施工箇所

塗料のホルムアルデヒド放散量　　・　　※規制対象外

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

※平滑仕上げ

　弾性ウレタン

　エポキシ樹脂系

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・薄膜型塗床材

工法

　樹脂系塗床材

　塗床材
※平滑仕上げ

　※ウレタン樹脂ワニス塗り

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

　・生地のままワックス塗り

　・オイルステインの上、ワックス塗り

[6.11.2～6]・ フローリング

・単層フローリング（フローリングボード１等）

接着工法の場合の裏面緩衝材

現場塗装仕上げ

 　張り

　　・　　　　　　※規制対象外　

　　・　　　　　　※合成樹脂発泡シート　

Ｇ

　工法　　・釘留め工法　（・根太張り　　・直張り）

　　　　　・接着工法

　樹種　　・　　　　　　　※なら

　間伐材の適用　　・適用する　　　・適用しない

・単層フローリング（フローリングブロック１等）

　 樹 種 　 　

　間伐材の適用　　・適用する　　　・適用しない

　 厚 さ 　 　

　 大 き さ 　

・複合フローリング

　工法　　・釘留め工法　（・根太張り　　・直張り）

　　　　　・接着工法

　樹種　　・　　　　　　　※なら

　種別　　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

　間伐材の適用　　・適用する　　　・適用しない

塗
装
改
修
工
事

　　　　　　（セメントは改修特記仕様書８－２

　　　　　　　　コンクリート工事による）

　　　　　　・既調合材料（　　　　　　　　　　　）

[6.15.3、5、6]

モルタル・プラスター面の下地調整の種別　・ ※ＲＢ種

コンクリート面の下地調整の種別　　　　　・ ※ＲＢ種

せっこうボード面の下地調整の種別　　　　・ ※ＲＢ種

－

・タイルカーペット

パイルの形状

※ループパイル ・第二種 ・

種 別 寸法(㎜) 施工箇所
総厚さ

備  考

・

(㎜)

帯電防止性能

　階段部分　　・市松敷き　・　　　　　※模様流し

タイルカーペットの敷き方

　平　　場　　・模様流し　・　　　　　※市松敷き

　　 寸法　厚さ（ 500×500      4.0 mm ）
　　 性能　　（　　　　　　　　　　　　）

　材質　（　アルミ製　　　　　　　　　）
化粧板の樹種名（　　　　　　）

接着の程度（ ・１類　・２類　）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

・防虫処理

建築工事　特記仕様書４

Ａ-04

・100　天井（通信指令室）
・50　間仕切り壁（通信指令室）

電源室兼書庫 仮眠室

通信指令室
事務室 通信機械室

改修内壁

令和７年３月

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事

男鹿地区消防本部

男鹿地区消防一部事務組合



追
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施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

工事名

章 項　　目 特　　記　　事　　項

[7.3.2、3]・ 錆止め塗料

錆止め塗料塗りの種別

工程の種別

鉄鋼面 ＥＰ－Ｇ Ａ種 

塗料の種別塗装面

・　　　※Ｃ種

・　　　※Ａ種

・　　　※Ｂ種

新規見え掛り
ＥＰ－Ｇ 塗替え ・　　　※Ｃ種

新規見え隠れ

・　　　※Ａ種

・　　　※Ｂ種

・Ａ種 ※Ｂ種

新規鋼製建具等

亜鉛めっき 塗替え ・Ｂ種 ※Ａ種 ・　　　※Ｃ種

塗替え ・　　　※Ｃ種

・　　　※Ａ種

Ｃ種

・　　　※Ａ種

Ａ種

Ａ種

・Ｂ種 ※Ａ種 

・Ａ種 ※Ｂ種

・Ａ種 ※Ｂ種

新規見え掛り

塗替え

新規見え隠れ

ＥＰ－Ｇ

[7.4.2～7.14.2]・ 塗　装

・Ａ種　※Ｂ種

・　　　※Ｂ種

・　　　※Ｂ種

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

鉄鋼面

木部屋外・合成樹脂調合

・　　　※Ｂ種

・　　　※Ｂ種

・　　　※Ｂ種

・　　　※Ａ種

工　程

塗  替  え
塗装面塗装の種類

新　規

・　　　※Ａ種

木部屋内 ・　　　※Ｂ種 ・　　　※Ｂ種

　（ＳＯＰ）

　　塗料の種類

　　※１種・２種

・クリヤラッカー塗り（ＣＬ） ・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種　※Ｂ種

・フタル酸樹脂エナメル塗り（ＦＥ） －－

 （ＮＡＤ）
・Ａ種　※Ｂ種

・耐候性塗料塗り

　（ＤＰ）

鉄鋼面　

　上塗り等級（　　）級

押出成形セメント板面

・Ａ種　※Ｂ種

・　　 Ａ種

・　　
・Ａ－１種

　 塗り

鋼面

以外

ＥＰ－Ｇ

以外

　ペイント塗り

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

亜鉛めっき面

コンクリート面及び

　上塗り等級（　　）級
・　　 Ａ種

新規鋼製建具等 Ｃ種

・Ｂ－１種

・Ｃ－１種

屋内の鉄鋼面

コンクリート面等・つや有合成樹脂

屋内の木部　エマルションペ
　イント塗り

　（ＥＰ－Ｇ） 屋内の亜鉛めっき鋼面

・Ａ種　・Ｂ種・　　　※Ｂ種

・　　　※Ａ種・　　　※Ｂ種
・Ａ種　・Ｂ種・　　　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種・　　　※Ｂ種

 （ＥＰ）
・Ａ種　・Ｂ種・　　　※Ｂ種

 （ＥＰ－Ｔ）
・Ａ種　・Ｂ種・　　　※Ｂ種

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ） ・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種　※Ｂ種

　塗料（・油性　　・水性）
－－

・木材保護塗料塗り（ＷＰ） ・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種　※Ｂ種

・合成樹脂エマルションペイント塗り

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、

モルタル面、プラスター面、せっこうボード面、その他ボー

　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシ

ド面）の塗替えの場合のしみ止め

　　ーラーとする

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合の

　※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシ

しみ止め

　　ーラーとする

　・

　・

塗付け量

（㎏/㎡）

２種

種類

　　下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）

塗料塗り

工程
塗料その他

・高日射反射率塗料塗り

JIS K 5675

規格番号

屋根用高日射

規格名称

・１級

等級

・２級

・３級

塗料製造所の

仕様による

Ｇ

　　・ＲＡ種　　・ＲＣ種　　※ＲＢ種

反射率塗料

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

9
・ 石綿

   除去工事

[9.1.1、3～5]

施工調査

※石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によ

　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

分析方法

分析対象

  アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、

  クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

章
　 含有建材の

　　って石綿を含有している吹き付け材、成形板、

採取箇所　　　・図示　　　

定量分析方法定性分析方法
材　料　名

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

JIS A 1481-3またはJIS A 1481-1または

・                 

JIS A 1481-2 JIS A 1481-4

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

・石綿粉じん濃度測定

測定時期、場所及び測定点

処理作業中

測定9

測定8

測定7

測定5

処理作業室外

処理作業後

（ｼｰﾄ養生中）

処理作業後ｼｰﾄ

撤去後1週間以降 調査対象室外部の

処理作業室内

処理作業室内

測定箇所数

処理作業前

測定場所

処理作業室内

調査対象室外部の

処理作業室内

測定時期

測定3

（各施工箇所ごと）

・

・

・

・

・

適用
測定

集じん・排気装置

測定4

・ 計　　点

出口吹出し風速

測定方法

・測定４

・測定５

測定方法

自動測定器（リアルタイムファイバー

モニター）等の粉じんを迅速に測定で

[9.1.1]

・

・

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

名称

の排出口（処理作

付近

1m/sec以下の位置

・施工区画周辺

付近

セキュリティ ・ 計　　点

ゾーン入口

業室外の場合）

測定6

・敷地境界

・自動測定器による測定
測定名称

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）

パーティクルカウンター、繊維状粒子

きる機器を用いた測定

・JIS K 3850-1に基づいた測定

メンブレンフィ 試料の吸引流量 試料の吸引時間 

25

測定名称
ルタ直径(㎜)  (L/min) (min)

47

47

5

10

10

30

120

240

・

・

・石綿含有吹付け材の除去

除去工法　　　　・　　　※9.1.3(2)(ｱ)による

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

・石綿含有保温材等の除去

・石綿含有成形板の除去

除去対象範囲　　・図示　

除去対象範囲　　・図示　

　※湿潤化　　・固形化

・埋立処分（管理型最終処分場）

除去した石綿含有吹付け材等の処分

・埋立処分（管理型最終処分場）

除去した石綿含有保温材等の処分

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

除去工法　　　　・破砕して除去　・手ばらし　

除去した石綿含有保温材等の飛散防止

　※湿潤化　　・固形化

石綿含有建材の処理

・分析による石綿含有建材の調査(調査報告書あり)

　 への届出手続

　 等

(1.1.3) [1.1.3]

を用意すること。

工事期限より　　　　　　日前

(1.2.1) [1.2.1]

(1.3.3) [1.3.3]

・ 官公署その他

・ 概成工期

・ 施工条件

・ 電気保安技術

　 者 ・適用する　　※適用しない

　　資機材置場　　　　　　　　　　　　　　　　　※図示

　　建設発生土の仮置場（埋戻し及び盛土用）　　　※図示

　 中止

１）契約書第２１条の規定により工事の一時中止の通知を受

基本計画書の作成

受注者は完了検査（中間検査を含む）時には、特定行政庁

　けた場合は、中止期間中における工事現場の管理に関する

　計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、

　　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、

　承諾を受けるものとする。

　認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開

　に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事

　項を明らかにする。

２）工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工

　事現場を保全すること。

・ 工事の一時

　 等

・発注者に引渡しを要するもの　（・金属類　　・ＰＣＢ含

　有物　　・　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物　　　　　（・廃石綿　　・ＰＣＢ含

　有物　　・　　　　　　　）

・ＰＣＢ含有シーリング材の処理

　１）工事範囲　　　※第一次判定　　・第二次判定　　

　　　　　　　　　　・除去処理工事

　２）第一次判定

　　　　現場においてサンプルを採取し、日本シーリング材

　　　工業会で分析を行うこと。

　　　　　サンプル採取部位　　※外壁目地　　※外部建具

　　　　　周囲目地　　・図示

　　　　　サンプル採取数　　　※部位毎に各１箇所　　

　　　　　・図示

　３）第二次判定

　　　　現場においてサンプルを採取し、専門試験機関で分

　　　析を行うこと。

　　　　　サンプル採取部位　　※外壁目地　　※外部建具

　　　　　周囲目地　　・図示

　　　　　サンプル採取数　　　※部位毎に各１箇所　　

　　　　　・図示

　４）除去処理工事

　　　　除去処理範囲　　※外壁面及び外部建具周囲　　

　　　　・図示

・特定建設資材の分別解体等及び再資源化等

　　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工

　事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等であ

　って、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関

　する法律」（平成１２年５月３１日法第１０４号。以下「

　建設リサイクル法」という。）施行令又は都道府県が条例

　例で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事である

　ため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設

　資材の再資源化等の実施について適切な措置を講ずること

　とする。

・現場において再利用をするもの（　　　　　　　　　　）

・ 発生材の処理

  職員の体制、労務者数、搬入材料及び建設機械器具等の確

(1.3.11) [1.3.12]

（建築主事等）が求める検査に必要な資料等（報告書等）

　　工事用車両の駐車場　　　　　　　　　　　　　※図示

環
境
配
慮
改
修
工
事

・ ガラス改修 [9.4.2、3]

複層ガラス　 工事

材料板ガラスの種類及び厚さの組み合わせ並びに複層ガラス

の厚さ

・建具表による

断熱性による区分

・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６

日射取得性、日射遮蔽性による区分

・Ｇ　　・Ｓ

乾燥気体の種類

・空気　　・アルゴン

上記以外は、改修特記仕様書第５章　建具改修工事による

・ 断熱・防露 [9.5.2～4]

・断熱材打込み工法

・断熱材現場発泡工法

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアル

　　断熱材の種類　・　　　・Ａ種１　・Ａ種１Ｈ　

　　吹き付け厚さ（㎜）　　・２５　・３０　

　　施工箇所　　　・図示　　

・現場発泡断熱材

　方法」による難燃2級表面加熱試験又は難燃3級表面加熱

（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時

下記のいずれかによっていること

発熱性

項目

難燃性

品質・性能

（品質・性能）

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用してい

　る発熱性試験（コーンカロリー試験）に適合しているこ

間は5分として次の（１）～（３）に適合していること。

（１）総発熱量が8MJ/㎡以下であること。

（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこ

（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200KW/㎡を超え

　 改修工事Ｇ

　試験に適合していること

　と。

　　　と。

　　　ないこと。

デヒド放散量

　　※規制対象外　

上記以外は、改修特記仕様書第５章　建具改修工事による

　　断熱材　JIS A 9521に基づくプラスチック断熱材

　　種類　　　　

　　厚さ（mm）　

　　施工場所　　

　　ウレタンフォーム」の6.2.1による。

　JIS A 9526の6.2.5による。

（３）圧縮強さの試験

　３）試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。

　　試験片の作成はJIS A 9526の6.2.3による。

　２）試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。また、

　１）試料の作成は、JIS A9526「建築物断熱用吹付け硬質

（２）発泡品試験

　に規定する6.1による。

　JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」

（１）原液試験（原液粘度試験）

（試験方法）

　　・断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネル

　　厚さ（㎜）　　

　　種類　　　　　

・断熱材後張り工法

（８）発熱性試験

　JIS A 1321に規定する試験方法に準じる。

（７）難燃性の表面加熱試験

　JIS A 9526の6.2.8による。

（６）透湿率試験

　JIS A 9526の6.2.7による。

（５）接着強さ試験

　JIS A 9526の6.2.6による。

（４）熱伝導率試験

除去した石綿含有成形板の処分

　※埋立処分（管理型最終処分場）

・石綿含有せっこうボード

・埋立処分（安定型最終処分場）

・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　・図示　　　　・　　　 

　建築基準法に基づく指定性能評価機関が準不燃材料、

　難燃材料の評価方法に使用している試験方法に準じる。

　　（材質　・　　　　厚さ　　・　　　　mm　　　）

　　断熱材　JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

　　建築材料等の使用の有無について調査する。

　　調査範囲（・団幹部室　　　　・図示　　　　　　　）

測定1

測定2

　・測定４

　・測定５ 

 ・測定 

・

  ・測定 

・

・

・ ・　　　箇所

・　　　箇所
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除去対象範囲　　・図示　　※事前調査の結果による

令和７年３月

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事

男鹿地区消防本部

男鹿地区消防一部事務組合



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

工事名

章 項　　目 特　　記　　事　　項

　機械設備の部

　特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理等

　　・現場において再利用を図るもの（　　　　　　    ）

　  ・発注者に引渡しを要するもの

　　　（・金属類（・機器類　・ダクト　・配管

　　　・その他金属類））

　  ・特別管理産業廃棄物　（・廃石綿　・　　 　　　 ）

　　・再資源化を図るもの（・　　　・　　 　・　　　 ）

　　・下記の石綿含有産業廃棄物は、関係法令に従い適切に

　　　処理を行う。

　　　・保温材（石綿入りけいそう土保温材１号）

　　　・保温外装材（アスベストセメント）

　　　・保温外装材（特殊石綿板）

　　　・配管接合材（石綿ジョイントシート）

　了した年月日、再資源化等をした施設の名称及び所在地、

　　また、分別解体・再資源化の完了時に、再資源化等が完

　とする。　

　予定した条件により難い場合は、監督職員と協議するもの

　　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、

・模様

・

分別解体等の方法

工程 作業内容
手作業 手作業、機械作業併用

分別解体等の方法

・解体

　工事

・造成等の工事

・基礎の工事

・基礎ぐいの工事

・上部構造部分の工事

・外装の工事

・屋根の工事

・建築設備工事

・内装等の工事

・その他（　　　　　）

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・造成等の工事

・基礎の工事

・基礎ぐいの工事

・上部構造部分の工事

・外装の工事

・屋根の工事

・建築設備工事

・内装等の工事

・その他（　　　　　）

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・修繕

　替

・工作

　物

特定建設資材

廃棄物の種類

再資源化等をする施設の

名称・住所　（ km ）

・コンクリート

・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄から成る

　建設資材

・木材

・アスファルト

　・コンクリート

・特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理

・特定建設資材廃棄物の発生材の処理

種類 再資源化
・住所　（ km ）

処理施設の名称

※する　・しない

※する　・しない

※する　・しない

等

等

等

等

等

等

等

電気設備の部

　特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理等

　　・現場において再利用を図るもの（　　　　　　    ）

　　　　　ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理す

　　　　る。

　　・上記以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等にお

　　　いて再利用・減量化を図るものとし、処理方法等は監

　　　督職員と協議する。

　　・再利用、減量化等を含めた発生材の搬出処理費は今回

　　　工事範囲外とする。

　　・発注者に引渡しを要するもの

　　・特別管理産業廃棄物　　　　　

　　　（・ＰＣＢ使用機器　・　 　　　　　　 ）

　　　（・金属類　　・盤類　・電線、ケーブル）

　　・再資源化を図るもの　　　　　

　　　（・蛍光ランプ　 　・　 　　・　　　　）

※設備特記仕様書による

※設備特記仕様書による

　再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

　　　・煙道用パッキン（煙道伸縮部：石綿ロープ）

　　　・たわみ継手

　　　・煙道用パッキン（壁貫通部：アスベスト）

　　　・ダクトパッキン（石綿テープ）

　　・上記以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等にお

　　　いて再利用・減量化を図るもの

　　・再利用、減量化等を含めた発生材の搬出処理費は今回

　　　工事範囲外とする。

・　技能士 　下表の技能検定の職種及び作業の種別を適用する。

(1.5.2) [1.6.2]

工　事　種　目
技能検定

職種 技　能　検　定　作　業

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

 とび

 鉄筋施工

 型枠施工

 ｺﾝｸﾘｰﾄ

 圧送施工

 鉄工

 とび

 とび作業

 鉄筋組立作業

 型枠工事作業

 コンクリート圧送工事作業

 構造物鉄工作業

 とび作業

鉄骨工事

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈ

ﾙ・押出成形ｾﾒﾝﾄ板工

事

 ブロック建築

 ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ

 施工

 コンクリートブロック工事作業

 エーエルシーパネル工事作業

 防水施工  アスファルト防水工事作業

 ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

 アクリルゴム系塗膜防水工事作業

 合成ゴム系シート防水工事作業

 塩化ビニル系シート防水工事作業

 セメント系シート防水工事作業

 シーリング防水工事作業

 改質アスファルトシート

 トーチ工法防水工事作業

 ＦＲＰ防水工事作業

防水工事

 石材施工  石張り作業

タイル工事

石工事
 タイル張り  タイル張り作業

木工事  建築大工  大工工事作業

屋根及びとい工事  建築板金
 スレート施工

 内外装板金作業

 スレート工事作業

金属工事  内装仕上施工 鋼製下地工事作業

 建築板金  内外装板金作業

左官工事  左官  左官作業

建具工事  サッシ施工

 ガラス施工

 自動ドア施工

 金属製カーテンウォール工事作業

 ビル用サッシ施工作業
 ガラス工事作業

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事  ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工

 サッシ施工

 ガラス施工

 金属製カーテンウォール工事作業

 ビル用サッシ施工作業

 ガラス工事作業

塗装工事  塗装  建築塗装作業

内装工事  内装仕上施工 プラスチック系床仕上工事作業

 カーペット系床仕上作業

 ボード仕上工事作業

 表装  壁装作業

排水工事  配管  建築配管作業

舗装工事  路面表示施工  溶融ペイントハンドマーカー工事作業

 加熱ペイントマシンマーカー作業

植栽工事  造園  造園工事作業

・ 室内空気中の

　 化学物質の濃

　 度測定

(1.5.9) [1.6.9]

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キ

シレン、エチルベンゼン、スチレンの室内濃度を測定し、報

告すること。

測定対象室及び測定箇所数

　（採取サンプルは、アルデヒド用１個、ＶＯＣ用１個の計

　２個で１箇所とする。）

階 備考箇 所 数室 　 名

 計（　　　　）

　　　

・ 完成時の提出

　 図書

(1.7.1～3) [1.8.1～3]

工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、当該

建築物の取得する施工図等の著作権に係る当該建築物に限る

使用権は発注者に移譲する。

完成図等

　・完成図　　表１．８．１のうち施工図及び施工計画書を

　　除くもの

　　　作成方法　　※ＣＡＤで新規作成する

　　　　　　　　　・既存ＣＡＤデータの修正

　　　図面　　　　案内図、　配置図（外構図）、求積図、

　　　　　　　　　平面図、屋根伏図、仕上表

　　　作成方法　　※ＣＡＤで新規作成する

　　　　　　　　　・既存ＣＡＤデータの修正

　　　　　　　　　・既存完成図の修正（下記のＣＡＤデー

　　　　　　　　　　タの提出は不要）

　　　提出物　　　原図　　　　Ａ３　　　　　１ 部　

　　　　　　　　　（作成については監督員の指示による）

　　　　　　　　　ＣＡＤデータ一式　　　　　２ 部

保全に関する資料

　・「管理者のための建築物保全の手引き」（建設大臣官房

　　官庁営繕部監修）　　　１ 冊

　・建築物等の利用に ： 「建築物等の利用に関する説明

　　関する説明書　　　　書作成の手引き」に基づき作成

　　　　　　　　　　　　する。

　・保全に関する資料 ： 機器取扱い説明書、機器製作図、

　　　　　　　　　　　　機器性能試験成績書、官公署届出

　　　　　　　　　　　　書類、主要材料・機器一覧表等

　　　　　　　　　　　　　提出物　Ａ４判ファイル綴込み

　　　　　　　　　　　　　２ 部（関連工事と合本する。）

　　　　　　　　　　　　　提出物　Ａ４判ファイル綴込み

　　　　　　　　　　　　　１ 部

分類・規格 撮影箇所数 提出部数 原板の大きさ（mm）

・アルバム（カラー

　ー・キャビネ判）

　（ビニルレザー張

　張りに金文字入れ）

　（表紙、台紙共　

　２９５×３０５）

　内部（　）

 ※２　・４ 　※１００×１２５

　　以上

・全紙パネル

　（木製枠パネル

　５３０×４２０）

　外部（　）

　内部（　）

 ※２

　・２４×３６以上

・広報用　（カラー、

　キャビネ判）

　外部（１）  ※５

・電子データ

　外部（　）

　外部（　）

　内部（　）

 ※２

　・機器取扱い説明書 ：　　　　　　　　　　　　　提出物　Ａ４判ファイル綴込み

　　　　　　　　　　　　　１ 部

　※箇所数は監督職員と協議の上決定する
　次のものを監督職員に提出する。

　　　　　　　　　（製本図書で原図として提出できないも

　・施工図　　表１．８．１のうち施工図

　撮影業者は建築完成写真の撮影実績がある者で、

監督職員が承諾する撮影業者とする。

　電子データは、ＲＧＢ（フルカラー）、ＪＰＥＧ形式

最高画質とし、ＣＤ－Ｒにて提出とする。

 ・300dpi以上

 ※200万画素以上

・ 設備工事との

　 取合い 施工範囲　　工事区分表による

施工図　　　設備機器の位置、取り合いなどを検討できる施

　　　　　　工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。
・ 設計ＧＬ

※図示　　・現状平均地盤

・ 契約後ＶＥ

・ 電子納品

・本工事は契約後ＶＥ方式対象工事とする。

　受注者がＶＥ提案を行う対象は、○○工のうち○○に
関する施工（または材料）とする。

・本工事は電子納品対象工事とし、対象書類は工事

完成図（及び工事写真）とする。

・ 監督職員事務

　 所

・ 工事用水及び

　 電力

追
記
事
項（

２
章
 
仮
設
工
事）

　　　　　　　　　　　　　　※利用できない

　　　　　　　　　　　　　　※利用できない

(2.3.1) [2.4.1]

※設ける

・設けない

　び数量は工事補足説明事項による。）

　（規模及び仕上げの程度、並びに設置する備品等の種類及

工事用電力  構内既存の施設　・利用できる（※有償・無償）

工事用水  　構内既存の施設　・利用できる（※有償・無償）

[2.2.1][表2.2.1]

による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり

内部足場　・設置する　（・　　　　　※脚立、足場板等）

防護シート・設置する　（設置範囲　・工事に必要な範囲

・材料、撤去材等の運搬方法

　　種別（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種）

　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（　　　　　　　）

　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　（　　　　　　　）

[2.3.1]

１）養生方法等

・既存家具、既存設備等

・既存ブラインド、カーテン等

　　　　　　　　保管場所　（・図示　・　　　　　　　 ）

２）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養

　任において速やかに修復等の処置を行う。

［2.3.2］[表2.3.1]

１）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　・図示　

置に当たっては、同ガイドラインの別紙1「手すり先行工法

据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　　　　　　　　養生方法（・ビニルシート等　・　　 ）

　生を行う。また、万一損傷等を与えた場合は、受注者の責

外部足場　・設置する　（設置範囲　・工事に必要な範囲

　　　　　・設置しない

　　　　　　　　養生方法（・　　　※ビニルシート等 ）

[2.1.3]

・防音パネル

・防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

　 　

　　　　　・設置しない　

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　）

　　　　　・設置しない　

・固定された備品、机、ロッカー等の移動（・図示 ・　　 ）

・既存部分　養生方法（・ 　　　※ビニルシート、合板）　　

・ 既存部分の

　 養生

・ 仮設間仕切り

・ 足場等

　 等の対策

・ 騒音・粉じん

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設

金属くず

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

　　　　　　　　　原図　　　　Ａ３　　　　　　 部

　　　　　　　　　原図　　　　Ａ３　　　　　　 部

　　　　　　　　　（２つ折りケース収納）

－ Ａ-06
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　・施工計画書　　表１．８．１のうち施工計画書

　・国有財産台帳付属図面

　　　提出物　　　　　Ａ４　　　２ 部　（ファイルとじ）

　　　　　　　　　陽画複写　　Ａ３　　　　　２ 部

　　　提出物　　　ＣＡＤデータ一式　　　　　２ 部

　　　　　　　　　（２つ折り製本）

令和７年３月

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事

男鹿地区消防本部

男鹿地区消防一部事務組合

　　　　　　　　　ものは、原図にかわるもの）

　　　　　　　　　（２つ折り製本）

　　　　　　　　　陽画複写　　Ａ３　　　　　　 部

　　　　　　　　　提出物　ＣＡＤデータ一式　　 部

　　　　　　　　　※協議による

２）仮設間仕切りの種別と材質等

３）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

種別

・Ａ種

・Ｂ種

※Ｃ種

グラスウール

  防炎シート

仕上材 （厚さ　㎜）

・せっこうボード

・合板　

充填

・

塗装

・なし

・片面 厚さ　 （㎜）

材質 仕上げ

※合板張り程度

塗装

・なし

・片面

設置箇所

・ ・

　種類（・　　　　　　）

　厚さ（・　　　　　mm　

　材種（・　　　　　　）

　　　　※9㎜ ）

　　　　※9.5㎜ ）

　厚さ（・　　　　　mm

  ・　か所

  ・図示※木製

本工事は執務併用の改修工事のため、解体工事等の際は
・ その他

状況に応じて、養生・間仕切については協議を行う。



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮　尺

男鹿地区消防一部事務組合

令和７年３月

S=1/300

道路境界線(10,360)

隣地境界線(61,210)

隣
地
境

界
線

(4
3
,3

80
)

道路境界線(11,105) 道路境界線(11,250)

道路境界線(3,560)

道路境界線(10,080) 道路境界線(9,550)

道路境界線(4,400)

1
7
,
7
0
0

5
,
0
6
0

隣
地

境
界

線
(
4
7
,
1
8
0
)

W3.3×L11.0ｍ

既存浄化槽

ピロティー

1,3008,500420

通信指令室改修工事部分 ３階床面積：150.45㎡

２階床面積： 30.40㎡

１階床面積： 0.00㎡

180.85㎡計

・薬王堂

・ローソン

日本海

・道の駅

男
鹿
半
島
線

◎

男鹿市役所

金川近隣公園

Ｎ

船川港船川

男
鹿
線

男鹿地区消防一部事務組合消防本部
工事対象地

案内図

男鹿みなと
市民病院

船川港船川

文
船川第一小学校 男

鹿
線

案内図・配置図1:300

パーク
OGAマリン

・男鹿駅
JR

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事

男鹿地区消防本部

工事名

Ａ-07



施設名

図面名

令和７年３月作成年月日

図面番号縮　尺

事業者名 男鹿地区消防一部事務組合

男子便所
手洗い

Ｙ１

5,4006,7302,400

Ｙ３ Ｙ２

7,8507,850

Ｘ２

Ｘ１

8
,
50

0

27
0

5
,5

80
2
,3

80
2
70

7
,9

60

ス
チ

ー
ル

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
平面詳細図　1：50

事務室
 CH=2800

 FL=±0

電源室兼書庫
 CH=2650

8
00

ＡＷ
1

ブラインド新設

ＡＷ
1

ブラインド新設

Ａ
Ｗ ３

ブ
ラ

イ
ン

ド
新

設

ＡＷ
1

ブラインド新設

4,100

5,400

5,330

4,030

4
0
0

1
,2

00
1,

00
0

1
,0

00
1
,0

0
0

1,
04

0

1,000 1,000

6
25

1,
20

0
6
25

ダ
ブ

ル
ガ

ラ
ス

パ
ネ

ル
　

ブ
ラ
イ

ン
ド

内
蔵

(手
動

式
)

2P

分電盤
250

1,
90

0

6,270

展開
方向

Ａ Ｃ

Ｂ

Ｄ

1,170

ステンレス框 FL+150

FL±0

対象番号

LGS壁下地組（既存のまま）　

両面 PBｔ12.5+ビニルクロス張り

改修内容

LGS65壁下地組

両面 PBｔ12.5+ビニルクロス張り
②

1,000 120

キッチンW1050(新設)

①

300 1,280 1,090

新設　LSD-1

OAフロア用
スロープ

①
②

①

1,355

 CH=2800

 FL=±0

仮眠室

床：タイルカーペット張り
壁：LGS壁下地(既存)　GW24k品 ｔ50mm充填

　　PBｔ12.5+9.5ビニルクロス張り

床:下地調整　OAフロアH300下地タイルカーペット張り

FL±0FL+150

床：タイルカーペット張り

通信機械室
 CH=2800

 FL=±0

床：タイルカーペット張り

スチールパーテーション
全面パネル　遮音仕様

1
P

①30
0①

通信指令室
 CH=2800

 FL=±0

床　タイルカーペット張り

スチールパーテション設置に先立ち、天井下地組に
野縁補強を行うこと。

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事

男鹿地区消防本部

工事名

改修平面詳細図

Ａ-08S=1/50

 FL=+300



施設名

図面名

令和７年３月作成年月日

図面番号縮　尺

事業者名 男鹿地区消防一部事務組合

改修天井伏図　1：50

Ｙ１

Ｙ３ Ｙ２

Ｘ２

Ｘ１

660 1,300

5
,8

50

※900

（LGS天井下地組既存のまま）

6,270 4,030 5,400

1,170 2,400 4,280 2,450 5,400

27
0

5
,5

80
2
,3

80
27

0

8
,5

00

 CH=2800

 FL=±0

仮眠室

※660

450

9
00

2
,6

50

3,650

 CH=2650

サーバー室

 FL=+150

▽
新
規

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
位

置

▽
新

規
パ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

位
置

PBt9.5捨て貼り

岩綿吸音板t12仕上げ

野縁補強を行うこと。

※スチールパーテション設置に先立ち、天井下地組に

通信機械室
 CH=2800

 FL=±0

事務室
 CH=2800

 FL=±0

通信指令室
 CH=2800

 FL=±0

数量開口寸法名称工事

天井点検口

室名

天井開口補強リスト

事務室

通信機械室

機械

機械 天井点検口

450×450

450×450

1

1

※天井点検口（450×450）の位置は現場指示による

参考位置は、機械設備平面図による

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事

男鹿地区消防本部

工事名

改修天井伏図

S=1/50 Ａ-09

既存点検口



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮　尺

男鹿地区消防一部事務組合

令和７年３月

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

2,700 3,300 2,700 3,300 2,650

2,
80

0

5,330

2,
00

0
80

0

2,650

2,
80

0

5,330

2,
80

0

2
,0

00
8
00

8
00

2
,0

00

5,400

2
,8

00

8,500 5,400

通信指令室

仮眠室 通信機械室 Ａ  Ｂ Ｃ Ｄ

8,500

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

LGS壁下地組（既存のまま）　　片面PBｔ12.5+9.5ビニルクロス張り

GW　24ｋ品　ｔ50充填

タイルカーペット t=6

電源室兼書庫

仮眠室

事務室

通信機械室

通信指令室

改修仕上

タイルカーペット t=6

タイルカーペット t=6

床

既存のまま

ビニル巾木H=60

ビニル巾木H=60

ビニル巾木H=60

ビニル巾木H=60

既存OAﾌﾛｱｰ H=150下地

タイルカーペット t=6
既存OAﾌﾛｱｰ H=150下地

タイルカーペット t=6
既存OAﾌﾛｱｰ H=150下地

既存OAﾌﾛｱｰ H=150下地

一部新設

一部新設

一部新設

既存のまま

既存のまま

GW 24kg品ｔ50mm充填

巾木

改修仕上

壁

改修仕上

一部LGS65+PBｔ12.5下地ビニルクロス張り　　　　　　　

一部PBｔ12.5下地ビニルクロス張り　　　　　　　

一部LGS65+PBｔ12.5下地ビニルクロス張り　　　　　　　
一部PBｔ12.5下地ビニルクロス張り　　　　　　　

片面PBｔ12.5+9.5下地ビニルクロス張り　　　　　　　

改修仕上

天井

既存のまま

既存のまま

一部PBt9.5捨て貼り岩綿吸音板t12仕上げ

一部PBt9.5捨て貼り岩綿吸音板t12仕上げ

塩ビ製一部新設

塩ビ製一部新設

塩ビ製一部新設

既存のまま

既存のまま

改修仕上

廻縁

OAフロアー：H=300(耐荷重3,000kN／㎡)
OAフロアー用スロープ

ブラインド（タチカワブラインド：横型ブラインド 

モノコム25高遮蔽同等品以上）

CH(FL+)

2800

2800一部PBt9.5捨て貼り岩綿吸音板t12仕上げ

2800

2800

2650

改修後室名

②

LSD-1

9,1305,850

事務室 ＤＣＡ Ｂ

①
①

④ ③

2,
8
00

2,
95

0

1
50

2,
00

0
8
00

2
,8

0
0

5,850 9,130

参考　ﾐﾆｷｯﾁﾝ(ﾘｸｼﾙ)同等品以上
流し台L=1050

1,050 250

1
,9

00 分電盤

端子盤

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事工事名

S=1/100 Ａ-10

男鹿地区消防本部

石膏ボード・ビニルクロス・塩ビ巾木新設範囲を示す

壁仕上・巾木・石膏ボード・LGS下地新設範囲を示す

改修展開図・改修仕上表2,650

Ａ電源室兼書庫

6,270

Ｂ

2,650

Ｃ Ｄ

LSD-1① ①

②

6,270

③

③
2,

65
0

2,
95

0

LGS壁下地組(既存)

PBt12.5+ビニルクロス張

LGS壁下地組

PBt12.5+ビニルクロス張

①

②

LGS壁下地組(既存)

PBt12.5
③

凡例

PBt12.5
④

LGS壁下地組
3
00

ステンレス框t2.0

改修展開図　1：100

備考

下地調整OAﾌﾛｱｰ H=300



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮　尺

男鹿地区消防一部事務組合

令和７年３月

S=1/30,50

焼付塗装

符号 場所 数量

姿　　図

１

1,000 1,000 625 1,200 625

2,000

60
2,

74
0

2,
00

0
80

0

2,
80

0

７０見　　込

ガ ラ ス

仕 上

金 物

備 考

名　　称
スチール製間仕切りパネル　全面パネル・遮音仕様

親子ドア・ランマパネル

－

レバーハンドル シリンダー錠 付属金物一式

－

Ｐ
通信機械室 １

Ｐ

２
通信指令室

400 1,200 1,000 1,000 1,000 1,040

5,640

60

2,
00

0

1
,
00

0
1
,8

00

2,
80

0

80
0

１

焼付塗装

７０

レバーハンドル シリンダー錠 付属金物一式

スチール製間仕切りパネル　腰上ダブルガラス・ブラインド内蔵パネル

F8

機能：手動羽角度調整ダイヤル付（昇降機能ナシ）

2
,0

0
0

１

LSD
電源室兼書庫

1201,000

片引きハンガーフラッシュ戸

223(枠見込)

－

焼付塗装

引き戸クローザー・シリンダー錠
ステンレス引手L=450　付属金物一式

一部全面パネル（W400部）　親子ドア・ランマパネル

2,450

85
0

1
,0

50

1,
90

0

姿　　図

内　　容

ミニキッチン　W1050×D500×H1900

コンロ無　電気温水器付

〈参考品 LIXIL:ミニキッチン〉

1,050

改修建具表　1/50

ユニット図　1/30

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事工事名

男鹿地区消防本部

Ａ-11

改修建具表・ユニット図

キッチンユニット



1,355300 1,280

 FL=+150

 CH=2650

ＷＤ 

施設名

図面名

作成年月日

図面番号縮　尺

事業者名 男鹿地区消防一部事務組合

手洗い

Ｙ１

5,4006,7302,400

Ｙ３ Ｙ２

7,8507,850

Ｘ２

Ｘ１

8
,
50

0

27
0

5
,5

80
2
,3

80
2
70

7
,9

60

900270

解体平面図　1：50

男子便所

サーバー室

仮　眠　室
 CH=2800

 FL=±0 ブラインド撤去

展開
方向Ａ Ｃ

Ｂ

Ｄ

ＡＷ
1

ＡＷ

ＡＷ

1

ＷＤ 
２

２

３

既存のまま

既存のまま

ブラインド撤去

ＡＷ
1

ＡＷ
３

ブラインド撤去
既存のまま

既存のまま

ＡＷ
1

ブラインド撤去

ＡＷ
1

既存のまま

既存のまま

ＡＷ
2

ＡＷ
1

既存のまま

①

①

①

①

①①
床：置き敷きビニル床タイルt=4 剥がし

床：置き敷きビニル床タイルt=4 剥がし
FL±0FL+150

①30
0

対象番号 解体内容

壁：LGS壁下地組（既存のまま）　

　　PBｔ12.5+ビニルクロス撤去

巾木：巾木撤去

間仕切壁撤去②

①

② ①

1,280 1,100

3,570

2,
70

0

15,700

1
ＡＷ

既存のまま

270 6,000 9,430 145

令和７年３月

S=1/50

床：タイルカーペット t=6 剥がし

通信指令室
 CH=2800

 FL=±0

床：タイルカーペット t=6 剥がし

OAﾌﾛｱｰ H=300撤去

凡例

解体平面図

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事工事名

男鹿地区消防本部

Ａ-12



Ｙ１

Ｙ３ Ｙ２

Ｘ２

Ｘ１

660 1,300

5
,8

50

※900
PBt9.5捨て貼り

岩綿吸音板t12仕上げ撤去
（LGS天井下地組既存のまま）

6,270 4,030 5,400

1,170 2,400 4,280 2,450 5,400

27
0

5
,5

80
2
,3

80
27

0

8
,5

00

▽
新

規
パ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

位
置

▽
新
規

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
位

置

 CH=2800

 FL=±0

仮眠室

※660

450

9
00

2
,6

50

3,650

 CH=2650

サーバー室

 FL=+150

通信指令室
 CH=2800

 FL=±0

※天井仕上げ解体範囲について、現地調査を行い天井仕上げ材の

施設名

図面名

令和７年３月作成年月日

図面番号縮　尺

事業者名 男鹿地区消防一部事務組合

解体天井伏図　1：50

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事工事名

男鹿地区消防本部

解体天井伏図

S=1/50 Ａ-13

既存点検口
LGS壁解体範囲

※LGS壁解体に伴い、天井補修が必要な場合その範囲については
協議のうえ決定資、対応すること。

割付けを確認し施工図を作成の上、監督職員と協議し決定すること。



2800

2800

CH(FL+)

施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮　尺

工事名
消防救急デジタル無線更新工事

男鹿地区消防一部事務組合

高機能消防指令システム及び

消防本部（増築棟）

令和７年３月

壁仕上・巾木・石膏ボード・LGS下地撤去範囲を示す

石膏ボード・ビニルクロス・塩ビ巾木撤去範囲を示す

Ａ

Ｃ Ｄ

通信指令室 Ｂ面

ＤＣＢＡ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3,3002,7003,3002,700

2,650 6,270 2,650

②

8,500

8,500 14,530

2
,8

00

2,
80

0

仮眠室

サーバー室

通信指令室

①

①

2,
65

0

解体範囲から300mm程度

①:PB12.5+ビニルクロス撤去

（間仕切壁撤去影響部）
②:間仕切壁撤去

①

（間仕切壁撤去影響部）
①:PB12.5+ビニルクロス撤去

②

解体範囲から300mm程度

S=1/100

2
,8

00

①

6,270

2,
95

0

14,530

2,
95

0

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製 塩ビ製撤去

塩ビ製一部撤去

塩ビ製一部撤去

タイルカーペット t=6

置き敷きビニル床タイル t=4

置き敷きビニル床タイル t=4

OAﾌﾛｱｰ H=150下地

既存仕上

床

解体撤去
改修後室名

既存仕上 解体撤去

巾木

既存仕上

壁

解体撤去

天井 廻り縁

事務室
通信指令室

通信機械室

電源室兼書庫

仮眠室 OAﾌﾛｱｰ H=150下地 t=4剥がし
置き敷きビニル床タイル

t=4剥がし
置き敷きビニル床タイル

タイルカーペット t=6剥がし ビニル巾木

ビニル巾木

ビニル巾木
一部撤去

ビニル巾木

撤去
ビニル巾木

一部撤去
ビニル巾木

H=60

H=60

H=60

PB12.5+ビニルクロス仕上げ(LGS)

PB12.5+ビニルクロス仕上げ(LGS)

PB12.5+ビニルクロス仕上げ(LGS)

一部既存間仕切壁撤去(LGS)
一部既存間仕切ボード撤去(LGS)

一部既存間仕切壁撤去(LGS)
一部既存間仕切ボード撤去(LGS)

既存間仕切ボード撤去(LGS) 岩綿吸音板t12仕上げ

岩綿吸音板t12仕上げ

岩綿吸音板t12仕上げ 改修後　新指令室部ブラインド撤去

備考

解体撤去既存仕上
現況室名

通信指令室

サーバー室

仮眠室

OAﾌﾛｱｰ H=300下地 OAﾌﾛｱｰ H=300下地撤去

PBt9.5捨て貼り

PBt9.5捨て貼り

PBt9.5捨て貼り 既存のまま

解体撤去既存仕上

PBt9.5捨て貼り
岩綿吸音板t12仕上げ
一部撤去

PBt9.5捨て貼り
岩綿吸音板t12仕上げ
一部撤去

2650

解体展開図　1：100
Ａ-14

解体展開図・解体仕上表



施設名

図面番号

事業者名

作成年月日

図面名

縮　尺

男鹿地区消防一部事務組合

令和７年３月

2
,
7
6
0

１

１

ＷＤ

５

ＡＷ

３ＦＬ

750

1
,
2
0
0

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

6
6
0

1
0
0

2
,
7
6
0

1
,
9
0
0

1
0
0

2
,
0
0
0

１

２
ＡＷ

1
,
4
5
0

※窓部サッシには横桟無し

FIX FIX FIX FIX FIX FIX

FIX FIX FIX FIX FIX FIX

1
,
8
6
0

9
0
0

３ＦＬ

5
,
0
1
0

1
0
0

1
,
4
7
5

1
0
0

1
,
4
7
5

ハッチング範囲ガラス内側：有孔ケイカル板ァ6見え掛かり塗装仕上げ

7,260

約1,157.7

１

３ＦＬ ３ＦＬ

窓ﾊﾝﾄﾞﾙ高さ

約1,157.7 約1,157.7 約1,157.7 約1,157.7 約1,157.7

7070707070

転落防止

木製手摺35φ(木製額縁に設置)

WD-1

2
,
0
0
0

建具幅は上記参照

6
6
0

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

1
,
2
0
0

符号 場所 数量
ＡＷ

１

ＷＤ

ＷＤ

２

姿　　図

名　　称

見　　込

ガ ラ ス

仕 上

金 物

備 考

符号 場所 数量

1,6001,100

名　　称

見　　込

ガ ラ ス

仕 上

金 物

備 考

姿　　図

名　　称

見　　込

ガ ラ ス

仕 上

金 物

備 考

網入り透明 ６．８＋Ａ６＋ＦＬ３

付属金物一式、ハンドル、網戸、水切

上部窓部分横型遮光ブラインド

７０

カラー

アルミ　外開窓

※サッシには横桟無し

１
６排煙口 通信指令室 通信指令室

サーバー室

建具幅:900仮 眠 室

通信指令室 建具幅:1,100

3箇所ブラインド撤去
※解体平面参照

既存のまま

既存のまま

既存のまま

ブラインド新設
※改修平面参照 ブラインド新設ブラインド撤去

２ ３

750

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事工事名

S=1/50

既存建具表

男鹿地区消防本部

Ａ-15引手、吊り戸レール

ｼﾅ化粧合板ﾌﾗｯｼｭ＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

３６

木製　両開吊戸

アルミ＋樹脂製　外倒し排煙窓

７０

網入り型６．８＋Ａ６＋ＦＬ３

カラー

付属金物一式、ハンドル、網戸

横型遮光ブラインド

アルミ＋樹脂製　ランマ：外倒し排煙窓、外開窓

７０

網入り型６．８＋Ａ６＋ＦＬ３

カラー

付属金物一式、ハンドル、網戸

横型遮光ブラインド

木製　片引きフラッシュ吊戸

３６

ｱｸﾘﾙ板 t=3 (丸窓100φ程度)

ｼﾅ化粧合板ﾌﾗｯｼｭ＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

引手(ｱｸﾘﾙ押棒)、吊り戸レール、鍵



事業者名

作成年月日

図面名

縮尺

工事名

施設名

２．特記仕様
　●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

章

　
●
　
一
般
共
通
事
項

項目 特記事項

適用基準等 ●

官公署への手続き 工事の着手，施工，完成に当たり，関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続等を遅滞なく行う。

施工条件 下記以外は工事補足説明書による。

設備機能 工事期間中停止させない機器 なし ○ 有り

工事車両の駐車場 構内 ○

資機材置場 構内 ○

建設発生土（埋戻し及び盛土用）の仮置場所 構内 ○

再資源化を図るもの （ ○ ○ ）

○ ○

○ ○

○ ○

○ 下記の石綿含有産業廃棄物は、関係法令に従い適切に処理を行う。

再使用する機器類は現場内で可能な洗剤による水洗等の清掃を行う。

保温材（石綿入りけいそう土保温材１号）

保温外装材（アスベストセメント）

保温外装材（特殊石綿板）

たわみ継手

煙道用パッキン（煙道伸縮部：石綿ロープ）

煙道用パッキン（壁貫通部：アスベスト）

○ 特別管理産業廃棄物　（ ○ ○廃石綿

）

）

概成工期

電気保安技術者

工事期間より

適用する 適用しない

日前

●

●

●

●

● ○ ●

○

秋田県電子納品要領による。

○

●

●

●

●

○

○○

○ 現場において再利用を図るもの　（

再使用する機器類は取外し後に、１台ごとに劣化状況を目視点検し、FF暖房機は燃焼試験を行す。

● 再使用品の清掃等

○

○

発生材の処理等

発注者に引渡を要するもの（ 機器類金属類（ その他金属類　））○ ダクト ○ 配管 ○○ ○

１．

機械設備改修工事　特記仕様書

Ⅰ．
工事場所

　工事概要

２．建物概要

地上 地下 塔屋
建物名称 構造

階数 国有財産面積

延面積(㎡)

建築基準法上の 消防法施行令

別表第１の区分
備考

４．指定部分 無し

５．設備概要　（●印の付いたものを適用する。）
○ 有り 範囲：
●

方式 設備概要

空気調和 ［既設］ ［改設］

温風暖房 ［既設］ 温風暖房機 ○ ［改設］

○ 直接暖房

［既設］ 電気式 ○ ［改設］ ○ 電気式 ○ 電子式 デジタル式

［既設］ 水道直結方式 ○ ［改設］

建物内の汚水と雑排水 ［既設］ ○ 分流式 合流式 ［改設］○ 分流式 合流式

放流先 汚水 ［既設］ 下水道直放流 浄化槽 ［改設］ 浄化槽

雑排水［既設］ 下水道直放流 ○ 側溝 浄化槽 ○ 別途桝 ［改設］

［既設］ 局所式 ○ 中央式 ［改設］ 局所式 ○ 中央式

屋内消火栓設備 ［既設］○ 湿式 ○ ［改設］○ 湿式 ○ 連結送水管 ○

○ スプリンクラー設備 ［既設］○ 湿式 ○ ［改設］○ 湿式

○ 都市ガス（種別

液化石油ガス

パッケージ空調方式

○

● パッケージ空調方式

○

浄化槽

●

○ ○ ○

●

ポンプ圧送方式 ポンプ圧送方式○ ○

○ ○ ○ 下水道直放流

○ ○ ○

○

○

○

空気調和方式等

自動制御方式

給水方式

排水方式

給湯方式

消火設備方式

ガス設備方式 高位発熱量 ＭＪ／ｍ３（Ｎ）、低位発熱量 供給圧力ＭＪ／ｍ３（Ｎ）、

水道直結方式

工期：令和　　年　　月　　日

）

窒素

Ｐａ

３．工事種目（●印のついたものが対象工事）

工事種目

空気調和設備

暖房設備

換気設備

○ 排煙設備

○ 自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

○ 消火設備

○ 厨房機器設備

ガス設備

○ 浄化槽設備

○

○

冷房設備

○

建物別及び屋外

○

●

○

工　事　種　別

庁　舎

改設一式

共通仕様

（１） 図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備

（２） 電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

なお、電気設備工事の工事仕様は（　／　）図，建築工事の工事仕様は（　／　）図による。

仕様書」という。）による。

（５） 標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示している場合において、それが関係法

請負者は完了検査（中間検査を含む）の検査には、建築主事等が求める検査に必要な資料等（報告書等）を用意すること。

　Ｇ　印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という）の特定調達品目を示す。

（３）

（４）

令等（条例を含む）に抵触する場合には、関係法令の遵守（１．１．１４）の規定を優先する。

１．

工事仕様Ⅱ．

上記以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用・減量化を図るものとし、処理方法

再利用、減量化等を含めた発生材の搬出処理費は今回工事範囲外とする。

●

等は監督職員と協議する。

○ ○配管接合材（石綿ジョイントシート） ダクトパッキン（石綿テープ）

○ 特定建設資材の分別解体等及び再資源化等

　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材使用する新

築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月

３１日法第１０４号。以下「建設リサイクル法」という。）施行令又は都道府県が条例で定める建設

工事の規模に関する基準以上の工事であるため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設

資材の再資源化等の実施について適切な措置を講ずることとする。

　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により､予定した条件により難い場合監督職員と協

　また、分別解体・再資源化の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資源化等をした施設の名

称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

議するものとする。

○

工　程

○内装材等の取り外し

○屋根ふき材の取り外し

○上部構造部分の取り壊し

○外装材の取り壊し

○基礎の取り壊し

○基礎ぐいの取り壊し

○その他（　　　　　　　）

（理由：　　　　　　）

　　○（理由：　　　　　　）

　　○（理由：　　　　　　）

　　○●建築設備の取り外し

● 分別解体等の方法

●解体工事

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

●

手作業 手作業、機械作業併用

分別解体等の方法
作業内容

一
般
共
通
事
項

●

特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理等

○ 発注者に引渡を要するもの （ ○ 金属類 ○ ＰＣＢ含有物 ○ ）

○ 特別管理産業廃棄物 （ ○ 廃石綿 ○ ＰＣＢ含有物 ○ ）

（ 施設の名称、住所（ｋｍ）： ）

○ ＰＣＢ含有シーリング材の処理

１）工事範囲 〇 第一次判定 ○ 第二次判定 ○ 除去処理工事

２）第一次判定

現場においてサンプルを採取し、日本シーリング工業会で分析を行うこと。

　サンプル採取部位 〇 外壁目地 〇 外部建具周囲目地 ○ 図示

　サンプル採取数 〇 部位毎に各１箇所 ○ 図示

３）第二次判定

現場においてサンプルを採取し、専門試験機関で分析を行うこと。

　サンプル採取部位 〇 外壁目地 〇 外部建具周囲目地 ○ 図示

　サンプル採取数 〇 部位毎に各１箇所 ○ 図示

４）除去処理工事

　除去処理範囲 〇 外壁面及び外部建具周囲 ○ 図示

○ 上記以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用・減量化を図るものとし、処理方法

等は監督職員と協議する。

○ 現場において再利用を図るもの （ ）

特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理等

○ 発注者に引渡を要するもの （ ○ 金属類 ○ 盤類 ○ 電線、ケーブル ）

○ 特別管理産業廃棄物 （ ○ ＰＣＢ使用機器 ○ ○ ）

○ 特別管理産業廃棄物の処理方法

○ ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。

○

○ 再資源化を図るもの （ ○ 蛍光ランプ ○ ○ ）

○ 上記以外の発生材は、可能な限り中間処理施設等において再利用・減量化を図るものとし、処理方法

等は監督職員と協議する。

再利用、減量化等を含めた発生材の搬出処理費は今回工事範囲外とする。

○ 現場において再利用を図るもの （ ）

特定建設資材廃棄物の発生材の処理

特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理

○ 建築工事の部

○ 電気設備の部

○

●

○

○基礎の工事

○基礎ぐいの工事

○上部構造部分の工事

○外装の工事

○屋根の工事

○内装等の工事

○その他（　　　　　　　）

○

外構等

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

工　程 作業内容
分別解体等の方法

手作業 手作業、機械作業併用

増築工事

模様替

○工作物

○

○修繕

●

●建築設備工事 ●

特定建設資材廃棄物の種類

コンクリート

○ コンクリート及び鉄から成る建設資材

○ 木材

アスファルト・コンクリート○

○

再資源化等をする施設の名称・住所（Ｋｍ）

種類 再資源化 再資源化等をする施設の名称・住所（Ｋｍ）

する しない

● する ○ しない

● する ○ しない

● ○機械類 建築工事に準ずる

●

一
般
共
通
事
項

　本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能を有するもの、又は同等のものとする。

ただし、製造業者等が記載されている場合に同等品を使用する場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

　別表に示す材料・機材等を使用する場合の製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満たすもの

とし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出

　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　３）安定的な供給が可能であること。

　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。（なお、システムとして機能するものにあって

　　　　は、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。）

材料・機材等の品質及び性能

して監督職員の承諾を受ける。

　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

　　次の１）から５）を満たすものとする。

　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

　　　　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか、

　　　　　放散が極めて少ないものとする。

　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ない

　　　　　ものとする。

　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可

　　　　　塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放

　　　　　散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて

　　　　　少ないものとする。

　　　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は

　　　　　、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

　ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合

　　該当する建築材料

　　１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品

　　２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

　　３）下記表示のあるＪＡＳ適合品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料使用

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

化学物質を発散させる建築材料等

材料・機材の品質等●

環境への配慮●

別　表　（品質及び性能に該当する材料・機材等）

小形吸収冷温水機ユニット

自動巻取形エアフィルター

鋼製簡易ボイラー 鋼製小型ボイラー

真空式温水発生機

直だき吸収冷温水機

冷　　却　　塔 ユニット形空気調和機

コンパクト形空気調和機

（多翼形送風機）

鋳鉄製ボイラー

鋼製ボイラー

遠心冷凍機

電気集じん器

スプリンクラー消火システム

風量ユニット

斜流送風機

（定風量・変風量）

厨房システム

チリングユニット

遠心送風機

消音ボックス付送風機

衛生器具ユニット

密閉形隔膜式膨張タンク

泡消火システム

全熱交換器

軸流送風機

自動制御システム

ＦＲＰ製パネルタンク

（回転形、静止形）

横形遠心ポンプ

不活性ガス消火システム

マンホールふた・弁桝ふた

無圧式温水発生機

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ及びｶｾｯﾄ形ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ

ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機 エアフィルター

パッケージ形空気調和機

（空調用、給湯用）

（パネル形、折込み形、袋形）

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸ

立形遠心ポンプ水中ﾓｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ（汚水用、雑排水用、汚物用）

（溶接組立形、ボルト組立形）

火気の使用 建築物内での火気の使用は原則として行わない。

室内空気中の 室内空気中のホルムアルデヒト、トルエン、キシレン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測

技能士の適用 配管施工（配管工事） 建築板金施工（ダクト製作及び取付け） 熱絶縁施工（保温工事）

化学物質の濃度測定 定し、監督職員に報告する。

冷凍空気調和機器施工（チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付け及び整備）

測定はパッシブ型採取機器により行う。

測定時期 ○ 工事着手前 ○ 施工終了時

測定対象室 ○ 図示 ○

測定箇所数 ○ 図示 ○

○

　ホルムアルデヒド放散量　第三種　の場合
　　該当する建築材料
　　１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆品
　　２）建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品
　　３）旧ＪＩＳのＥ０品
　　４）旧ＪＡＳのＦＣ０品

●

○

（採取サンプルは、アレデヒト用１個、ＶＯＣ用１個の計２個で１箇所とする。）

● ● ●

●

第15項

工事編）（最新版）」（以下，「改修標準仕様書」という。）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公共建築

設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）」（以下，「標準図」という。）による。ただし，改修標準仕様書に記載されて

いない事項は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）」（以下，「標準

秋田県男鹿市船川港船川字海岸通り２号１２番地７

男鹿地区消防本部

令和７年３月

図面番号

男鹿地区消防一部事務組合

機械設備工事　特記仕様書1

Ｍ -0 1－

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事

男鹿地区消防本部 鉄骨造 3階 180.85

延面積(㎡)

〇

改設一式

改設一式

●

●

● ●

● ●



工事名

縮尺

図面名

作成年月日

事業者名

施設名

保全に関する資料　 ：機器取扱い説明書、機器製作図、機器性能試験成績書、官公署届出書類、主要機

器一覧表、主要材料等

提出物 Ａ４判ファイル綴じ込み ２部

機器取扱い説明書 ：宿舎等で共用部分を除く部分に設置した機器の取扱い説明書をまとめる。

提出物 Ａ４判ファイル綴じ込み 部

容量の表示 イ）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

ロ）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。

電源周波数 ５０Ｈｚとする。

予備品等 ヒューズ（温度ヒューズも含む）及び表示灯は予備品として、２０％納入する（種別ごと最低１個）。

耐震措置

　（１）機器の据付け及び取付け

設計用水平地震力は，機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、次に

示す設計用標準水平震度と地域係数を乗じたものとする。

設置場所

　１．０（１．５）

　０．６（１．０）

　０．４（０．６）

　注１）設置場所の区分は標準仕様書による。 注２）（　）の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

イ）本工事の施設は （ 一般の施設 ● 特定の施設 ）　とする。

ロ）１００ｋｇ以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものを除く）においても耐震を考慮し、据

付又は取付を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

ハ）重要機器類（高置タンク、受水タンクは機器表による）

総合調整 各機器の個別運転調整後に下記の総合調整を行い、測定表を提出する。

風量調整 水量調整 室内外空気の温湿度の測定

室内気流及びじんあいの測定 騒音の測定 ○

○ ○

施工調査 ィ）下記によるほか、改修標準仕様書第１編１．５．１及び１．５．２による。

事前調査

調査項目　（

調査範囲　（

調査方法　（

建設発生土の処理

種別

構内指定場所に敷き均し ○ 構内指定場所へのたい積

構外指定場所に搬出（搬出時期等を監督職員に提出する。）

受入場所 ：　建築工事に準じる

搬出距離 ： 約 ｋｍ （ ＤＩＤ地区 ○ 有 無 ）

受入条件 ：

本工事は、建設発生土情報交換システム（以下「システム」という）の登録対象工事であり、請負者は、

工事の実施に当たって土量、土工時期に変更があった場合、速やかに当該システムのデータ変更を行うも

のとする。　なお、これによりがたい場合には、監督職員と協議しなければならない。

完成時の提出図書

権は、発注者に譲渡するものとする。

完　成　図　等 （ 設計図のＣＡＤデータの貸与 ○ 貸与しない ）

● 完成図 （ ＣＡＤ （ 新規作成 既設データの修正 ） ○ 既設完成図の修正 ）

提出物 ＣＡＤデータ一式 （ 既設完成図の修正の場合は提出不要）

保全に関する資料

「管理者のための建築物保全の手引き」（建設大臣官房官庁営繕部監修） １冊

建築物等の利用に　：「建築物等の利用に関する説明書作成の手引き」に基づき作成する。当該施設固

関する説明書

提出物 Ａ４判ファイル綴じ込み ２部 （関連工事と合本する。）

ロ）下記のアスベスト含有製品の定性分析調査を行うものとし、採取部位及びサンプル数は監督職員と

なお、調査にかかる費用は、今回工事の範囲外とする。

協議する。

耐震措置の計算及び施工方法は，次に示す事項以外，すべて建築設備耐震設計・施工指針（国土交通省国土

技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修２００５年版）による。

情報交換システム

建設発生土○

飲料水の水質の測定(残留塩素7検体）

○本工事 別途工事

アスベスト含有製品調査

撤去機器、器具

○ 型番確認の上製造者ヒアリング

○ 　　　　　　　　）

○

○ 　　　　　　　　）

　　　　　　　　）

○

埋戻し及び盛土 ○ Ａ種 Ｂ種(発生良土）
○ Ｃ種 ○

Ｃ種の場合
　Ｄ種の場合は「セメント及びセメント系固化剤を使用した改良土の六価クロム溶出試験実施要領（案）」
により、六価クロム溶出試験を行う。

受入条件 発生場所
Ｄ種 ○ 建設汚泥から再生した処理土Ｇ

距離（ 受入量（ｍ３）ｋｍ）

○

（ただし、コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）

１７９３号（最終改正　昭和６２年建設省告示第１９１８号）による。

地域係数は、昭和５５年建設省告示第

●

●

●

●

○

●

●

貸与する●

●

●

●

●

●

●

●

工事完成時に監督職員指示により提出する。　なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用

○

○

●

●

●

○

（右記を参考とし他工事

○○

○

と協議調整する）

○

●

●

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階、屋上及び塔屋 　２．０（２．０）　１．５（２．０）　１．５（２．０）

中間階 　１．５（１．５）　１．０（１．５）　１．０（１．５）

１階及び地下階 　１．０（１．０）　０．６（１．０）　０．６（１．０）

設計用標準水平震度

特定の施設 一般の施設

〇 ●

弁等のサイズ 特記されていない弁等のサイズは機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。

建物導入部配管の変位吸収 図示の箇所に変位吸収配管を施工する。施工方法は衛生器具表、その他 （ ○ 共通１ ○ 共通２）による。

溶接部の非破壊検査 対象配管系統 ○ 冷温水 ○ 冷却水 ○ 消火（水用） ○ 油 ○ ガス

検査の種類 ○ 浸透探傷検査（ＰＴ）又は磁粉探傷検査（ＭＴ） ○ 放射線透過検査（ＲＴ）

支持金物・固定金具

ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

ハ）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

地中埋設標及び 埋設表示テープは下記により屋外埋設部分に布設する。なお、地中埋設標の設置場所は図示による。

埋設表示テープ イ）給水管 地中埋設標 埋設表示テープ
ロ）ガス管 ○ 地中埋設標 ○ 埋設表示テープ
ハ）油　管 ○ 地中埋設標 ○ 埋設表示テープ
ニ）消火管 ○ 地中埋設標 ○ 埋設表示テープ

はつり イ）既存コンクリート部の床・壁の配管貫通部等の穴開けは原則としてダイヤモンドカッターによる。
イ）電磁探査検査等による埋設物の調査
ロ）範囲は監督職員の指示による。なお、検査費は別途とする。

あと施工アンカー あと施工アンカー　　 ○ 接着系アンカー（接着剤は有機系とする） 金属拡張系アンカー（※本体打込式）
既設インサート他 既設インサート及びアンカーボルト ● 使用しない ○ 使用する

○

○

●

絶縁継手取付箇所○ 図示による。

非破壊検査● ○ 行わない ● 行う

●

●

● ●

○

●

○

○

イ）ポンプ、屋外機器及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステンレス製（ＳＵＳ３０４）

し、固定ボルト類はSUS製、屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

暖
房

冷
房

空
気
調
和

他工事との工事区分 イ）施工範囲 図面に特記なき場合は、［工事区分表］による
ロ）施工図 設備機器の位置、取り合いなどを検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を受ける。

工事の一時中止 工事の一時中止に係る計画の作成
１）　契約書第２０条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における工事現場

の管理に関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。
　　　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、搬入材料及び建
設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現
場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。

配管の試験 既設配管系統の試験 給　水
冷温水

排　水
冷却水

行わない ○ 行う 行わない 行う
行わない ○ 行う行わない ○ 行う

２）工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

○ ○

●

●

○

養生方法 ［ ］改修標準仕様書　３．２．１　による。

冷媒（フロン系）回収

塗装●

冷凍機の撤去に伴う冷媒回収方法は次による。
ただし、冷媒回収の費用は
（１）冷媒の回収にあたっては、「特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律

（フロン回収・破壊法）」に従って行い、監督職員に次の書類を提出する。

（２）家庭用のエアコン等で、「特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）」の対象となっているも
のは、同法に従ってリサイクル（フロン類の回収を含む）を行い、監督職員に次の書類を提出する。

（ 本工事 ○ 別途 ） とする。

イ）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し ロ）引取証明書

イ）特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

●
●

外面めっき電線管の露出配管 屋外●（ ○ 居室 ） には塗装を施す。

工事用電力、水、その他 本工事に必要な工事用電力、水などの費用、及び官公署への諸手続きなどの費用は、請負者の負担とする。

イ）工事用電力　　構内既存施設 利用できる（　

工事用仮設物 構内につくることが できない

監督職員事務所 ○ 設ける（規模及び仕上げの程度は、現場説明書による。） ● 設けない。

○ 既設建物内の一部を使用する。

○ 構内に新設する。（規模は現場説明書による。）

足場その他

内部足場 種別 きゃたつ、足場板等 ○

外部足場 種別 Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種

防護シート ○ 設置する ○ 設置しない

材料、撤去材等の運搬方法

○ Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ● Ｄ種 ○ Ｅ種

　足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省　基発第

号平成２１年４月２４日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足

場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の

作業は、「手すり先行工法よる足場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先

仮設間仕切り 仮設間仕切 種別 ○ Ａ種 ○ Ｂ種 Ｃ種

既設部分の養生

養生範囲 ［ ］

○

有償 無償 ）○ ○ 利用できない

利用できる（　 有償 無償 ）○ ○ 利用できないイ）工事用水　　　構内既存施設

別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

● 行う ○ 行わない

改修標準仕様書　３．１．１　による。

○

行専用足場方式により行うこと。

種別

０４２４００１

（建築工事編２．２．１　表２．２．２による。）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

○ ●できる

設計温湿度●

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

夏季 ℃ ％ ℃ ％ ℃ ％ ℃ ％

冬季 ℃ ％ ℃ ％ ℃ ％ ℃ ％-3.9

33.2 56

75

成り行き

成り行き

26.0

22.0 24.0

24.0

成り行き

成り行き

コンピュータ系統

外　　　気　　　条　　　件 屋　内　（　調　整　目　標　値　）

一　般　系　統 コンピュータ系統 一　般　系　統

瞬間流量計

積算油量計 図示の箇所に取り付ける。（熱源機器毎）

注油口及び指示ボックス ○ 標準図（機材７）による。 （ ○ 単独形 ○ 共用形（ローリーアース付） ）

○ 図示による

消音内張り イ）施工箇所は図示による。

ロ）内張チャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

ハ）吹出口に接続するチャンバーの消音内張は別図による。

保温

ハ）還気ダクトの保温 ○ ○

ホ）排気ダクトの外壁開放部より１ｍ程度を保温する。（チャンバーボックスを含む）

ヘ）冷媒管（断熱被覆銅管）の保温外装

屋内露出部 保温化粧ケース（耐候樹脂製）○ 外装なし（機械室内）

ばい煙濃度計 取付箇所は図示による。

煙突 別途 ○ 本工事 （ 鋼板厚 ｍｍ、 高さ ｍ以上 ）

煙道 煙道径３００ｍｍ以下は鋼板厚３．２ｍｍ、３００ｍｍを超えるものは４．５ｍｍとする。○ 図示による。

（煙道径４００ｍｍを超えるものには、掃除口に蝶番を取り付ける。）

ダクトの区分 既設 低圧ダクト 改設 低圧ダクト

長方形ダクトの工法 既設 アングルフランジ工法 改設 コーナーボルト工法（共板又はスライド）

風量測定口 取付箇所は図示による。取付面は監督職員の指示による。

防煙ダンパー イ）復帰方式 遠隔式 （ 電気式（定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下） ）

ロ）復帰動作 順送り ○ 同時

配管材料 イ）冷温水管 既設 配管用炭素鋼管（白） 改設 配管用炭素鋼管（白）

ロ）冷却水管 既設 配管用炭素鋼管（白） 改設 配管用炭素鋼管（白）

ハ）蒸気管（給気管）既設 配管用炭素鋼管（黒） 改設 配管用炭素鋼管（黒）

（還水管）既設

ニ）油管、 （一般）既設 配管用炭素鋼管（黒） 改設 配管用炭素鋼管（黒）

油用通気管 （土中）既設 ポリエチレン外面被覆鋼管 改設 ポリエチレン外面被覆鋼管

ホ）膨張管、空気抜き管、膨張タンクよりボイラー等への補給水管

既設 配管用炭素鋼管（白） 改設 配管用炭素鋼管（白）

ヘ）空調用排水管 既設 ● 改設

ト）冷媒管 既設 断熱材被覆銅管（製造者標準品） 改設

弁類 ○ ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ ○ ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

鋼管用伸縮管継手 ベローズ形 ○ スリーブ形

温度計 標準仕様書、標準図による他、図示した箇所に取り付ける。（配管用円形、ダクト用円形）

○ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 着脱形

瞬間流量計はピトー管方式とし、止水コック付とする。

○ 固定形　）

着脱形の流量指示部（ ○ 40A用 個、○ 100A用 個、○ 250A用 個 ）を付属する。

図示の箇所に取り付ける。（　

　　　以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

ニ）外気取り入れダクト及びチャンバーボックスの保温 要（全熱交換器の給気ダクト含む） ○ 不要

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

●

○

○

○

●

●

○

○

○ ○

○

●○○

●塩ビ管（ＶＰ）

●

塩ビ管（ＶＰ）

○

○

●

要（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による。）

イ）建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁までとし（空気抜き弁も含む）、仕様は冷温水管の項による。

不要

ロ）屋外露出管（弁、フランジを含む）は、標準仕様書第２編（表2.3.5 e3・(ﾊ)）とし厚さは呼び径２５ｍｍ

●断熱材被覆銅管（ガス管断熱材20㎜厚）
断熱材被覆銅管（液管断熱材10㎜厚）

屋外 保温化粧ケース（耐食金属製）○

ト）高圧蒸気管及びヘッダーの保温厚は ｍｍとする。

イ）地震感知器の配管配線

ロ）防煙ダンパと連動制御器迄の配管配線及び連動制御盤から煙感知器迄の配管配線

●電気工事の範囲

塗装

○

○

イ）屋内露出裸ダクトの塗装（居室を除く）は 行わない。

ロ）室内露出冷却水配管の塗装（居室を除く）は 行わない。

○

○

●

仮
設
工
事

●

一
般
共
通
事
項

●

●

一
般
共
通
事
項

設
備

○

○

別途 ○ 本工事○

○ 行う。

○ 行う。

※ 別途 ○ 本工事

● ● 〇

〇

●

〇

〇 〇

〇

●

給
水
設
備

○ 量水器 ○○ 買取り貸与品○ロ）子メーター買取り○貸与品イ）親メーター

○ 量水器桝 ○ 標準図（機材５５）○水道事業者指定品イ）親メーター用

○ 水道事業者指定品○標準図（機材５５）ロ）子メーター用

● 配管材料 ハ）屋外土中用イ）一般配管

塩ビライニング鋼管●既設 ● ○ 塩ビライニング鋼管（ＶＤ）既設ＶＢ　）ＶＡ○（

塩ビライニング鋼管●改設 ○○●ＶＢ　）ＶＡ○（ ＨＩＶＰ）○ビニル管　 ＶＰ

○ ポリエチレン管ロ）土間配管用（厨房、浴室等のシンダー内含む）
○

○
○

塩ビライニング鋼管（ＶＤ）
塩ビライニング鋼管

ＨＩＶＰ）○ＶＰ○○改設
ポリエチレン管改設既設

ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）○
ビニル管

○ 不凍水栓柱 合成樹脂製　）○アルミ合金製○（化粧ケーシング

○ 埋設形散水栓

○ 弁類 イ）水道直結部分

伸縮式不凍給水栓とし、ボックスはステンレス製（約２００×２００×１５０Ｈ）で
鍵付きとする。

ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ○ロ）その他の部分ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ○

ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。○

○ 給水栓 ○ ）一般水栓○耐寒水栓（屋外）耐寒水栓○一般水栓○（イ）屋内

耐寒水栓はＪＷＷＡの認証品とする。ロ）湯沸室、台所、厨房用水栓は泡沫式とする。

○ 埋設深さ ０．６０．６ ）ｍ以上（ロ）敷地内車両道路）ｍ以上（イ）一般敷地内

○（ハ）公道部分

○ 保温 イ）量水器桝内の保温を行う。

○ ステンレス管の継手 イ）呼び径６０ＳＵ以下

ロ）呼び径７５ＳＵ以上

一般配管用ステンレス鋼管継手性能基準（ＳＡＳ３２２）を満足する継手○

管端つば出しステンレス鋼管継手○
ハウジング形管継手○配管用鋼（板）製突合せ溶接式管継手○

ロ）屋外露出管（弁、フランジを含む）は、標準仕様書第２編（表２．３．５　ｅ３・（ハ））

とし厚さは呼び径２５ｍｍ以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

）水道事業者及び道路管理者規定による

● その他 給水管の最小口径は２０ｍｍとする。ただし、器具接続部分を除く。

男鹿地区消防本部

令和７年３月

図面番号

男鹿地区消防一部事務組合

－
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書とする。

有の内容に整合した保全方法を写真等を用い具体的に分かり易い解説をした図

● 施工図 提出物 原図 部 （３つ折りケース収納）● Ａ３判
（原図が提出できないものは原図に代わる図でよい）
複写図 部 （２つ折り製本）Ａ３判
※協議による

複写図 部Ａ３判 ２ （２つ折り製本）
原図 部Ａ３判 （３つ折りケース収納）



工事名

縮尺

図面名

作成年月日

事業者名

施設名

●

排
水
設
備

● 配管材料 ロ）屋内雑排水管イ）屋内汚水配管

○○ ビニル管（ＶＰ）ビニル管（ＶＰ）● 鉛管鉛管 ●既設既設
排水用塩ビライニング鋼管○排水用塩ビライニング鋼管○

ビニル管（ＶＰ）ビニル管（ＶＰ） 鉛管○鉛管○●改設 ●改設

排水用塩ビライニング鋼管○コーティング鋼管○

ハ）通気管 ニ）屋外汚水、雑排水管

○ビニル管（ＶＰ）○既設 ビニル管（ＶＰ）コンクリート管○既設

改設 ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）（※２）改設○ ビニル管（ＶＰ） ○

○ ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）（※２） ○ コンクリート管

　ホ）ポンプアップ排水管 排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管○

図示の箇所に取り付ける。満水試験継手○

台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）（※２）でもよい。
（※2：グリーン購入法における判断の基準を満たすもの）

台所流し等の排水管○

●

設備概要

空調設備

共通

パッケージ空調機を設置する。既存空調機の冷媒ガスは引き抜き

各工事に伴い不要な設備を撤去、発生材を適切に処分する。

保温材はグラスウールを使用する。厚さ、仕上げは共通仕様書に依る。

撤去

保温材

破線表示配管類、機器類は既存品を示す。

汚水桝

凡例

O

OR

R

D

G

ＳＡ

ＲＡ

ＯＡ

ＥＡ

ＶＯＡ

ＶＥＡ

空調給気ダクト

空調還気ダクト

空調外気ダクト

空調排気ダクト

換気送気ダクト

換気排気ダクト

Ｒ

Ｓ

Ｃ

Ｐ

Ｍ

記　号名　称 名　称 記　号 名　称 記　号

給水管

排水管

通気管

給油管

返油管

冷媒管

ドレン管

給湯管

返湯管

LPGｶﾞｽ管

消火管

混合栓

水栓

ボールタップ

量水器

連成圧力計

圧力計

Ｙ形ストレーナ

ストレーナ

埋設弁

減圧弁

逆止め弁

弁・コック 散水栓

シャワー

洗浄弁

床上掃除口

床下掃除口

通気金具

排水金物

排水目皿

間接排水受け

ため桝

共栓付き排水金物

衛生設備

破壊処理とする。

流し設置に伴い給排水管を増設する。

男鹿地区消防本部

令和７年３月

図面番号

男鹿地区消防一部事務組合

－

令和７年度 消防救急デジタル無線及び
高機能消防指令システム更新工事
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更　　新

注記：

電気容量は、見積参考とし採用製作所に変更する事。インバーター方式とする。

グリーン購入法の区分に該当する機種は、グリーン購入法基準を満たすものとする。

冷房暖房能力及び消費電力はJIS　B　8616　に規定された定格条件による。(　)の数値は参考とする。

制御配線、屋内外連絡配線　は既存品を流用する。 ドレンアップポンプ等の配線は本工事に含む。 室内外機設置用下地補強は必要に応じて行う事。

機器符号 機　器　名　称 機　器　仕　様
電気容量(参考）

台数 設　置　場　所 架台・基礎 備　　考
相 電圧:V 容量:KW

ac-1 空冷ヒートポンプエアコン 形式 壁掛型　寒冷地用仕様　シングル　 1 100 0.53 1 仮眠室 ステンレス製室外機鋼製壁掛け架台（防振付） 既設冷媒管　6.4/9.5　使用

インバータ室外機　耐塩害仕様 冷房能力 2.5 KW （冷房定格） 亜鉛溶融メッキ（耐塩）製防雪吹出フード付 冷媒ガスR32 

暖房能力 2.8 KW 0.625 室外機SUS製ドレンパン付 参考品番

付属品 ワイヤレスリモコン　・ホルダー他 （暖房定格） MSZ-NXV2525E-W

圧縮機　 650W

ブレーカ　20A

ac-2 空冷ヒートポンプパッケージ空調機 形式 壁掛型　　シングル　 3 200 1.26 1 通信機器室 ステンレス製室外機鋼製壁掛け架台（防振付） 既設冷媒管　6.4/12.7　使用

インバータ室外機　耐重塩害仕様 冷房能力 4.5 kW （冷房定格） 亜鉛溶融メッキ（耐塩）製防雪吹出ガイド付 冷媒ガスR32 

暖房能力 5.0 kW 1.42 室外機SUS製ドレンパン付 参考品番

付属品 ワイヤレスリモコン　・ホルダー他 （暖房定格） PKZ-ZRMP50LL4

圧縮機　 0.8 kW

年間冷房運転吐出ガイド ブレーカ　15A 室外機重量　45Kg

ac-3 空冷ヒートポンプパッケージ空調機 形式 天吊露出型　寒冷地用仕様　シングル　 3 200 4.87 1 通信指令室 ステンレス製室外機鋼製壁掛け架台（防振付） 既設冷媒管　9.5/15.9　使用

インバータ室外機　耐重塩害仕様 冷房能力 14KW （冷房定格） 1 事務室 亜鉛溶融メッキ（耐塩）製防雪吹出フード付 冷媒ガスR32 

暖房能力 16KW 4.65 室外機SUS製ドレンパン付 参考品番

付属品 ドレンアップメカ、ワイヤードリモコン他 （暖房定格） 室内機既存支持材流用 PCZ-HRMP160K4

圧縮機 3.1　KW　　 ドレンアップPAC-SJ84DM

室外機重量　113Kg

ブレーカ　40A

既設撤去 注記：

撤去品適切に処分すること。冷媒ガスは回収破壊処分とする。

制御配線、屋内外連絡配線　は更新時流用する。

機器符号 機　器　名　称 機　器　仕　様
電気容量(参考）

台数 設　置　場　所 架台・基礎 備　　考
相 電圧:V 容量:KW

AC-1 空冷ヒートポンプエアコン 形式 壁掛型　寒冷地用仕様　シングル　 1 200 0.485 1 仮眠室 亜鉛溶融メッキ室外機鋼製壁掛け架台 既設冷媒管　6.4/9.5

冷房能力 2.5 KW （冷房定格） 冷媒フロンR-410A 1Kg

暖房能力 2.8 KW 2.88 三菱電機製

付属品 ワイヤレスリモコン　・ホルダー他 （暖房定格）

圧縮機　 750 W

耐塩害仕様

AC-2 空冷ヒートポンプパッケージ空調機 形式 壁掛型　　シングル　 3 200 1.44 1 サーバー室 亜鉛溶融メッキ室外機鋼製壁掛け架台 既設冷媒管　6.4/12.7

冷房能力 4.5 kW （冷房定格） 冷媒フロンR-410A 2.4Kg

暖房能力 5.0 kW 1.62 三菱電機製

付属品 ワイヤレスリモコン　・ホルダー他 （暖房定格）

圧縮機　 0.9 kW

耐重塩害仕様

AC-3 空冷ヒートポンプパッケージ空調機 形式 天吊露出型　寒冷地用仕様　シングル　 3 200 4.07 2 通信指令室 亜鉛溶融メッキ室外機鋼製壁掛け架台 既設冷媒管　9.5/15.9

冷房能力 14KW （冷房定格） 冷媒フロンR-410A 4.9Kg

暖房能力 16KW 6.24 三菱電機製

付属品 ドレンアップメカ、ワイヤードリモコン他 （暖房定格）

圧縮機 4.2　KW　　

耐重塩害仕様

施設名 男鹿地区消防本部

図面名

令和７年３月作成年月日

図面番号縮　尺

事業者名 男鹿地区消防一部事務組合

－

令和７年度 消防救急デジタル無線及び工事名 高機能消防指令システム更新工事

機器表
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R

R

R
D

R
R

D
R

× R

D

D
D

4
,
10

0

20A

40VP

流し台(建築）付属品水栓、電気温水器に接続20

既存給水管20より分岐

既存排水75vに接続

流し台内　通気弁30φ取付

更新室外機は既存架台設置用支持補強材を利用する。

天井点検口　450×450　建築工事

既設25VP

既設25VP

既
設

4
0
V
P

A 既設

更新　ac-1　エアコン　位置　

撤去AC-1 エアコン位置

空調ドレン管(結露防止層付塩ビ管）

室内露出冷媒管、空調排水管20結露防止層付　
化粧ケース100形に収納  既設管に接続

撤去AC-2 エアコン位置

更新　ac-3

更新　ac-3

更新　ac-2　エアコン　位置

更新対象外　既存エアコン

C 既設

C 既設

A 既設

撤去エアコンAC-3

撤去エアコンAC-3

天井点検口　450×450　建築工事

事務室

通信指令室

通信機械室

電源室兼書庫

仮　眠　室

Ｘ２Ｘ１

2,3805,580270 270

8,500

Ｙ４

1,
73

0
7
,8

50
7,

85
0

7,960

5
,1

30

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

▼FL+150

▼FL±0

▲床段差

5
,4

0
0

4
,0

30

UP

2
,4

00
6
,7

30
5
,4

0
0

男子便所

手洗い

洋式トイレ

渡り廊下

保温工事
給水管　　GW20mm厚　アルミガラスクロステープ巻　
排水管　　GW20mm厚　アルミガラスクロステープ巻　

既設

室内露出冷媒管、空調排水管20結露防止層付　
化粧ケース100形に収納  既設管に接続

冷媒管リスト

40、75、20

ドレンパン排水、既設ドレン管立管40Vに接続

室外機ドレンパン　排水　40V　新設

D

排水管(ポリ塩化ビニール管VP）

凡例

D

既設冷媒配管(断熱被覆銅管）

既設ドレン管

R

既設空調排水管(ドレン管）　(塩ビ管）

上水給水管（塩ビライニング鋼管VB)

40COP

記号 冷媒サイズ

A 9.5φ×6.4φ

B 12.7φ×6.4φ

C 15.9φ×9.5φ

S=1/100

施設名

図面名

令和７年３月作成年月日

縮　尺

事業者名 男鹿地区消防一部事務組合

令和７年度 消防救急デジタル無線及び工事名 高機能消防指令システム更新工事

男鹿地区消防本部

図面番号

機械設備　改修平面図

既
設

4
0
V
P
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150Φ

給排水設備　平面図  S=1/100

75　20

ﾄｲﾚ 75

CO

CO

20　50

20

階段

１

ＶＦ

サーバー室

通信司令室

仮眠室

撤去機器を示す。

100

注記

150Φ

EA

OA

FD

FD

OA-150Φ

FD

FD

FD

100Φ

２

150Φ

ＶＦ

150Φ
OA

FD

150Φ
FD

FD

30

30

ＨＥＡ

ＨＥＡ

１

１

２

３

３

１

40

D

B
C

C

25

25

40
40

40

A

２

ＡＣ

10
0
Φ

150Φ
SA

ＡＣ

ＡＣ

ＡＣ

ＶＦ

３

ＶＦ

D

R
R

R
R

R
R

R

R

R

D
D

D

DD

空調設備平面図  S=1/100

階段

ﾄｲﾚ

サーバー室

通信司令室

仮眠室

渡り廊下屋根

S=1/

施設名 男鹿地区消防本部

図面名

令和７年３月作成年月日

図面番号縮　尺

事業者名 男鹿地区消防一部事務組合

令和７年度 消防救急デジタル無線及び工事名 高機能消防指令システム更新工事

機械設備　既存図
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